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＜参考＞ 

１．国際勧告等の関連 
 本標準に関連する国際勧告はない。 

 

２．改版の履歴 
 

版 数 制  定  日 改 版 内 容 

第１版 1997 年４月２３日 制 定 

第２版 2001 年４月１９日 番号計画変更、処理方式の改善、誤記の訂正

および表現の適正化に伴う改版 

 

３．本標準第 3章と RFC2002との比較 
 本標準第 3 章 Mobile IP 方式では RFC2002(IP Mobility Support)で定義されている Mobile IP プロトコルを移

動パケット通信信号方式に適用する規定を標準化している。 

 表 1 に第 3 章の規定と RFC2002 の差分を示す。 
 

表 1 RFC2002（IP Mobility Support）との差分 
 

章 節 項  目 理   由 
RFC2002 での

該当箇所 
3 3.3.3.3 Authenticator として MD-5 のほか

に CRC-16 を追加した。 
MD-5 は 16 バイトの Digest 情報を

持つが、 CRC-16 は 2 バイトであり

無線区間で通信される情報量を削

減できるため 

3.5.1 

 3.4.2.2 
(注) 

R Registration required として 
1 を推奨 

Mobile IP 登録を必須とするため 2.1.1 

  B Busy として 0(F bit:0) 
1(F bit:1) を推奨 

F ビットがセットされていない場

合、登録受け付け可とし、 F ビッ

トがセットされている場合、受け付

け不可とするため 

 

  H Home agent として 1 を推奨 home agent 機能を提供するため  
  F Foreign agent として 1 を推奨 foreign agent 機能を提供するため  
  M Minimal encapsulation として 0

を推奨 
Minimal encapsulation を行わないた

め 
 

  G GRE encapsulationとして0を推

奨 
GRE encapsulation を行わないため  

  V Van Jacobson header  
compression として 1 を推奨 

VJ ヘッダ圧縮を使用するため  

 3.4.3.1 
(注) 

S Simultaneous bindings として 0
を推奨 

すでに登録されている mobility 
binding を保持しないため 

3.3 

  B Broadcast datagrams として 1 を

推奨 
パケットをブロードキャストでき

るようにするため 
 

  M Minimal encapsulation として 0
を推奨 

Minimal encapsulation を行わないた

め 
 

  G GRE encapsulationとして0を推

奨 
GRE encapsulation を行わないため  

(注) 本標準では、mobile IP 方式を移動体通信に適用した場合の推奨値を規定している。 
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４．工業所有権 
(1) 本標準に関わる「工業所有権等の実施の権利に係る確認書」の提出状況は、ＴＴＣホームページでご覧

になれます。 

(2) 本標準第 3 章で参照している RFC2002（IP Mobility Support）A 章の Patent Issue の中で、RFC2002 で

使用されている特許に関して記述されている。 

 

５．その他 
  (1)  参照している標準 

・ARIB 標準（デジタル方式自動車電話システム標準規格） 

STD-27F（標準化予定） 

・本標準第 3 章 Mobile IP 方式の中で参照している IETF RFC(Request For Comments): 

 [1] C.Perkins.  IP Mobility Support. RFC 2002, October 1996. 

 

 [2] Randall Atkinson.  IP Authentication Header.  RFC 1826, August 

1995. 

 

 [5] Stephen E. Deering, editor.  ICMP Router Discovery Messages. 

RFC 1256, September 1991. 

 

 [9] Stan Hanks, Tony Li, Dino Farinacci, and Paul Traina.  Generic 

Routing Encapsulation (GRE).  RFC 1701, October 1994. 

 

[12] Keith McCloghrie and Frank Kastenholz.  Evolution of the 

Interfaces Group of MIB-II.  RFC 1573, January 1994. 

 

[14] David L. Mills.  Network Time Protocol (Version 3): 

Specification, Implementation and Analysis.  RFC 1305, March 

1992. 

 

[15] Charles Perkins.  IP Encapsulation within IP. RFC 2003, October 1996. 

 

[16] Charles Perkins.  Minimal Encapsulation within IP.  RFC 2004, October 1996. 

 

[22] Ronald L. Rivest.  The MD5 Message-Digest Algorithm.  RFC 1321, 

April 1992. 

 

[23] William Allen Simpson, editor.  The Point-to-Point Protocol 

(PPP).  RFC 1661, July 1994. 
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第１章 概要 
1.1 はじめに 

 本仕様書は、PDC パケット通信サービス提供において、複数の移動通信網間で送受される信号方式に関

して規定したものである。 

 本仕様書で記述する信号方式は、移動通信網間で送受される信号のみを規定対象とし、移動通信網内で

送受される信号は規定対象としない。ただし、信号フローを記述する際には、網内信号についても参考と

して記述する。 

 本章では、PDC パケット通信のねらい、モビリティ制御の考え方、ローミングの考え方、標準化の範囲

について述べる。 

 

1.2 PDCパケット通信のねらい 

 移動通信網において提供されるデータ通信サービスとしては、回線交換手順で接続されたトラヒック

チャネルを利用した非電話サービスが提供されている。一方、今後予想されるデータ通信に対する需要増

加に対応するため、データ通信サービスのバリエーションとして、離散的に発生するデータを効率良く伝

送するためのサービスの提供も必要である。このデータ通信の特性に適応したサービスを実現するため、

新たにパケット通信のための信号方式を規定する。 

 PDCパケット通信のねらいは以下のとおりである。 

(1) ユーザパケット伝送の高速化 

 従来、PDC では無線区間で１利用者あたり１タイムスロットを使用していたものを、スループッ

ト向上のため、３タイムスロットを同時送受信することにより無線伝送速度の向上をはかる。 

(2) 音声／パケット同時待ち受けの実現 

 ユーザパケット伝送を行っていない時間に、音声通信が可能となるように、パケットのみの待ち

受けの他に音声とパケットの同時待ち受けを実現する。 

(3) 周波数利用効率の向上 

 離散的に発生する比較的小容量のデータ通信において、非電話サービスに比べて高い周波数効率

を実現する。回線交換方式でデータ通信を利用すると、通信中は１利用者にタイムスロットが占有

されるが、パケット交換方式を利用するとタイムスロットを複数の利用者で共用することが可能で

ある。 

(4) セキュリティの確保 

 不正ユーザからの妨害や盗聴を防止することにより、既存 PDC と同等のセキュリティの確保を実

現する。 

 

1.3 モビリティ制御の考え方 

 PDC パケット通信を実現するノード間インタフェースについては、モビリティ制御を実現する階層の違

いにより、図１-１／ＪＪ-７０. ２０に示す２つの方式が考えられる。 
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図１-１／ＪＪ-７０. ２０ モビリティ制御の考え方 

 

 

1.3.1 PMAPモビリティ機能 

 パケット通信のモビリティ制御のために、PDC に準拠した PMAP（Packet  Mobile  Application  Part）

のモビリティ機能を NW インタフェース層に適用した形態である。上位のネットワーク層では、プロバイ

ダあるいは事業者、企業 LAN 等の各データ通信網に対し、パケット回線をトランスペアレントに提供する。

PMAP は、MAP と同様に加入者番号（MSN)および移動機番号（MSI）をもとにしたパケット通信のための

モビリティ制御用プロトコルである。位置登録やチャネル切り替え等のモビリティ制御は PMAP にて行い、

ユーザと各データ通信網間で使用される通信プロトコルに依存しないパケットルーティング機能を有する。

すなわち、接続されるデータ通信網が使用するプロトコルをユーザとの間でトランスペアレントに通す

ネットワークである。 

 

1.3.2 Mobile  IP機能 

 パケット通信のモビリティ制御のために、インタネットの汎用技術である Mobile  IP プロトコルをネッ

トワーク層に適用した形態である。Mobile  IP 機能では、移動機に接続されるデータ端末の IP アドレスに

従いモビリティ制御がなされるため、PDC の MSN、MSIとは直接的に関係しない。すなわち、データ端末

のモビリティ制御を移動通信網に適用した形態である。Mobile  IP 機能では、固定網ですでに接続されて

いるデータ端末が、自分の IPアドレスを変えることなく移動環境でのデータ通信が可能となる。 
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1.4 ローミングの考え方 

 ローミングについては、PMAPモビリティ機能（A)とMobile IP機能(B)の２機能が存在する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図１-２／ＪＪ-７０. ２０ ローミングの考え方 

 

 

 PMAP モビリティ機能を適用したネットワーク間相互のインタフェース A は、PDC の MAP によるロー

ミングに準拠した方式である。すなわち、ローミング先網の GLR とホーム網の HLR 間での情報交換をも

とにローミングを行う。 

 Mobile IP 機能を適用したネットワーク間相互のインタフェース Bは、インタネットにおけるローミング

先網の在圏サービングルータとホーム網のホームルータ間での情報交換を規定した方式である。 

 PMAPモビリティ機能を適用したネットワークとMobile IP機能を適用したネットワークとの間のローミ

ングについては、PMAPモビリティ機能を適用したネットワークに直接接続されるデータ網が Mobile IP機

能を有することにより、インタフェース Bにて実現する。 

 

1.5 標準化の範囲 

 図１-２／ＪＪ-７０. ２０のローミングインタフェース A 及びＢにおける信号方式を規定対象とする。網

内インタフェースにおける信号については参考の扱いとし、規定対象としない。ただし、信号フローを記

述する際には、網内信号についても参考として記述する。 

 

 図１-３／ＪＪ-７０. ２０に各機能のインタフェース参照モデルを示す。 
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図１-３／ＪＪ-７０. ２０ インタフェース参照モデル 
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第２章 PMAPモビリティ機能 
2.1 概要 

2.1.1 はじめに 

 本章は、PDC パケット通信サービス提供において、複数の移動通信網間で送受される信号方式のうち

PMAPモビリティ機能に関して規定したものである。 

 本章で規定する信号方式は、移動通信網間で送受される信号のみを対象とし、移動通信網内で送受され

る信号は対象としない。ただし、信号フローを記述する際には、網内信号についても参考として記述する。 

 本節では、移動通信網構成，番号の定義，セキュリティとプライバシー保護，用語の定義について述べ

る。 

 

2.1.2. 移動通信網の定義 

2.1.2.1 移動通信網ノードに関する定義と機能 

 移動通信網を構成するノードには以下のものがある。 

・移動通信交換局(MSC) 

・在圏移動通信交換局(VMSC) 

・関門移動通信交換局(GMSC) 

・パケット移動通信交換局(PMSC) 

・在圏パケット移動通信交換局(VPMSC) 

・関門パケット移動通信交換局(GPMSC) 

・加入者ホームロケーションレジスタ(HLR-P) 

・移動機ホームロケーションレジスタ(HLR-T) 

・加入者関門ロケーションレジスタ(GLR-P) 

・移動機関門ロケーションレジスタ(GLR-T) 

・基地局(BS) 

・移動機(MS) 

・データ端末(DTE) 

・網インタフェース機能(NIM) 

 

2.1.2.1.1 移動通信交換局 

 移動通信交換局は、移動通信サービスを提供するための呼接続制御、サービス制御等を実現するための

機能を持つ交換局である。 

 MSCは、論理的に以下に示す VMSC,GMSC,VPMSC,GPMSC,HLR-P,HLR-T,GLR-P,GLR-Tの全て、または

これらのうちの任意の機能を持ちうる。 

 

2.1.2.1.2 在圏移動通信交換局 

 在圏移動通信交換局は、制御すべきエリア内に位置する移動機へのすべての回線交換機能を提供する

MSC である。サービス制御、無線回線の割付・切替等の無線リソース制御、着信登録等の加入者の移動性

をサポートする機能及び位置登録等の移動機の移動性をサポートする機能も含む。 
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2.1.2.1.3 関門移動通信交換局 

 関門移動通信交換局は、他網から自網内契約加入者への、あるいは自網内にローミング中の加入者の回

線交換呼を受ける MSC である。他網からの着信があった場合、着信加入者の加入者情報を管理している

GLR-P あるいは HLR-P を識別し、GLR-P あるいは HLR-P に問い合わせることによって着信移動機の在圏

する VMSC あるいはローミング先網へルーティングを行う機能を有する。また、自網内発着信呼が他網着

信の場合に着信先網へ呼を中継する機能も有する。GMSC は、接続対象網との相互接続のために１つまた

は複数設置される。 

 

2.1.2.1.4 パケット移動通信交換局 

 パケット移動通信交換局は、パケット通信サービスを提供するためのパケット通信制御、サービス制御

等を実現するための機能を持つ交換局である。PMSC は、論理的に以下に示す VPMSC,GPMSC の全て、ま

たはこれらのうちの任意の機能を持ちうる。 

 

2.1.2.1.5 在圏パケット移動通信交換局 

 在圏パケット移動通信交換局は、制御すべきエリア内に位置する移動機へのすべてのパケット通信機能

を提供する PMSC である。サービス制御、無線回線の割付・切替等の無線リソース制御、及び位置登録等

の移動機の移動性をサポートする機能も含む。 

 

2.1.2.1.6 関門パケット移動通信交換局 

 関門パケット移動通信交換局は、接続相手のデータ通信網から自網内契約加入者への、あるいは自網内

にローミング中の加入者のパケット通信を受ける PMSC である。接続相手のデータ通信網からの着パケッ

トがあった場合、着信加入者の加入者情報を管理している GLR-P あるいは HLR-P を識別し、GLR-P ある

いは HLR-P に問い合わせることによって着信移動機の在圏する VPMSC あるいは、ローミング先移動通信

網へルーティングを行う機能を有する。また、自網契約加入者の接続相手のデータ通信網へのパケット通

信を中継する機能も有する。GPMSC は、他移動通信網、他データ通信網との相互接続のために１つまたは

複数設置される。 

 

2.1.2.1.7 加入者ホームロケーションレジスタ 

 加入者ホームロケーションレジスタは、加入者の移動性を保証し、加入者へサービスを提供する上で必

要になる情報すべてを管理するデータベースである。 

 

2.1.2.1.8 移動機ホームロケーションレジスタ 

 移動機ホームロケーションレジスタは、移動機の移動性を保証し、移動機の所有者及び使用者へサービ

スを提供する上で必要になる情報すべてを管理するデータベースである。 また、以下では HLR-P,HLR-T

を特に区分する必要がないとき、これらを総称して HLRと呼ぶことがある。 

 

2.1.2.1.9 加入者関門ロケーションレジスタ 

 加入者関門ロケーションレジスタは、他網からのローミング加入者に対してサービスを提供するための

加入者情報を管理するデータベースである。他網からのローミング加入者に対して自網内の HLR-P 相当の

機能としてローミングを行っている間、一時的に開設される。 

 ある加入者が、加入者の契約する網へローミングを行った場合、GLR-P は、その加入者へ呼をルーティ

ングするための加入者ローミング番号の割り付けを行う。GLR-P はローミング加入者の情報をローミング

元の網の HLR-Pから入手する機能も持つ。 
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2.1.2.1.10 移動機関門ロケーションレジスタ 

 移動機関門ロケーションレジスタは、他網からのローミング移動機に対してサービスを提供するための

移動機情報を管理するデータベースである。他網からのローミング加入者に対して自網内の HLR-T 相当の

機能としてローミングを行っている間、一時的に開設される。 

 ある他網収容の移動機がローミングを行った場合、移動機は、位置登録エリアの移行を検出し位置登録

を行う。このエリアの VMSC は位置登録を検出すると、GLR-T に対して位置情報、VMSC あるいは

VPMSCへのルーティング情報を転送する。この場合、GLR-Tは移動機がローミング後の初めての位置登録

であれば、移動機ローミング番号の割り付けを行う。さらに、GLR-T はローミング移動機の情報をローミ

ング元の網の HLR-Pから入手する機能も持つ。 

 また、以下では GLR-P,GLR-T を特に区分する必要がないとき、これらを総称して GLR と呼ぶことがあ

る。 

 

2.1.2.1.11 基地局 

 基地局は、VMSC-BS間,VPMSC-BS間および BS-MS間の通信回線、制御回線の制御を行う機能を持つ。 

 

2.1.2.1.12 移動機 

 移動機は、移動加入者から見て無線回線の終端に用いられるインタフェース装置である。移動加入者に

対して各種の通信サービスを提供する機能を持つ。 

 

2.1.2.1.13 データ端末 

 データ端末は、移動機とのインタフェースを通して、End-End のパケット通信をユーザに提供する。デー

タ端末には、データ端末を一意に識別するためのデータ通信番号(DCN)が割り当てられる。 

 データ端末は、移動機に包含されてもよい。 

 

2.1.2.1.14 網インタフェース機能 

 網インタフェース機能は、関門パケット移動通信交換局(GPMSC)と他データ通信網との間のインタ

フェース機能を有し、データ通信番号(DCN)から加入者番号(MSN)への変換およびデータ通信網と PDC パ

ケット通信網との間のプロトコル変換を行う装置である。  

 網インタフェース機能は、関門パケット移動通信交換局へ包含されても、他データ通信網へ包含されて

もよい。 
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2.1.2.2 サービスエリアに関する定義 

 以下のエリア単位で制御が行われる。 

・基地局エリア(BA) 

・パケット通信登録エリア(PA) 

・位置登録エリア(LA) 

・サービスエリア(SA) 

 

2.1.2.2.1 基地局エリア 

 基地局が移動機に対して無線区間で通信回線、制御回線を提供するエリアを示す。 

 

2.1.2.2.2 パケット通信登録エリア 

 移動機が HLR あるいは GLR に対して、パケット通信中の着パケット受信のために、自移動機の位置を

登録する場合に単位となるエリアを示す。 

 パケット通信中におけるパケット通信登録エリア内のチャネル切替に対しては、HLRあるいは GLRへの

登録は行わない。 

 

2.1.2.2.3 位置登録エリア 

 移動機が HLR あるいは GLR に対して、待ち受け中の着信のために自移動機の位置を登録する場合に単

位となるエリアを示す。着信の場合には、このエリア単位で一斉呼出が行われる。 

 

2.1.2.2.4 サービスエリア  

 個々の移動通信網が移動通信サービスを提供できるエリアを示す。 

 

 これらの移動通信網構成及びエリア構成モデルを図２-１／ＪＪ．７０．２０に示す。本網構成図は、

ノードの論理的構成を示すものであって、物理的な構成を規定するものではない。 
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VPMSC VPMSC

GPMSC 

VPMSC 

BA BA BA BA BA BA BA BA BA BA 
PA PA PA LALA 

LA 
LA 

PA 

SA 

GLR HLR 
他データ通信網

Mobile communications network 

communication channel 

control channel 

図２－１／ＪＪ－７０．２０ 移動通信網構成とエリア構成モデル 
(Digital mobile communications network architecture and area configuration.) 

BS 
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2.1.2.3 ノード間インタフェース 

2.1.2.3.1 インタフェース定義 

 パケット通信サービスを提供するための移動通信網の信号インタフェース参照点を図２-２／ＪＪ-７０.

２０に示す。また、以下に図２-２／ＪＪ-７０.２０に示されたインタフェース参照点の概要を示す。 

 ただし、本仕様書では、移動通信網間における L,D1,D2のインタフェースを規定の対象とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２-２／ＪＪ-７０.２０  移動通信網における信号インタフェース参照点 

 

(A) MSCと BS間インタフェース 

本インタフェースは、MSC-BS間で加入者制御情報、無線回線制御情報の送受のために使用される。 

 

(Ap) PMSCと BS間インタフェース 

 本インタフェースは、PMSC-BS 間でパケット通信時におけるユーザデータ情報、制御データ情報の送受

のために使用される。 

 

(B1) MSCと GLR-P間インタフェース 

 本インタフェースは、MSC と GLR-P 間の情報交換に用いられる。GLR-P は、他網からのローミング加

入者の管理情報データベースである。MSC は、ローミング加入者の管理情報の検索・更新が必要な場合は

GLR-Pへアクセスする。 

 

(B2) MSCと GLR-T間インタフェース 

 本インタフェースは、MSC と GLR-T 間の情報交換に用いられる。GLR-T は、他網からのローミング移

動機の管理情報及び位置情報のデータベースである。MSC は、ローミング移動機の管理情報及び位置情報

の検索・更新が必要な場合は GLR-Tへアクセスする。 

 

(C1) MSCと HLR-P間インタフェース 

 本インタフェースは、MSC と HLR-P 間の情報交換に用いられる。HLR-P は自網内で契約している移動

加入者のデータベースである。MSCは、自網移動加入者の管理情報の検索・更新が必要な場合は HLR-Pへ

アクセスする。 

A 

E

C1 

B1 

C2
B2 

D2 

MS 
Um 

データ 
端末 

P 

D1
J1

J2 

K1

K2 

L 

BS 

GLR-T

HLR-P 

HLR-T

PMSC 

MSC 

Ap 

M 

NIM他データ  
通信網 

Q R

MSC

PMSC

GLR-P
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(C2) MSCと HLR-T間インタフェース 

 本インタフェースは、MSC と HLR-T 間の情報交換に用いられる。HLR は自網内で契約している移動機

の管理情報及び位置情報のデータベースである。MSC は、自網移動機の管理情報及び位置情報の検索・更

新が必要な場合は HLR-Tへアクセスする。 

 

(D1) GLR-Pと HLR-P間インタフェース 

 本インタフェースは、異なる移動通信網間における GLR-Pと HLR-P間の情報交換に用いられる。他網か

らのローミング加入者に対する通信に必要な加入者情報等は、GLR-P で管理するため、ローミング時には

当加入者の情報を定常的に記憶している HLR-Pと GLR-P間で加入者の管理情報等の情報交換を行う。また、

加入者がローミングを終了した場合に HLR-Pは GLR-Pに対して加入者情報の削除を行う。さらに、網側が

加入者データの変更を実行した場合、加入者が自分のサービス情報の変更を実行した場合にもインタ

フェース D1上で情報送受が行われる。 

 

(D2) GLR-Tと HLR-T間インタフェース 

 本インタフェースは、異なる移動通信網間における GLR-T と HLR-T 間の情報交換に用いられる。他網

からのローミング移動機に対する通信に必要な移動機情報等は、GLR-T で管理するため、ローミング時に

は当移動機の情報を定常的に記憶している HLR-T と GLR-T 間で移動機の位置情報等の情報交換を行う。

また、移動機がローミングを終了した場合に HLR-T は GLR-T に対して移動機情報の削除を行う。さらに、

網側が移動機データの変更を実行した場合、移動機が自分のサービス情報の変更を実行した場合にもイン

タフェース D2上で情報送受が行われる。 

 

(E) MSC間インタフェース 

 本インタフェースは、MSC間の情報交換に対して用いられる。 

 

(J1) PMSCと GLR-P間インタフェース 

 本インタフェースは、PMSC と GLR-P 間の情報交換に用いられる。GLR-P は、他網からのローミング加

入者の管理情報データベースである。PMSC は、ローミング加入者の管理情報の検索・更新が必要な場合

は GLR-Pへアクセスする。 

 

(J2) PMSCと GLR-T間インタフェース 

 本インタフェースは、PMSC と GLR-T 間の情報交換に用いられる。GLR-T は、他網からのローミング移

動機の管理情報及び位置情報のデータベースである。PMSC は、ローミング移動機の管理情報及び位置情

報の検索・更新が必要な場合は GLR-Tへアクセスする。 

 

(K1) PMSCと HLR-P間インタフェース 

 本インタフェースは、PMSC と HLR-P 間の情報交換に用いられる。HLR-P は自網内で契約している移動

加入者のデータベースである。PMSC は、自網移動加入者の管理情報の検索・更新が必要な場合は HLR-P

へアクセスする。 

 

(K2) PMSCと HLR-T間インタフェース 

 本インタフェースは、PMSC と HLR-T 間の情報交換に用いられる。HLR-T は自網内で契約している移動

機の管理情報及び位置情報のデータベースである。PMSC は、自網移動機の管理情報及び位置情報の検

索・更新が必要な場合は HLR-Tへアクセスする。 
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(L) PMSC間インタフェース 

 本インタフェースは、PMSC 間の情報交換に対して用いられる。ユーザデータおよび制御データ等の情

報送受がある。 

 

(M) PMSCとMSC間インタフェース 

 本インタフェースは、PMSC-MSC間で制御データ情報の送受のために使用される。 

 

(P) MSとデータ端末間インタフェース 

 本インタフェースは、MSとデータ端末間のインタフェースである。 

 

(Q) PMSCと NIM間インタフェース 

 本インタフェースは、PMSCと NIM間のインタフェースである。 

 

(R) NIMと他データ通信網間インタフェース 

 本インタフェースは、NIMと他データ通信網間のインタフェースである。 

 

(Um) BSとMS間インタフェース 

 無線基地局と移動機間の無線区間のインタフェースである。 
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2.1.2.3.2 局間信号方式アーキテクチャ 

 移動通信網においてパケット通信を提供するための局間信号方式には、パケット移動通信応用部

(PMAP:Packet Mobile Application Part)を規定する。また、PMAPは PMAP転送機能応用部(PTP:Pmap Transfer 

capabilities application Part)によってサポートされる。 

 信号方式のアーキテクチャモデルを図２-３／７０.２０に示す。 

 

 

パケット通信制御プロセス 応用プロセス

OSI reference model

Layer 3

Layer 2

Layer 1

Layer 4

パケット移動通信応用部
(PMAP)

Layer 6

Layer 7

Layer 5

PMAP 転送機能応用部
(PTP)

任　意

 
 

【注】Layer1～Layer6については、接続網間で個別に規定する。 

 

図２-３／ＪＪ－７０.２０ 局間信号方式のアーキテクチャモデル 
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2.1.3 パケット通信に使用する番号の定義 

パケット交換制御に使用する番号には以下のものがある。 

・加入者番号(MSN) 

・移動機番号(MSI) 

・加入者ローミング番号(RON) 

・移動機ローミング番号(RMI) 

・網番号(NC) 

・網識別子(NID) 

・PMSCノード番号(PNN) 

・パケット通信登録エリア番号(PAI) 

・データ通信番号(DCN) 

 

2.1.3.1 加入者番号 

 移動加入者を識別する番号。10 桁(A0CDEFGHJK)で構成される。但し、C～K コードとしては、それぞ

れ 0～9(hex)の値をとる。 

 

2.1.3.2 移動機番号 

 移動端末を識別する番号。11桁(国番号(3桁)+CDEFGHJK)で構成される。 

 

2.1.3.3 加入者ローミング番号 

 移動加入者がローミング中、ローミング先の網内において、この加入者を識別する番号。10 桁

(A0CDEFGHJK)で構成される。ただし、E コードにおいては D または E(hex)の値をとり、C,D,F～K コード

は、それぞれ 0～9(hex)の値をとる。 

 

2.1.3.4 移動機ローミング番号 

 移動端末がローミング中、ローミング先の網において、この移動端末を識別する番号。 

8桁(CDEFGHJK)で構成される。 

 

2.1.3.5 網番号 

 網を識別する番号であり、4桁で構成される。上位 2桁で事業者を識別し、下位 2桁で各事業者内の複数

の網を識別する。 

 

2.1.3.6 網識別子 

 PDC 移動通信網と接続されるデータ通信網を識別する番号であり、4 桁で構成される。網識別子は、移

動通信網毎に独立に割り当てることを可能とする。 

 

2.1.3.7 PMSCノード番号 

 パケット移動通信交換局を識別する番号であり、2オクテットで構成される。 

 

2.1.3.8 パケット通信登録エリア番号 

 パケット通信のサービス制御を行うエリア番号を表す。長さ、内容とも任意とする。 
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2.1.3.9 データ通信番号 

 データ端末を識別する番号を表す。 

 

2.1.4 セキュリティとプライバシィ保護 

2.1.4.1 ユーザ認証 

 ユーザは、正当な契約ユーザであることを実証するためにユーザホーム網との間で認証を行う。ユーザ

認証は、送受信，各種登録等に基本的に必須とする。 

 認証アルゴリズムは ARIBにおける方式を使用する。 

 

2.1.4.2 移動機認証 

 移動機は、正当な契約移動機であることを実証するために移動機ホーム網との間で認証を行う。移動機

認証は、送受信，各種登録等に基本的に必須とする。 

 認証アルゴリズムは ARIBにおける方式を使用する。 

 

2.1.4.3 秘匿 

 ユーザの通信は、第三者からの傍受を防ぐために通信の秘匿を行う。本通信秘匿は必須とする。 

 秘匿アルゴリズムは ARIBにおける方式を使用する。 

 

2.1.5 略語リスト(Abbreviations) 

【ノード】 

MSC(Mobile-services Switching Center) 移動通信交換局 

GMSC(Gateway Mobile-services Switching Center) 関門移動通信交換局 

VMSC(Visitor Mobile-services Switching Center) 在圏移動通信交換局 

PMSC(Packet Mobile-services Switching Center) パケット移動通信交換局 

GPMSC(Gateway Packet Mobile-services Switching Center) 関門パケット移動通信交換局 

VPMSC(Visitor Packet Mobile-services Switching Center) 在圏パケット移動通信交換局 

HLR(Home Location Register) ホームロケーションレジスタ 

GLR(Gateway Location Register) 関門ロケーションレジスタ 

BS(Base Station) 基地局 

MS(Mobile Station) 移動機 

DTE(Data Terminal Equipment) データ端末 

NIM(Network Interface Module) 網インタフェース機能 

 

【信号方式】 

PMAP(Packet Mobile Application Part) パケット移動通信応用部 

PTP(Pmap Transfer capabilities application Part) PMAP転送機能応用部 
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【番号】 

MSN(Mobile Subscriber Number) 加入者番号 

MSI(Mobile Station Identity) 移動機番号 

LAI(Location Area Identity) 位置登録エリア番号 

LI(Location Identity) 位置番号 

（LI＝システム種別＋LAI） 

RON(ROaming Number-mobile subscriber number) 加入者ローミング番号 

RMI(Roaming number-Mobile station Identity) 移動機ローミング番号 

NC(Network Code) 網番号 

NID(Network IDentity) 網識別子 

PNN(Pmsc Node Number) PMSCノード番号 

PAI(Packet communication register Area Identity) パケット通信登録エリア番号 

DCN(Date Communication Number) データ通信番号 

 

【サービスエリア】 

SA(Service Area) サービスエリア 

LA(Location Area) 位置登録エリア 

BA(Base station Area) 基地局エリア 

PA(Packet communication register Area) パケット通信登録エリア 



 

 - 17 - ＪＪ－７０．２０ 

2.2 提供サービス 

2.2.1 概要 

 本仕様書で規定される PDC パケット通信方式をサポートする PDC パケット通信網が、PDC パケット通

信網と接続される他データ通信網に対して、および移動ユーザに対して提供するサービスについて規定す

る。 

 

2.2.2 PDCパケット通信網提供サービス 

 図２-４／ＪＪ-７０.２０に、PDCパケット通信網の提供サービスの概念を示す。 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
図２-４／ＪＪ-７０.２０ PDCパケット通信網の提供サービス概念 

 

 

2.2.2.1 他データ通信網への提供機能 

 PDC パケット通信網は、複数の他データ通信網（公衆データ網、ネットワークサービス事業者網、プラ

イベート LAN、等）との相互接続を可能とする。相互接続においては、接続相手の各データ通信網がユー

ザに対して提供する通信プロトコル（TCP/IP、X.25、等）には依存しない。 

 PDC パケット通信網は、接続相手のデータ通信網が提供する通信プロトコルに依存しないパケットルー

ティング機能を提供する。具体的には、移動ユーザ－他データ通信網との間で送受されるユーザパケット

を PDCパケット通信網内転送プロトコル（PMAP／PTP：2.4章で規定）でカプセル化して PDCパケット通

信網内を転送する。PDC パケット通信網では、接続相手の各データ通信網に対して網識別子（NID）を割

り当て、移動ユーザからデータ通信網へのパケット転送においては、宛先を宛先網データ通信網の識別子

（NID）とし、パケット通信網から移動ユーザへのパケット転送においては、加入者番号、移動機番号を宛

先としてルーチングを行う。 

NID=1 NID=2 NID=3 NID=n 

データ 
通信網 1 

データ 
通信網 2 

データ 
通信網 3 

データ 
通信網 n

NIM NIM NIM NIM 

PDCパケット 
通信網 

・複数のデータ通信網との相互接続機能の提供 
・ユーザ－データ通信網間で使用される通信プロトコルに 
依存しないパケットルーティング機能の提供 
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 PDC パケット通信網が接続相手のデータ通信網が提供する通信プロトコルに依存しないパケットルー

ティング機能を提供することにより、接続相手のデータ通信網と PDC パケット通信網との間の独立の発展

性が保証される。 

  

2.2.2.2 ユーザへの提供機能 

 ユーザは、PDC パケット通信網のユーザであると同時に PDC パケット通信網と接続されるデータ通信網

のいずれかのユーザであることが必要である。 

 PDC パケット通信網は、各ユーザに対して加入者番号（MSN：Mobile Subscriber Number）、移動機番号

（MSI：Mobile Station Identity）を割り当て、これらの番号により PDCパケット通信網内をパケットルーチ

ングする機能を提供する。PDC パケット通信網は、MSN、MSIにより既存の PDC ユーザと PDC パケット

ユーザの管理を共通化できるとともに、従来 PDC 網が持っている追跡接続機能を利用して着移動ユーザへ

パケットを転送することが可能となる。 

 また、移動ユーザは他データ通信網との間でパケット通信を行うためのデータ通信番号（DCN）をデー

タ通信網から割り当てられる。データ通信番号（DCN）は PDC パケット通信網と相互接続されるデータ通

信網との契約時に割り当てられる固定アドレスでも、通信開始時に随時割り当てられるアドレスでも構わ

ない。 

 

2.2.2.3 網インタフェース機能 

 本機能は、PDC パケット通信網と接続相手の他データ通信網との相互接続において、接続相手の他デー

タ通信網から移動ユーザに対するパケット転送を行う際、他データ通信網毎にデータ通信番号（DCN）か

ら加入者番号（MSN）を求めるための機能、及びデータ通信網～PDC パケット通信網間でのプロトコル変

換機能を示す。本機能は、PDC パケット通信網が提供することも、接続相手のデータ通信網が提供するこ

とも可能である。本仕様書においては、この機能を網インタフェース機能（NIM：Network Interface 

Module）として記述している。 

他データ通信網－PDC パケット通信網－移動ユーザ間の接続におけるプロトコルスタックの一例を図２-

５／ＪＪ-７０.２０に示す。 

 

データ端末 MS BS／VPMSC GPMSC

L1 L1

L2 L2

L1 L1

他データ通信網

PMAP
／PTP

L2L2

L3 L3

ユーザ
プロト
コル

ユーザ
プロト
コル

MS－ﾃﾞｰﾀ
端末間ﾌﾟﾛ
ﾄｺﾙ

MS－ﾃﾞｰﾀ
端末間ﾌﾟﾛ
ﾄｺﾙ

他ﾃﾞｰﾀ通信
網－NIM 間
ﾌﾟﾛﾄｺﾙ

NIM

ﾌﾟﾛﾄｺﾙ
変換

ﾃﾞｰﾀ通信
番号→
MSN 変換

PMAP
／PTP

 
 

図２-５／ＪＪ-７０.２０ プロトコルスタックの一例 

 

2.2.2.4 回線接続、回線切断確認機能 

 PDC パケット通信網を介して、ユーザ－データ通信網間で通信を行う場合、通信を開始する前に、PDC

パケット通信網内の通信回線を設定する機能あるいは設定を通知する機能（NIM－在圏 PDC パケット通信

網間での回線接続要求／応答の送受）を提供する。 

 また、通信を終了する際に、通信回線を切断する機能あるいは切断を通知する機能（NIM－在圏 PDC パ

ケット通信網間での回線切断要求／応答の送受）を提供する。 
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 但し、本機能はユーザ－データ通信網間で使用される通信プロトコルによっては不必要になる場合も有

り得るため、オプション機能とする。 

 

2.2.2.5 ローミング機能 

 本仕様書規定の PDC パケット通信機能をサポートする移動機に対して、本仕様書規定の PDC パケット

通信サービスを提供する他移動通信網へのローミング機能を提供する。（ローミング時に必要なサービス

情報は、ローミング後最初の位置登録時に、HLR からローミング先網の GLR に対して MAP により転送さ

れる。） 

 

2.3 ロケーションレジスタ構成 

2.3.1 ロケーションレジスタ種別 

 ロケーションレジスタは、以下の種別に分類される。 

(1)HLR-P 

 加入者に関する契約情報、運用情報等が定常的に記憶されるロケーションレジスタで、加入者のホーム

網に定常的に設置される。 

 

(2)HLR-T 

 移動機に関する契約情報、運用情報等が定常的に記憶されるロケーションレジスタで、移動機のホーム

網に定常的に設置される。 

 

(3)GLR-P 

 加入者に関する発着信処理に必要な情報が記憶されるロケーションレジスタで、加入者在圏網内にロー

ミング中に限り一時的に設置される。加入者ローミング開始時に、HLR-P から必要な情報が転送され、加

入者ローミング終了時に消去される。 

 

(4)GLR-T 

 移動機に関する発着信処理に必要な情報が記憶されるロケーションレジスタで、移動機在圏網内にロー

ミング中に限り一時的に設置される。移動機ローミング開始時に、HLR-T から必要な情報が転送され、移

動機ローミング終了時に消去される。 

 

（注）本章では、ローミングユーザ，ローミング移動機にかかわる登録情報を示しており、ホームユーザ，

ホーム移動機のホーム網内における登録情報は特に示していない。 

 しかし、ホームユーザ，ホーム移動機がホーム網内に在圏している場合においても、ホーム網内

にホームユーザ，ホーム移動機用の GLR-T，GLR-P を設けると考えることにより、ローミングユー

ザ，ローミング移動機用の登録情報を参照できる。 

 ただし、実際のロケーションレジスタ内データ構成は、各事業者固有に規定する。 

 

2.3.2 ロケーションレジスタ内データ構成 

 各ロケーションレジスタに記憶される情報は大きく以下のように分類できる。 

①固定情報 

 新規契約または契約変更時に登録される情報 

②可変情報 

 発着信時、および各種登録要求時等に随時変更される情報 
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③キー情報 

 検索のキーとなる情報 

 

 また、②の可変情報として各ロケーションレジスタで必要な情報は以下のように分類できる。 

 

(1)HLR-P 

・ローミング識別情報 

 加入者の在圏網を識別し、さらに在圏網内で加入者を識別するための情報。加入者ローミング開始時に、

位置登録起動網の GLR-Pから通知される。 

・在圏網内情報 

 HLR-Pの処理にともなって変更を行う情報が記憶される。本情報は各 HLR-Pに閉じて使用される。 

 

(2)HLR-T 

・ローミング識別情報 

 移動機の在圏網を識別し、さらに在圏網内で移動機を識別するための情報。移動機ローミング開始時に、

位置登録起動網の GLR-Tから通知される。 

・在圏網内情報 

 HLR-Tでの処理にともなって変更を行う情報が記憶される。本情報は各 HLR-Tに閉じて使用される。 

 

(3)GLR-P 

・引き継ぎ情報 

 ローミング時に旧 GLR-Pから新 GLR-Pへ引き継ぐ必要のある情報が記憶される。 

・在圏網内情報 

 新 GLR-P で初期値を設定し、網内での移動や処理に伴って変更を行う情報が記憶される。本情報は、各

GLR-Pに閉じて使用される。 

 

 (4)GLR-T 

・引き継ぎ情報 

 ローミング時に旧 GLR-Tから新 GLR-Tへ引き継ぐ必要のある情報が記憶される。 

・在圏網内情報 

 新 GLR-P で初期値を設定し、網内での移動や処理に伴って変更を行う情報が記憶される。本情報は、各

GLR-Pに閉じて使用される。 

 

以上の分類をもとにして、HLR-P,HLR-T,GLR-P,GLR-T に記憶される具体的な情報を表２-１／ＪＪ-７０.

２０に示す。 
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表２-１／ＪＪ-７０.２０ 各ロケーションレジスタに記憶される情報 

 

情報種別 HLR-P HLR-T GLR-P GLR-T 

キー情報 MSN MSI 
RON 
MSN 

RMI 
MSI 

固定情報 

・発信情報*2 

・着信情報*2 

・加入者認証キー*2 

・所有MSI*2 

・ﾃﾞﾌｫﾙﾄ着信登録 

MSI 

・NIDリスト*1 

・ﾊﾟｹｯﾄ通信情報*1 

・移動機情報 

・暗証番号 

・移動機認証ｷｰ*2 

・所有者MSN*2 

・ﾃﾞﾌｫﾙﾄMSN 

・発信情報 

・着信情報*2 

・所有MSI*2 

・ﾃﾞﾌｫﾙﾄ着信登録 

MSI 

・NIDリスト*1 

・ﾊﾟｹｯﾄ通信情報*1 

・移動機情報 

・暗証番号 

・所有者MSN*2 

・ﾃﾞﾌｫﾙﾄMSN 

ﾛｰﾐﾝ

ｸﾞ識

別情

報 

・RON*2 

・GLR番号*2 

・ﾃﾞﾌｫﾙﾄ GLR番号 

・ローミング不許可 

ビット 

・RMI*2 

・GLR 番号*2 

－ － 

引継

ぎ情

報 

・着信登録MSI 

・加入者認証種別 

・着信登録MSN 

リスト 

・着信登録MSI 

・加入者認証種別 

・加入者認証情報 

リスト*2 

 

・着信登録MSN 

リスト 

・移動機認証情報 

リスト*2 

可 

変 

情 

報 

在圏

網内

情報 

・加入者 LM情報*2

・登録処理中表示 

・登録処理中表示 ・加入者 LM情報*2 

・登録処理中表示 

・PRN 

・位置情報*2 

・移動機 LM情報*2 

・登録処理中表示 

・PAI*1 
 
*1：PDCパケット通信で新たに追加された情報 

*2：既にMAP3版で定義されているが、PDCパケット通信においても使用する情報 
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2.4 局間信号方式 

2.4.1 概要 

 PMAP（Packet Mobile Application Part）と、その伝達をサポートする PTP（PMAP Transfer capability 

application Part）のフォーマット、PMAP メッセージ送受手順、及び PMAP オペレーションエラー、パラ

メータを定義する。 

 

2.4.2 PTP（PMAP Transfer capability application Part） 

2.4.2.1 PTPにおけるサービス概要 

2.4.2.1.1 ルーチング処理 

 PTPでは、エンドノードへのルーチングをサポートする。 

 オペレーションの実行時には、オペレーションのやり取りを行うノードが宛先として設定される。宛先

ノードと直に TPL(Transport layer)コネクションが設定されている（される）場合はそのコネクション上に

メッセージを転送する。直にコネクションが設定されていない（されない）場合は、宛先ノードへ転送可

能なノードとのコネクション上にメッセージを転送する。 

 メッセージの受信時は、自ノード宛であれば、メッセージを取り込み、他ノード宛であれば、宛先ノー

ドへ転送可能なノードとのコネクション上にメッセージを転送する。 

 また、TPL がコネクションレスである場合は、直に宛先ノードを指定してメッセージを転送する。メッ

セージを受信したノードは、自ノード宛であればメッセージを取り込むことが可能である。 

 

2.4.2.1.2 メッセージ処理 

2.4.2.1.2.1 オペレーションとその関連づけ 

 起動したオペレーションと、その応答を識別するために起動 ID が使用される。アプリケーションは、複

数のオペレーションを起動可能であり、最大、起動したオペレーションに対して重複することなく付与で

きる起動 ID数分のオペレーションが起動可能である。 

 

2.4.2.1.2.2 メッセージの種類 

 アプリケーションで実行されるオペレーションには、応答を期待するものと期待しないオペレーション

があり、各オペレーションの種類はクラスという概念を用いて識別される。 

各クラスの種類は以下の通りである。 

 

クラス 1：起動メッセージに対して、オペレーションが成功した場合は結果応答メッセージを、失敗した場

合はエラー応答メッセージが返送される。（図２-６／ＪＪ-７０.２０） 

クラス 2：起動メッセージに対して、オペレーションが失敗した場合のみエラー応答メッセージが返送され

る。（図２-７／ＪＪ-７０.２０ ） 

クラス 3：起動メッセージに対して、オペレーションが成功した場合のみ結果応答メッセージが返送される。

（図２-８／ＪＪ-７０.２０ ） 

クラス 4：起動メッセージに対する応答はない。（図２-９／ＪＪ-７０.２０ ） 

 オペレーションのやり取りを行うためのメッセージの種類としては、以下の 5種類がある。 

1）起動：オペレーションの起動メッセージ 

2）結果応答（最終）：オペレーションの成功を示す最終応答メッセージ 

3）エラー応答：オペレーションの失敗を示す応答メッセージ 

4）拒否：識別不可能なメッセージであったことを示す拒否メッセージ 

5）結果応答（途中）：オペレーションの成功を示す途中の応答メッセージ 
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図２-６／ＪＪ-７０.２０ クラス 1手順 

 

 

 

図２-７／ＪＪ-７０.２０ クラス 2手順 

 

 

 

図２-８／ＪＪ-７０.２０  クラス 3手順 

 
 

 

図２-９／ＪＪ-７０.２０  クラス 4手順 

発 PMAP 発 PTP 着 PTP 着 PMAP 

起動 

エラー応答 

拒否 

発 PMAP 発 PTP 着 PTP 着 PMAP 
起動 

結果応答 

拒否 

発 PMAP 着 PMAP 発 PTP 着 PTP

起動

拒否 

発 PMAP 発 PTP 着 PTP 着 PMAP 

起動

結果応答

エラー応答 

拒否
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 またコネクションが設定されている場合、PTPレイヤでは、ヘルスチェックを行う機能を有する。この

ためのメッセージとして、エコー要求／エコー応答の 2 種類のメッセージがある。（図２-１０／ＪＪ-７０.

２０） 
 

 

図２-１０／ＪＪ-７０.２０ ヘルスチェック手順 

 

 

2.4.2.1.2.3 異常状態の処理 

 PTP では、正しくないメッセージフォーマットの起動メッセージを受信した場合、発側のタイマを停止

することを目的に、拒否メッセージを返送する。（図２-６／ＪＪ-７０.２０参照） 

 ただし、受信した起動メッセージの起動 ID が認識不能であった場合は、拒否メッセージは返送せず、

メッセージ廃棄を行う。 

 発側では、拒否メッセージを受信するとタイマを停止し、拒否メッセージを受信した旨（リモート拒

否）を PMAPに通知する。 

 また、正しくないメッセージフォーマットの結果応答メッセージ、及びエラー応答メッセージを受信し

た場合は、起動 ID が認識可能であれば、タイマの停止を行い、メッセージフォーマット異常の応答メッ

セージを受信した旨（ローカル拒否）を PMAP側に通知する。受信した応答メッセージの起動 IDが認識不

能であった場合は、メッセージ廃棄を行う。 

 

2.4.2.1.3 タイマ管理 

 PTP では、クラス 1のオペレーションの起動が生じた場合に、起動 ID 毎にタイマを設定し応答を待ち受

ける。 

 タイマ設定中に応答（結果応答、エラー応答、拒否）メッセージを受信すると、タイマを停止し、メッ

セージを PMAPへ通知する。 

 応答メッセージを受信できずに、タイマが満了した場合はその旨を PMAPに通知する。 

 

2.4.2.1.4 ヘルスチェック管理 

 PTP では、定期的にエコー要求とエコー応答をやり取りすることによって、PTP レイヤのヘルスチェッ

クを行う。 

 ヘルスチェック管理機能では、エコー要求を送出してから、ある一定時間エコー応答を待ち受けること

によって、リンク断を検出する。 

 

2.4.2.2 PTPメッセージ 

2.4.2.2.1 PTPメッセージの構成 

 図２-１１／ＪＪ-７０.２０に PTP メッセージ構成を示す。PTP メッセージは、ルーティングを行うヘッ

ダ部と入れ子形式の情報要素で構成される。 

発 PMAP 着 PMAP 発 PTP 着 PTP

エコー要求 

エコー応答 
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図２-１１／ＪＪ-７０.２０ PTP ﾒｯｾｰｼﾞ構成 

 

ﾒｯｾｰｼﾞ種別識別子 

ﾒｯｾｰｼﾞ長

起動 ID識別子 

起動 ID長 

起動 ID 

着ノード番号 

発ノード番号 

Version No 呼種別 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ／ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 
／問題ｺｰﾄﾞ 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ／ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 
／問題ｺｰﾄﾞ長 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ／ｴﾗｰｺｰﾄﾞ 
／問題ｺｰﾄﾞ識別子

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ識別子 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ長 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別子 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ長 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 
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2.4.2.2.2 情報要素の構成 

 PTPにおけるメッセージと情報要素の構成を図２-１２／ＪＪ-７０.２０に示す。 

 

情報要素

識別子 (Tag)

内容長 (Length)

内容 (Contents)

PTP メッセージ 情報要素  
 

図２-１２／ＪＪ-７０.２０ PTPにおけるメッセージと情報要素の構成 

 

 

2.4.2.2.2.1 識別子(Tag) 

 全ての識別子は 1オクテット以上の長さで表示され、図２-１３／ＪＪ-７０.２０に示されるように、 

”クラス”、”形式”、”識別子コード”から構成される。 

 

ABCDEFGH

クラス 形式 識別子コード（注）  
 

注）識別子コードは次オクテットに拡張できる。 

 

図２-１３／ＪＪ-７０.２０ 識別子フォーマット 

 

 

（1）クラス 

 クラスは、表２-２／ＪＪ-７０.２０に示されるようにコード化される。 

 

表２-２／ＪＪ-７０.２０ 識別子クラスのコーディング 

 

クラス コーディング(HG) 

ユニバーサル 

アプリケーション汎用 

内容固有 

個別使用 

00 

01 

10 

11 
 

 

（2）形式 

形式は、表２-３／ＪＪ-７０.２０に示すように、その情報要素が”単一”か”入れ子”かを示すために

用いられる。 
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表２-３／ＪＪ-７０.２０ 形式のコーディング 

 

形式 コーディング(F) 

単一 

入れ子 

0 

1 

（3）識別子コード 

 識別子コードは、同一クラスの他の種別からその要素種別を識別するために用いられる。識別子コード

は、第 1 オクテットのビット Aから E を 11111 とコード化することで次オクテットに拡張できる。引き続

き、そのオクテットのビットＨが、拡張表示として用いられ、ビット H が 0 の場合、次のビットへは拡張

しない。 

 
 

 
識別子コード(11111) クラス 形式

拡 張 
識別子 
 1

拡 張  
識別子  
 0 

 ｜                  

 
 

a)  1オクテットフォーマット b)拡張オクテットフォーマット 

 

図２-１４／ＪＪ-７０.２０ 識別子コードのフォーマット 

 

 

2.4.2.2.2.2 内容長 

 内容長は、その情報要素の内容（識別子コード、内容長オクテットは含まない）のオクテット数を表示

するために用いられる。 

 内容長としては、以下の 2つを定義する。 

 

（1）短形式 

 内容が 127 オクテット以下の場合に使用される。短形式において、ビット H は 0 にコード化され、長さ

はビット Aから Gを用いて二進数でコード化される。 

 

（2）長形式 

 内容が 128 オクテット以上の場合に使用される。長形式において、ビット H は 1 にコード化され、第 1

オクテットの Aから Gは、内容長フィールドの長さより 1小さい値が書き込まれる。 

 

クラス 形式 
識別子コード 
(00000-11110) 
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0 内容長MSB LSB

a) 　短形式
 (Short form)

1 内容長フィールド長-1
MSB LSB

MSB

LSB

｜

b)　長形式
 (Long form)

LSB：最下位ビット　MSB：最上位ビット  
 

図２-１５／ＪＪ-７０.２０ 長さフィールドのフォーマット 

 

 

2.4.2.2.2.3 内容 

 内容は情報要素の本体であり、要素が伝えうる情報を含む。 

 

2.4.2.2.3 PTPメッセージ 

 PTP メッセージには、起動、結果応答（最終）、エラー、拒否、エコー要求、エコー応答、結果応答

（途中）の 7種類がある。 

 起動メッセージには、起動 ID（必須）、オペレーションコード（必須）、パラメータ(option)が設定され、

結果応答メッセージには、起動 ID（必須）、オペレーションコード（必須）、パラメータ(option)が、エ

ラー応答メッセージには起動 ID（必須）、エラーコード（必須）、パラメータ（option）が設定される。拒

否メッセージには起動 ID（必須）、問題コード（必須）、パラメータ(option)が設定される。エコー要求、

エコー応答メッセージには特に情報は設定されない。各メッセージのフォーマットを図２-１６／ＪＪ-７０.

２０ a)～g)に示す。 

（固定長の識別子については、フォーマットの右側に明記した。） 
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着ノード番号

発ノード番号

ﾒｯｾｰｼﾞ種別識別子

ﾒｯｾｰｼﾞ長

起動 ID 識別子

起動 ID 長

起動 ID

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ識別子

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ長

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ識別子

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ長

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ情報要素= =

2oct

2oct

1oct

1oct

1oct

1oct

1oct

1oct

1oct

10100001

00000010

00000010

00110000

Version No 呼種別1oct

 
a) 起動ﾒｯｾｰｼﾞﾌｫｰﾏｯﾄ 

 

ﾒｯｾｰｼﾞ種別識別子

ﾒｯｾｰｼﾞ長

起動 ID 識別子

起動 ID 長

起動 ID

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ長

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ識別子

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ長

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ識別子

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ情報要素= =

着ノード番号

発ノード番号

10100010

00000010

00000010

00110000

2oct

2oct

1oct

1oct

1oct

1oct

1oct

1oct

1oct

Version No 呼種別1oct

 
b) 結果応答ﾒｯｾｰｼﾞﾌｫｰﾏｯﾄ（最終） 
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c) ｴﾗｰ応答ﾒｯｾｰｼﾞﾌｫｰﾏｯﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

d) 拒否ﾒｯｾｰｼﾞﾌｫｰﾏｯﾄ 

 

10100011

00000010

00000010

1oct

1oct

1oct

2oct

2oct

1oct

1oct

1oct

1oct

ﾒｯｾｰｼﾞ種別識別子

ﾒｯｾｰｼﾞ長

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ長 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ識別子 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ長

ｴﾗｰｺｰﾄﾞ識別子

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ情報要素= = 

起動 ID識別子

起動 ID長

起動 ID

着ノード番号

発ノード番号 

Version No 呼種別1oct

00110000 

Version No 呼種別 1oct

ﾒｯｾｰｼﾞ種別識別子 

ﾒｯｾｰｼﾞ長 

起動 ID識別子 

起動 ID長 

起動 ID

問題ｺｰﾄﾞ

問題ｺｰﾄﾞ長 

問題ｺｰﾄﾞ識別子 

着ノード番号

発ノード番号

10100100 

00000010 

1oct

1oct

1oct

2oct

2oct

1oct

1oct

1oct

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ識別子 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ長

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ情報要素= =

1oct 00110000 

10000001 
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e) ｴｺｰ要求ﾒｯｾｰｼﾞﾌｫｰﾏｯﾄ 

 

 

 

 

 

 

 

f) ｴｺｰ応答ﾒｯｾｰｼﾞﾌｫｰﾏｯﾄ 

 

ﾒｯｾｰｼﾞ種別識別子

着ノード番号

発ノード番号 

10100101 

2oct 

2oct 

1oct 

Version No 呼種別 1oct 

ﾒｯｾｰｼﾞ種別識別子 

着ノード番号

発ノード番号

10100110 

2oct 

2oct 

1oct 

Version No 呼種別 1oct 
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ﾒｯｾｰｼﾞ種別識別子 
ﾒｯｾｰｼﾞ長 

起動 ID識別子 

起動 ID長 

起動 ID

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ長 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ識別子 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ長 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ識別子

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｾｯﾄ情報要素 = = 

着ノード番号 
発ノード番号

10100111 

00000010 

00000010 

00110000 

2oct

2oct

1oct

1oct

1oct

1oct

1oct

1oct

1oct

Version No 呼種別1oct

 
g) 結果応答（途中） 

 

図２-１６／ＪＪ-７０.２０ PTP ﾒｯｾｰｼﾞﾌｫｰﾏｯﾄ 

 

 

注）パラメータ情報要素の構成 

 
ﾊﾟﾗﾒｰﾀ識別子 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ長

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ  
情報要素

 
 

図２-１７／ＪＪ-７０.２０  パラメータ情報要素構成 

 

 

パラメータが情報要素に含まれない場合であっても、オペレーションコード識別子、オペレーショ

ンコード長、オペレーションコードは省略しない。 

ｾｯﾄ 
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2.4.2.2.3.1 Version No 

 PTPあるいは、PTPを含めた上位レイヤのバージョンを示す 4bitの情報。 

 

2.4.2.2.3.2 呼種別 

呼種別としては、図２-１８／ＪＪ-７０.２０のように”試験表示”から構成される。 

 

 

1 

試験表示 

A BCD

 
 

図２-１８／ＪＪ-７０．２０ 呼種別 

 

 

2.4.2.2.3.2.1 試験表示 

 試験表示は表２-４／ＪＪ-７０. ２０に示されるようにコード化される。 

 

表２-４／ＪＪ-７０．２０ 試験表示のコーディング 

 

試験表示 コーディング(A) 

一般 

試験 

0 

1 

 

 

2.4.2.2.3.3 発／着ノード番号 

 発／着ノードを識別する 2オクテットの番号。PMSCノード番号が設定される。 

 

2.4.2.2.3.4 メッセージ種別識別子 

 メッセージ種別識別子は、そのメッセージの種別を示すもので、表２-５／ＪＪ-７０.２０に示されるよ

うに、クラスは内容固有(10)、形式は入れ子(1)でコード化される。 

 

表２-５／ＪＪ-７０.２０ メッセージ種別識別子 

 

メッセージ種別識別子 コーディング 

起動 

結果応答（最終） 

エラー応答 

拒否 

エコー要求 

エコー応答 

結果応答（途中） 

10100001 

10100010 

10100011 

10100100 

10100101 

10100110 

10100111 
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2.4.2.2.3.5 起動 ID識別子 

 起動 ID識別子は、表２-６／ＪＪ-７０.２０のようにコード化される。 

 

表２-６／ＪＪ-７０.２０ 起動 ID識別子のコーディング 

 

 H  G   F   E   D  C   B   A 

起動 ID識別子 0   0   0   0   0   0   1   0 
 
 

2.4.2.2.3.6 オペレーションコード識別子 

 オペレーションコード識別子は、各オペレーションをローカル／グローバルに分類するために使用され、

表２-７／ＪＪ-７０.２０のようにコード化される。 

 

表２-７／ＪＪ-７０.２０ オペレーションコード識別子のコーディング 

 

 H  G   F   E   D  C   B   A 

ﾛｰｶﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ識別子 0   0   0   0   0   0   1   0 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞ識別子 0   0   0   0   0   1   1   0 

 

 PMAPにおいて、オペレーションコード識別子は、ローカルオペレーション識別子を使用する。 

 

 

2.4.2.2.3.7 パラメータセット識別子 

 パラメータセット識別子は、パラメータの集合がセットであるかシーケンスであるかを識別するために

使用され、表２-８／ＪＪ-７０.２０のようにコード化される。 

 

表２-８／ＪＪ-７０.２０ パラメータセット識別子のコーディング 

 

 H  G   F   E   D  C   B   A 

シーケンス識別子 0   0   1   1   0   0   0   0 

セット識別子 0   0   1   1   0   0   0   1 

 

 PMAP において、パラメータセット識別子はシーケンス識別子を使用する。ただし、パラメータ数が 1

個以下の場合には、パラメータセット識別子は使用しない。 

 

 

2.4.2.2.3.8 エラーコード識別子 

 エラーコード識別子は、各エラーをローカル／グローバルに分類するために使用され、表２-９／ＪＪ-７

０.２０のようにコード化される。 
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表２-９／ＪＪ-７０.２０ エラーコード識別子のコーディング 

 

 H  G   F   E   D  C   B   A 

ﾛｰｶﾙｴﾗｰｺｰﾄﾞ識別子 0   0   0   0   0   0   1   0 

ｸﾞﾛｰﾊﾞﾙｴﾗｰｺｰﾄﾞ識別子 0   0   0   0   0   1   1   0 

 

 PMAPにおいて、エラーコード識別子としては、ローカルエラーコード識別子のみ使用する。 

 

 

2.4.2.2.3.9 問題コード識別子 

 問題コード識別子は、表２-１０／ＪＪ-７０.２０のようにコード化される。 

 

表２-１０／ＪＪ-７０.２０ 問題コード識別子のコーディング 

 

 H  G   F   E   D  C   B   A 

起動問題識別子 1   0   0   0   0   0   0   1 

 

1）問題コード 

 問題コードは、拒否メッセージにおける拒否理由を示すものであり、表２-１１／ＪＪ-７０.２０に示す

ようにコーディングされる。 

 また、問題コードは１オクテット、および２オクテットで定義され、問題コード長によりオクテット数

を識別する。 

表２-１１／ＪＪ-７０.２０ 問題コードのコーディング 

 

問題種別 コーディング 設定要因 

未定義メッセージ 00000000 メッセージ識別子異常 

メッセージ長誤り 00000001 メッセージ長の異常 

宛先誤り 00000010 着ノード番号の異常 

ルーチング不能 00000011 コネクション異常 

 

2.4.3 PMAP手順  

 本項で規定される PMAP 手順のうち、異なる移動通信網間での信号送受内容について本標準の対象とす

る。1つの PDC移動通信網内のノード間での信号送受については、本標準の対象外とする。 

 

2.4.3.1 概要 

 本項では、ローミング移動機からのパケット転送手順、ローミング移動機へのパケット転送手順、ロー

ミング移動機からのパケット通信終了手順、ローミング移動機へのパケット通信終了手順を示す。 

 ローミング移動機からのパケット転送手順とローミング移動機へのパケット転送手順においては、パ

ケット通信登録処理開始時に、回線接続要求／応答信号の送受信を行う場合と行わない場合を規定する。 

 ローミング移動機からのパケット通信終了手順、ローミング移動機へのパケット通信終了手順において

は、回線切断要求／応答信号の送受信を行う場合と行わない場合を規定する。 

 回線接続要求／応答信号を行うかどうか、また回線切断要求／応答信号を行うかどうかは、ネットワー

クとしてのサービス提供種類に依存し、オプションとして扱う。 
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 回線接続要求／応答信号は、パケット転送を行う前にデータの送受信を可能な状態にするために、

VPMSC-NIM 間で送受信される。回線接続要求／応答信号により回線接続が正常に行われたことで、

VPMSC、NIMでは、ユーザプロトコルを起動させデータの送受信を開始する。 

 回線切断要求／応答信号は、VPMSC-MS 間においての無線リンクが切断された場合には、VPMSC から

回線切断要求信号を NIM に対して送信する場合と、NIM から回線切断要求信号を送信する場合がある。通

信不可能になったことをユーザプロトコルに通知するための信号である。 

 

2.4.3.2 ローミング移動機からのパケット転送 

 ローミング移動機からパケットを送信する時、回線接続要求／応答信号を送受信する場合の手順を

2.4.3.2.1に、回線接続要求／応答信号を送受信しない場合の手順を 2.4.3.2.2に示す。 

 

2.4.3.2.1 回線接続要求／応答信号を行う場合 

2.4.3.2.1.1 手順の概要 

 ローミング移動機からのパケット転送シーケンス（回線接続要求／応答信号の送受信を行う場合）を図

２-２３／ＪＪ-７０.２０で示す。ローミング移動機からのパケット転送手順は以下の通りである。 

 

2.4.3.2.1.2 パケット通信開始 

 ローミング移動機からパケットを送信するためにパケット通信を起動する場合、ローミング移動機はパ

ケット通信登録要求を VPMSC に送信する。VPMSC はローミング移動機からパケット通信登録要求を受信

すると、パケット通信登録要求信号に含まれたMSIとMSNから GLR-Tと GLR-Pを特定してパケット通信

登録に必要な情報の読出を行う。VPMSC は GLR-T に対してパケット発信情報読出要求信号を送信する。

パケット発信情報読出要求を受信した GLR-T は、移動機 LM 情報、移動機認証情報、所有者 MSN を発信

情報読出応答信号のパラメータとして VPMSCに送信して、移動機 LM情報を空きから塞がりにする。 

 VPMSC は GLR-T からパケット通信登録応答を受信すると、ローミング移動機からのパケット通信登録

要求に含まれる MSN を用いて決定した GLR-P に対して、パケット発信情報読出要求を送信する。GLR-P

は、VPMSCへ加入者 LM情報、加入者認証情報、発信情報、パケット通信情報、NIDリスト及び所有MSI

をパケット発信情報読出応答のパラメータとして VPMSC に送信して、加入者 LM 情報を空きから塞がり

にする。 

 VPMSC は、GLR-T と GLR-P からの移動機認証情報と加入者認証情報を用いて認証を行う。認証が正常

に行われた後に GLR-T に対して PAIを登録するために、パケット通信登録要求信号を送信する。パケット

通信登録要求信号のパラメータには、MSI を設定する。GLR-T は、パケット通信登録要求を受信すると、

PAIを登録してパケット通信登録応答を VPMSCに送信する。 

 VPMSC は、ユーザが指定する NID 番号をもとに、回線接続要求信号をユーザホーム網の NIM に向けて

送信する。回線接続要求信号のパラメータとして着網番号、着番号、発網番号、発番号を設定する。

VPMSC は MSN からユーザホーム網の網番号を識別して、着網番号にはユーザホーム網の網番号が、着番

号には NIDが、発網番号にはローミング先網の網番号が、発番号には、MSNが設定される。 

 VPMSC は、着網番号からユーザホーム網と接続している GPMSC１を特定して回線接続要求信号を送信

する。GPMSC１は、同様に着網番号からユーザホーム網と接続している GPMSC２を特定して回線接続要

求を送信する。GPMSC２では、着番号に従って回線接続要求信号を加入者の指定する NIM に接続した

GPMSC３に送信する。 
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 回線接続要求信号を受信した GPMSC３は、回線接続要求信号を NIM に送信する。NIM は、通信が可能

な状態であれば GPMSC３へ回線接続応答信号を送信する。NIM からの回線接続応答信号を受信した

GPMSC３は、ローミング先網の VPMSC へ回線接続応答信号を返送する。回線接続応答信号のパラメータ

には、OK/NG を設定する。OK/NG には NIM との通信が可能な状態であれば OK を設定し、通信が可能で

ない状態であれば NG を設定する。回線接続応答信号を受信した VPMSC は、OK/NG パラメータが OK で

あれば、パケット通信登録応答をローミング移動機へ送信する。また、OK/NG パラメータが NG であれば、

パケット通信登録拒否をローミング移動機へ送信する。 

 

2.4.3.2.1.3 ローミング移動機からのパケット転送 

 ローミング移動機はパケット通信登録応答を受信すると、ユーザパケットを VPMSC に送信する。

VPMSC では、パケット転送信号を通信を行う NIM へ送信する。パケット転送信号のパラメータに、着網

番号、着番号、発網番号、発番号、ユーザパケットを設定する。VPMSC は MSN よりユーザホーム網の網

番号を識別して、着網番号にはユーザホーム網の網番号を、着番号には NID を、発網番号にはローミング

先網の網番号を、発番号には MSN を設定する。着網番号からユーザホーム網と接続している GPMSC１を

特定して、GPMSC１を経由してパケット転送信号はユーザホーム網の GPMSC２に転送される。 

 GPMSC2 では、パケット転送信号の着番号よりユーザの通信先 NIM と接続した GPMSC３にパケット転

送信号を送信する。GPMSC３は、転送先 NIMを着番号より判定してユーザパケットを転送する。 

 

2.4.3.2.2 回線接続要求/応答信号を行わない場合 

2.4.3.2.2.1 手順の概要 

 ローミング移動機からのパケット転送シーケンス（回線接続要求/応答信号を行わない場合）を表２-２４

／ＪＪ-７０.２０で示す。ローミング移動機からのパケット転送手順は以下の通りである。 

 

2.4.3.2.2.2 パケット通信開始 

 ローミング移動機からパケットを送信するためにパケット通信を起動する場合、ローミング移動機はパ

ケット通信登録要求を VPMSC に送信する。VPMSC はローミング移動機からパケット通信登録要求を受信

すると、パケット通信登録要求信号に含まれたMSIとMSNから GLR-Tと GLR-Pを特定してパケット通信

登録に必要な情報の読出を行う。VPMSC は GLR-T に対してパケット発信情報読出要求信号を送信する。

パケット発信情報読出要求を受信した GLR-T は、移動機 LM 情報、移動機認証情報、所有者 MSN を発信

情報読出応答信号のパラメータとして VPMSC に送信して、移動機 LM 情報を空き状態から塞がりの状態

にする。 

 VPMSC は GLR-T からパケット通信登録応答を受信すると、ローミング移動機からのパケット通信登録

要求に含まれる MSN を用いて決定した GLR-P に対して、パケット発信情報読出要求を送信する。GLR-P

は、VPMSCへ加入者 LM情報、加入者認証情報、発信情報、パケット通信情報、NIDリスト及び所有MSI

をパケット発信情報読出応答のパラメータとして VPMSC に送信して、加入者 LM 情報を空き状態から塞

がりの状態にする。 

 VPMSC は、GLR-T と GLR-P からの移動機認証情報と加入者認証情報を用いて認証を行う。認証が正常

に行われた後に GLR-T に対して PA を登録するために、パケット通信登録要求信号を送信する。パケット

通信登録要求信号のパラメータに MSI を設定する。GLR-T は、パケット通信登録要求を受信すると、PAI

を登録してパケット通信登録応答を VPMSCに送信する。 

 VPMSC は GLR-T のパケット通信登録応答の受信を契機にローミング移動機に対して、パケット通信登

録応答を送信する。 
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2.4.3.2.2.3 ローミング移動機からのパケット転送 

 ローミング移動機はパケット通信登録応答を受信すると、ユーザパケットを VPMSC に送信する。

VPMSC では、パケット転送信号を通信を行う NIM へ送信する。パケット転送信号のパラメータに、着網

番号、着番号、発網番号、発番号、ユーザパケットを設定する。VPMSC は MSN よりユーザホーム網の網

番号を識別して、着網番号にはユーザホーム網の網番号を、着番号には NID を、発網番号にはローミング

元網の網番号を、発番号には MSN を設定する。着網番号からユーザホーム網と接続している GPMSC１を

特定してパケット転送信号を送信する。GPMSC１を経由してパケット転送信号はユーザホーム網の

GPMSC２に転送される。 

 GPMSC2 では、パケット転送信号の着番号よりユーザの通信先 NIM と接続した GPMSC３にパケット転

送信号を送信する。GPMSC３は、転送先 NIMを着番号より判定してユーザパケットを転送する。 

 

2.4.3.3 ローミング移動機へのパケット転送 

 ローミング移動機へパケットを送信する時、回線接続要求/応答信号を送受信する場合の手順を 2.4.3.3.1

に、送受信しない場合の手順を 2.4.3.3.2に示す。 

 

2.4.3.3.1 回線接続要求/応答信号の送受信を行う場合 

2.4.3.3.1.1 手順の概要 

 ローミング移動機へのパケット転送シーケンス（回線接続要求/応答信号の送受信を行う場合）を図２- 

２５／ＪＪ-７０.２０で示す。ローミング移動機へのパケット転送手順は以下の通りである。 

 

2.4.3.3.1.2 パケット通信開始 

 他データ通信網からのユーザパケットを受信したユーザホーム網の NIM は、ユーザパケットのデータ通

信番号から加入者番号である MSN へ変換を行い、加入者がパケット通信中でないならば、MSN と NID を

付加して通信開始通知信号を GPMSC３へ送信する。 

 GPMSC３は、MSN を用いて加入者データが登録されている HLR-P へパケット着信情報読出要求を送信

する。パケット着信情報読出要求を受信した HLR-P は、着信先加入者がローミング中である場合には、

RON をパケット着信情報読出応答として GPMSC３に返送する。GPMSC３は、パケット着信情報読出応答

信号を受信すると、信号に含まれる RON より着信先の加入者がローミング中であると判定し、ローミング

先網に向けて通信開始通知信号を送信する。通信開始通知信号のパラメータには、着網番号、着番号、発

網番号、発番号を設定する。RON からローミング先網の網番号を特定し、着網番号にはローミング先網の

網番号を、着番号には RON を、発網番号にはユーザホーム網の網番号を、発番号には NID 番号を設定す

る。 

 まず、通信開始通知信号はローミング先網と接続している GPMSC2 に送信され、GPMSC２を経由して

ローミング先網の GPMSC１に転送される。 

 GPMSC１は通信開始通知信号を受信すると、GLR-P および GLR-T からパケット着信情報読出を行う。

GPMSC１は、着番号に設定されている RON を用いて加入者データが登録された GLR-P を決定して GLR-P

に対してパケット着信情報読出要求を行う。 

 GLR-Pは、パケット着信情報読出要求を受信すると、パケット着信情報読出応答を GPMSC１に送信する。

パケット着信情報読出応答のパラメータに、MSN、所有 MSI、加入者 LM 情報、加入者認証情報、パケッ

ト通信情報、着信情報及び NIDリストを設定する。 

 GPMSC１は GLR-P からパケット着信情報読出応答信号を受信すると、信号に含まれている所有 MSI を

用いて、移動機データが登録された GLR-T を決定して、GLR-T に対してパケット着信情報読出要求信号を

送信する。 
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 GLR-T はパケット着信情報読出要求を受信すると、パラメータとして PAI、位置情報、移動機 LM 情報、

移動機認証情報および所有者MSNをパケット着信情報読出応答信号に設定して GPMSC１に送信する。 

 GPMSC１は、GLR-T からのパケット着信情報読出応答を受信すると、信号に含まれた PAI より VPMSC

を判定して、通信開始通知信号を転送する。 

 通信開始通知信号を受信した VPMSC は、位置情報に対応する VMSC に対して一斉呼出指示を送信して

VMSC配下のローミング移動機に対して一斉呼出を行う。 

 一斉呼出によって呼び出されたローミング移動機は、パケット通信による一斉呼出であると判定すると、

パケット通信登録要求を VPMSCに送信する。 

 VPMSC はローミング移動機からパケット通信登録要求を受信すると、パケット通信登録要求信号に含ま

れた MSIと MSN から GLR-T と GLR-P を特定してパケット通信登録に必要な情報の読出を行う。VPMSC

は GLR-T に対してパケット発信情報読出要求信号を送信する。パケット発信情報読出要求を受信した

GLR-T は、移動機 LM 情報、移動機認証情報、所有者 MSN を発信情報読出応答信号のパラメータとして

VPMSCに送信して、移動機 LM情報を空きから塞がりにする。 

 VPMSC は GLR-T からパケット通信登録応答を受信すると、ローミング移動機からのパケット通信登録

要求に含まれる MSN を用いて決定した GLR-P に対して、パケット発信情報読出要求を送信する。GLR-P

は、VPMSCへ加入者 LM情報、発信情報、加入者認証情報、パケット通信情報、NIDリスト及び所有MSI

をパケット発信情報読出応答のパラメータとして VPMSC に送信して、加入者 LM 情報を空きから塞がり

にする。 

 VPMSC は、GLR-T と GLR-P からの移動機認証情報と加入者認証情報を用いて認証を行う。認証が正常

に行われた後に GLR-T に対して PAIを登録するために、パケット通信登録要求信号を送信する。パケット

通信登録要求信号のパラメータに MSI を設定する。GLR-T は、パケット通信登録要求を受信すると、PAI

を登録してパケット通信登録応答を VPMSCに送信する。 

 VPMSC は、回線接続要求信号をユーザホーム網のユーザが指定する NID 番号が示す NIM に向けて送信

する。回線接続要求信号のパラメータには、着網番号、着番号、発網番号、発番号を設定する。着網番号

にはユーザホーム網の網番号を、着番号には NID 番号を、発網番号にはローミング先網の網番号を、発番

号には RON を設定する。回線接続要求信号は GPMSC1 に送信され、ユーザホーム網の GPMSC2 を経由し

て GPMSC3 に転送される。GPMSC3 は、MSN と NID を付加して回線接続要求信号を NIM へ送信する。

NIM は回線接続処理を実施して回線接続応答信号を VPMSC に返送する。回線接続応答信号のパラメータ

には、OK/NGを設定する。OK/NGには回線接続処理が正常に行われたならば OKが、回線接続処理が正常

に行われないならば NGが設定される。 

 VPMSC は、回線接続応答信号を受信すると、ローミング移動機に対してパケット通信登録応答を送信す

る。パケット通信登録処理及び回線接続処理が正常に行われないならば、パケット通信登録拒否を送信す

る。 

 

2.4.3.3.1.3 NIMからのパケット転送 

 ユーザホーム網の NIM は、回線接続処理が正常に行われた場合、ローミング先網の VPMSC に対して回

線接続応答信号を送信した後に着信先の MSNと NID 番号を付加してユーザパケットを GPMSC３に転送す

る。 

 GPMSC３は、MSN を用いて加入者データが登録されている HLR-P へパケット着信情報読出要求を送信

する。パケット着信情報読出要求を受信した HLR-P は、着信先加入者がローミング中である場合には、

RONをパケット着信情報読出応答として GPMSC３に返送する。 

 GPMSC３は、パケット着信情報読出応答信号を受信すると、信号に含まれる RON より着信先加入者が

ローミング中であると判定し、ローミング先網の GPMSC に向けてパケット転送信号を送信する。パケッ
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ト転送信号のパラメータには、着網番号、着番号、発網番号、発番号、ユーザパケットを設定する。RON

からローミング先網の網番号を特定し、着網番号にはローミング先網の網番号を、着番号には RON を、発

網番号にはユーザホーム網の網番号を、発番号には NID番号を設定する。 

 まず、パケット転送信号はローミング先網と接続している GPMSC２に送信され、GPMSC２を経由して

ローミング先網の GPMSC１に転送される。 

 GPMSC１はパケット転送信号を受信すると、GLR-P および GLR-T からパケット着信情報読出を行う。

GPMSC１は、着番号に設定されている RON を用いて加入者データが登録された GLR-P を決定して GLR-P

に対してパケット着信情報読出要求を行う。 

 GLR-Pは、パケット着信情報読出要求を受信すると、パケット着信情報読出応答を GPMSC１に送信する。

パケット着信情報読出応答のパラメータに、MSN、所有 MSI、加入者 LM 情報、加入者認証情報、パケッ

ト通信情報、着信情報及び NIDリストを設定する。 

 GPMSC１は GLR-P からパケット着信情報読出応答信号を受信すると、信号に含まれている所有 MSI を

用いて、移動機データが登録された GLR-T を決定して、GLR-T に対してパケット着信情報読出要求信号を

送信する。 

 GLR-T はパケット着信情報読出要求を受信すると、パラメータとして PAI、位置情報、移動機 LM 情報、

移動機認証情報および所有者MSNをパケット着信情報読出応答信号に設定して GPMSC１に送信する。 

 GPMSC１は、GLR-T からのパケット着信情報読出応答を受信すると、信号に含まれた PAI より VPMSC

を判定して、パケット転送信号を転送する。パケット転送信号のパラメータは、着網番号、着番号、発網

番号、発番号、ユーザパケットである。着網番号にはローミング先網の網番号を、着番号には MSN を、発

網番号にはユーザホーム網の網番号を、発番号には NID番号を設定する。 

 パケット転送信号を受信した VPMSC は、着信先のローミング移動機に対してユーザパケットを送信す

る。 

 

2.4.3.3.2 回線接続要求/応答信号を行わない場合 

2.4.3.3.2.1 手順の概要 

 ローミング移動機へのパケット転送シーケンス（回線接続要求/応答信号を行わない場合）を図２-２６／

ＪＪ-７０.２０で示す。ローミング移動機へのパケット転送手順は以下の通りである。 

 

2.4.3.3.2.2 パケット通信開始 

 他データ通信網からのユーザパケットを受信したユーザホーム網の NIM は、ユーザパケットのデータ通

信番号から加入者番号である MSN へ変換を行い、MSN と NID 番号を付加してユーザパケットを GPMSC

３へ送信する。 

 GPMSC３は、MSN を用いて加入者データが登録されている HLR-P へパケット着信情報読出要求を送信

する。パケット着信情報読出要求を受信した HLR-P は、着信先加入者がローミング中である場合には、

RON をパケット着信情報読出応答として GPMSC３に返送する。GPMSC３は、パケット着信情報読出応答

信号を受信すると、信号に含まれる RON より着信先の加入者がローミング中であると判定すると、ローミ

ング先網の GPMSC に向けてパケット転送信号を送信する。パケット転送信号のパラメータには、着網番

号、着番号、発網番号、発番号、ユーザパケットを設定する。RON からローミング先網の網番号を特定し、

着網番号にはローミング先網の網番号を、着番号には RON を、発網番号にはユーザホーム網の網番号を、

発番号には NID番号を、ユーザパケットには、ユーザからのパケットを設定する。 

 まず、パケット転送信号はローミング先網と接続している GPMSC２に送信され、GPMSC２を経由して

ローミング先網の GPMSC１に転送される。 

 GPMSC１はパケット転送信号を受信すると、GLR-P および GLR-T からパケット着信情報読出を行う。
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GPMSC１は、着番号に設定されている RON を用いて加入者データが登録された GLR-P を決定して GLR-P

に対してパケット着信情報読出要求を行う。 

 GLR-Pは、パケット着信情報読出要求を受信すると、パケット着信情報読出応答を GPMSC１に送信する。

パケット着信情報読出応答のパラメータに、MSN、所有 MSI、加入者 LM 情報、加入者認証情報、着信情

報、パケット通信情報及び NIDリストを設定する。 

 GPMSC１は GLR-P からパケット着信情報読出応答信号を受信すると、信号に含まれている所有 MSI を

用いて、移動機データが登録された GLR-T を決定して、GLR-T に対してパケット着信情報読出要求信号を

送信する。 

 GLR-T はパケット着信情報読出要求を受信すると、パラメータとして PAI、位置情報、移動機 LM 情報、

移動機認証情報および所有者MSNをパケット着信情報読出応答信号に設定して GPMSC１に送信する。 

 GPMSC１は、GLR-T からのパケット着信情報読出応答を受信すると、信号に含まれた PAI より VPMSC

を判定して、パケット転送信号を転送する。パケット転送信号のパラメータは、着網番号、着番号、発網

番号、発番号、ユーザパケットである。着網番号にはローミング先網の網番号を、着番号には MSN を、発

網番号にはユーザホーム網の網番号を、発番号には NID番号を設定する。 

 パケット転送信号を受信した VPMSC は、着信先のローミング移動機がパケット通信中でなければ、位

置情報に含まれた VMSCに対して一斉呼出指示を送信して VMSC配下のローミング移動機に対して一斉呼

出を行う。 

 一斉呼出によって呼び出されたローミング移動機は、パケット通信による一斉呼出であると判定すると、

パケット通信登録要求を VPMSCに送信する。 

 VPMSC はローミング移動機からパケット通信登録要求を受信すると、パケット通信登録要求信号に含ま

れた MSIと MSN から GLR-T と GLR-P を特定してパケット通信登録に必要な情報の読出を行う。VPMSC

は GLR-T に対してパケット発信情報読出要求信号を送信する。パケット発信情報読出要求を受信した

GLR-T は、移動機 LM 情報、移動機認証情報、所有者 MSN を発信情報読出応答信号のパラメータとして

VPMSCに送信して、移動機 LM情報を空きから塞がりにする。 

 VPMSC は GLR-T からパケット通信登録応答を受信すると、ローミング移動機からのパケット通信登録

要求に含まれる MSN を用いて決定した GLR-P に対して、パケット発信情報読出要求を送信する。GLR-P

は、MSN に対応する加入者データが登録されていれば、VPMSC へ加入者 LM 情報、加入者認証情報、発

信情報、パケット通信情報、NID リスト及び所有 MSI をパケット発信情報読出応答のパラメータとして

VPMSCに送信して、加入者 LM情報を空きから塞がりにする。 

 GLR-T と GLR-P からの移動機認証情報と加入者認証情報を用いて認証を行う。認証が正常に行われた後

に GLR-T に対して PAIを登録するために、パケット通信登録要求信号を送信する。パケット通信登録要求

信号のパラメータに MSI を設定する。GLR-T は、パケット通信登録要求を受信すると、PAI を登録してパ

ケット通信登録応答を VPMSCに送信する。 

 VPMSC は、パケット通信登録処理が正常に行われたならば、ローミング移動機に対してパケット通信登

録応答を送信する。パケット通信登録処理が正常に行われないならば、パケット通信登録拒否を送信する。

パケット通信登録応答を送信した VPMSCは、ローミング移動機へユーザパケットを転送する。 

 

2.4.3.3.2.3 NIMからのパケット転送 

 他データ通信網からのユーザパケットを受信したユーザホーム網の NIM は、ユーザパケットのデータ通

信番号から加入者番号である MSN へ変換を行い、MSN と NID 番号を付加してユーザパケットを GPMSC

３へ送信する。 

 GPMSC３は、MSN を用いて加入者データが登録されている HLR-P へパケット着信情報読出要求を送信

する。パケット着信情報読出要求を受信した HLR-P は、着信先加入者がローミング中である場合には、
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RON をパケット着信情報読出応答として GPMSC３に返送する。GPMSC３は、パケット着信情報読出応答

信号を受信すると、信号に含まれる RON より着信先加入者がローミング中であると判定すると、ローミン

グ先網の GPMSC に向けてパケット転送信号を送信する。パケット転送信号のパラメータには、着網番号、

着番号、発網番号、発番号を設定、ユーザパケットする。RON からローミング先網の網番号を特定し、着

網番号にはローミング先網の網番号を、着番号には RON を、発網番号にはユーザホーム網の網番号を、発

番号には NID番号を、ユーザパケットには、ユーザパケットを設定する。 

 まず、パケット転送信号はローミング先網と接続している GPMSC２に送信される。GPMSC２を経由し

てローミング先網の GPMSC１に転送される。 

 GPMSC１はパケット転送信号を受信すると、GLR-P および GLR-T からパケット着信情報読出を行う。

GPMSC１は、着番号に設定されている RON を用いて加入者データが登録された GLR-P を決定して GLR-P

に対してパケット着信情報読出要求を行う。 

 GLR-Pは、パケット着信情報読出要求を受信すると、パケット着信情報読出応答を GPMSC１に送信する。

パケット着信情報読出応答のパラメータに、MSN、所有 MSI、加入者 LM 情報、加入者認証情報、パケッ

ト通信情報、着信情報及び NIDリストを設定する。 

 GPMSC１は GLR-P からパケット着信情報読出応答信号を受信すると、信号に含まれている所有 MSI を

用いて、移動機データが登録された GLR-T を決定して、GLR-T に対してパケット着信情報読出要求信号を

送信する。 

 GLR-T はパケット着信情報読出要求を受信すると、パラメータとして PAI、位置情報、移動機 LM 情報、

移動機認証情報および所有者MSNをパケット着信情報読出応答信号に設定して GPMSC１に送信する。 

 GPMSC１は、GLR-T からのパケット着信情報読出応答を受信すると、信号に含まれた PAI より VPMSC

を判定して、パケット転送信号を転送する。パケット転送信号のパラメータは、着網番号、着番号、発網

番号、発番号、ユーザパケットである。着網番号にはローミング先網の網番号を、着番号には MSN を、発

網番号にはユーザホーム網の網番号を、発番号には NID番号を設定する。 

 パケット転送信号を受信した VPMSC は、着信先のローミング移動機がパケット通信中であれば、ロー

ミング移動機へユーザパケットを転送する。 

 

2.4.3.4 ローミング移動機からのパケット通信終了手順 

 ローミング移動機からのパケット通信終了時に、回線切断要求/応答信号を送受信を行う場合の手順を

2.4.3.4.1に、送受信を行わない場合の手順を 2.4.3.4.2に示す。 

 

2.4.3.4.1 回線切断要求/応答信号を送受信を行う場合 

2.4.3.4.1.1 手順の概要 

 ローミング移動機からのパケット通信終了シーケンス（回線切断要求/応答信号の送受信を行う場合）を

図２-２７／ＪＪ-７０.２０に示す。ローミング移動機からのパケット通信終了手順については以下の通り

である。 

 

2.4.3.4.1.2 パケット通信終了手順 

 VPMSC は、ローミング移動機からのパケット通信登録解除信号を契機にパケット通信登録解除処理を行

う。VPMSCは、パケット通信登録解除要求を GLR-Tと GLR-Pに送信する。GLR-Tでは、移動機 LM情報

を空きにして、GLR-Pでも、加入者 LM情報を空きにして、それぞれパケット通信登録解除応答を GPMSC

に送信する。 

 VPMSC は、パケット通信登録解除応答を受信すると回線切断要求信号をユーザホーム網の NIM に送信

する。回線切断要求信号のパラメータには、着網番号、着番号、発網番号、発番号であり、着網番号には
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ユーザホーム網の網番号を、着番号には NID を、発網番号にはローミング先網の網番号を、発番号には

MSNを設定する。 

 回線切断要求信号を受信した NIM は、回線切断応答信号をローミング先網の VPMSC に送信する。回線

切断応答信号のパラメータには、OK/NG が設定する。回線切断が正常に行われたならば OK を、回線切断

が正常に行われなければ NGを設定する。 

 VPMSCは、NIMからの回線切断応答信号の受信を契機にパケット通信登録解除処理を終了する。 

 

2.4.3.4.2 回線切断要求/応答信号の送受信を行わない場合 

2.4.3.4.2.1 手順の概要 

 ローミング移動機からのパケット通信終了シーケンス（回線切断要求/応答信号を行わない場合）を図２-

２８／ＪＪ-７０.２０に示す。ローミング移動機からのパケット通信終了手順については以下の通りである。 

 

2.4.3.4.2.2 パケット通信終了手順 

 VPMSC は、ローミング移動機からのパケット通信登録解除信号を契機にパケット通信登録解除処理を行

う。VPMSCは、パケット通信登録解除要求を GLR-Tと GLR-Pに送信する。GLR-Tでは、移動機 LM情報

を空きにして、GLR-Pでも、加入者 LM情報を空きにして、それぞれパケット通信登録解除応答を GPMSC

に送信する。 

 VPMSCでは、パケット通信登録解除応答の受信を契機に VPMSCのパケット通信登録解除を行う。 

 

2.4.3.5 ローミング移動機へのパケット通信終了手順 

2.4.3.5.1 NIMからのパケット通信終了手順 

2.4.3.5.1.1 手順の概要 

 ローミング移動機へのパケット通信終了手順として、NIM からのパケット通信終了手順を図２-２９／Ｊ

Ｊ-７０.２０に示す。この手順を行えるのは、回線切断要求/応答信号の送受信を行う場合のみである。NIM

からのパケット通信終了手順は以下のとおりである。 

 

2.4.3.5.1.2 NIMからのパケット通信終了手順 

 NIM からパケット通信切断要求が発生した場合に、この手順が行われる。NIM は、MSN と NID 番号を

付加した回線切断要求信号を VPMSCに送信する。NIMからパケット通信切断要求を受信した GPMSC３は、

MSNを用いて加入者データが登録されている HLR-Pへパケット着信情報読出要求を送信する。パケット着

信情報読出要求を受信した HLR-Pは、着信先加入者がローミング中である場合には、RONをパケット着信

情報読出応答として GPMSC３に返送する。GPMSC３は、パケット着信情報読出応答信号を受信すると、

信号に含まれる RON より着信先加入者がローミング中であると判定すると、ローミング先網の GPMSC に

向けて回線切断要求信号を送信する。回線切断要求信号のパラメータには、着網番号、着番号、発網番号、

発番号を設定する。RON からローミング先網の網番号を特定し、着網番号にはローミング先網の網番号を、

着番号には RONを、発網番号にはユーザホーム網の網番号を、発番号には NID番号を設定する。 

 まず、回線切断要求信号はローミング先網と接続している GPMSC２に送信される。GPMSC２を経由し

てローミング先網の GPMSC１に転送される。 

 GPMSC１は回線切断要求信号を受信すると、GLR-P および GLR-T からパケット着信情報読出を行う。

GPMSC１は、着番号に設定されている RON を用いて加入者データが登録された GLR-P を決定して GLR-P

に対してパケット着信情報読出要求を行う。 

 GLR-Pは、パケット着信情報読出要求を受信すると、パケット着信情報読出応答を GPMSC１に送信する。

パケット着信情報読出応答のパラメータに、MSN、所有 MSI、加入者 LM 情報、加入者認証情報、パケッ
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ト通信情報、着信情報及び NIDリストを設定する。 

 GPMSC１は GLR-P からパケット着信情報読出応答信号を受信すると、信号に含まれている所有 MSI を

用いて、移動機データが登録された GLR-T を決定して、GLR-T に対してパケット着信情報読出要求信号を

送信する。 

 GLR-T はパケット着信情報読出要求を受信すると、パラメータとして PAI、位置情報、移動機 LM 情報、

移動機認証情報および所有者MSNをパケット着信情報読出応答信号に設定して GPMSC１に送信する。 

 GPMSC１は、GLR-T からのパケット着信情報読出応答を受信すると、信号に含まれた PAI より VPMSC

を判定して、回線切断要求信号を転送する。回線切断要求信号のパラメータは、着網番号、着番号、発網

番号、発番号であり、着網番号にはローミング先網の網番号、着番号には MSN、発網番号にはユーザホー

ム網の網番号、発番号には NID番号を設定する。 

 回線切断要求信号を受信した VPMSC は、着信先のローミング移動機がパケット通信中であれば、ロー

ミング移動機へパケット通信切断通知信号を送信する。 

 VPMSC は、ローミング移動機からのパケット通信登録解除信号を契機にパケット通信登録解除処理を行

う。VPMSCは、パケット通信登録解除要求を GLR-Tと GLR-Pに送信する。GLR-Tでは、移動機 LM情報

を空きにして、GLR-Pでも、加入者 LM情報を空きにして、それぞれパケット通信登録解除応答を GPMSC

に送信する。 

 VPMSC は、パケット通信登録解除応答を受信すると回線切断応答信号をユーザホーム網の NIM に送信

する。回線切断応答信号のパラメータには、OK/NG を設定する。ローミング移動機とのパケット通信登録

解除が正常に行われたのならば OKを設定して、正常に行われなければ NGを設定する。 

 VPMSCは、NIMへの回線切断応答信号の送信後に、パケット通信登録解除処理を終了する。 

 

2.4.4 オペレーション詳細 

2.4.4.1 オペレーション一覧 

 表２-１２／ＪＪ-７０.２０に標準オペレーション一覧を示す。 

 

表２-１２／ＪＪ-７０.２０ 標準オペレーション一覧（1/1） 

 

オペレーション名 
オペレーショ

ンコード 
メッセージ名 

メッセー

ジ種別 
送出元→送出先 

GPMSC→PMSC 
回線接続要求 起動 

PMSC→GPMSC 

PMSC→GPMSC 
回線接続 00000001 

回線接続応答 結果応答 
GPMSC→PMSC 

回線切断要求 起動 PMSC→GPMSC 
回線切断 00000010 

回線切断応答 結果応答 GPMSC→PMSC 

通信開始通知 00000011 通信開始通知要求 起動 GPMSC→PMSC 

PMSC→GPMSC 

GPMSC→PMSC パケット転送 00100000 パケット転送 起動 

GPMSC→GPMSC 

 



 

 - 45 - ＪＪ－７０．２０ 

2.4.4.2 アプリケーションエラー一覧 

 表２-１３／ＪＪ-７０.２０に事業者間共通のアプリケーションエラー一覧を示す。 

 また、エラーコードは１オクテット、および２オクテットで定義され、エラーコード長によりオクテッ

ト数を識別する。 

表２-１３／ＪＪ-７０.２０ アプリケーションエラー一覧（標準） 

 

エラー名 メッセージ種別 エラーコード 

イリーガル エラー応答 00000001 

ｵﾍﾟﾚｰｼｮﾝｺｰﾄﾞｴﾗｰ エラー応答 00000010 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｺｰﾄﾞｴﾗｰ エラー応答 00000011 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀｴﾗｰ エラー応答 00000100 

ﾊﾟﾗﾒｰﾀ不足ｴﾗｰ エラー応答 00000101 

 

 

2.4.4.3 パラメータ一覧 

 表２-１４／ＪＪ-７０.２０に標準パラメータ一覧を示す。 

 

表２-１４／ＪＪ-７０.２０ 標準パラメータ一覧(1/1) 

 

 パラメータ名 パラメータ長（ｵｸﾃｯﾄ数） タグ 

１ 着網番号 2 10000001 

２ 着番号 可変長（最大 7oct） 10000010 

３ 発網番号 2 10000011 

４ 発番号 可変長（最大 7oct） 10000101 

５ ユーザパケット 可変長 10000101 

６ OK/NG 1 10000110 

 

2.4.4.4 オペレーションの定義 (Operation definitions) 

 各々のオペレーションコードについて、以下を規定する。 

オペレーション名 

オペレーションコード 

オペレーションクラス 

起動時に受け渡されるパラメータ 

成功結果で返されるパラメータ 

リンクされるオペレーション 

失敗結果で報告されるエラー 

 

（注 1）パラメータに対する「必須」表示は、そのパラメータなしではメッセージが処理されないことを示

す。「オプション」表示は、そのパラメータが全ての場合に必要とされるわけではないことを示す。

起動メッセージ中で必須パラメータが存在しない場合、あるいは、処理上必要とされるパラメータ

が存在しない場合、パラメータ不足エラーが返される。 

（注 2）パラメータの送出順序はパラメータコードの若い順番とする。 

（注 3）オペレーションのタイムアウト値については、相互接続時に移動通信網間で協議して決定すること

とし、本仕様書では規定しない。 
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オペレーションコードのビットマッピングは、基本的には以下の法則に従う。 

 
 H G F E D C B A   

MSB          １  

          ・  

         LSB ｎ  

 

注）LSB・・・最下位オクテットの最下位ビット 
MSB・・・最上位オクテットの最上位ビット 

 

図２-２６／ＪＪ-７０.２０  オペレーションコードのフォーマット 

(Format of operation code) 
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表２-１５／ＪＪ-７０.２０ 回線接続 
 

回線接続 timer= code=00000001 class=1 

起動時に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 

・着網番号 

・着番号 

・発網番号 

・発番号 

 必須 

必須 

必須 

必須 

 

応答結果に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 

・OK/NG  必須  

リンクするオペレーション 

・なし 

   

エラー   参考 

・イリーガル 

・オペレーションコードエラー 

・パラメータコードエラー 

・パラメータエラー 

・パラメータ不足エラー 

   

 

表２-１６／ＪＪ-７０.２０ 回線切断 
 

回線切断 timer= code=00000010 class=1 

起動時に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 

・着網番号 

・着番号 

・発網番号 

・発番号 

 必須 

必須 

必須 

必須 

 

応答結果に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 

・なし  －  

リンクするオペレーション 

・なし 

   

エラー   参考 

・イリーガル 

・オペレーションコードエラー 

・パラメータコードエラー 

・パラメータエラー 

・パラメータ不足エラー 
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表２-１７／ＪＪ-７０.２０  パケット転送 
 

パケット転送 timer= code=00100000 class=4 

起動時に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 

・着網番号 

・着番号 

・発網番号 

・発番号 

・ユーザパケット 

 必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

 

リンクするオペレーション 

・なし 

   

エラー   参考 

・なし    

 

表２-１８／ＪＪ-７０.２０  通信開始通知 
 

通信開始通知 timer= code=00000011 class=4 

起動時に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 

・着網番号 

・着番号 

・発網番号 

・発番号 

 必須 

必須 

必須 

必須 

 

リンクするオペレーション 

・なし 

   

エラー   参考 

・なし    
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オペレーションコードの割り当ては以下の通りである。 

オペレーションコードは１オクテット、および２オクテットで定義され、オペレーションコード長によ

りオクテット数を識別する。 

 

オペレーションコード長が 1 オクテットの場合の、オペレーションコードの割り当てを表２-１８／ＪＪ-

７０.２０に示す。1 オクテットのオペレーションコードは、本仕様書の規定の範囲であるオペレーション

に対して使用される。 
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表２－１８／ＪＪ－７０．２０ PMAPオペレーションコード付与表（1oct） 

 

 
下位 

上位 0000 0001 0010 0011 0100 0101 0110 0111 1000 1001 1010 1011 1100 1101 1110 

0000 
 
 

回線接続 回線切断 
通信開

始通知 
           

基本呼設定 

0001 
 
 

              

0010 
ﾊﾟｹｯﾄ 
転送 

 

 
             

転送・呼出 

0011 
 
 

              

0100 
 
 

              
 

0101 
 
 

              

0110 
 
 

              
 

0111 
 
 

              

1000 
 
 

              
 

1001 
 
 

              

1010 
 
 

              
 

1011 
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2.4.4.5 アプリケーションエラー定義(Application error definitions) 

1)イリーガルエラー 

 このエラーは、何らかの理由でオペレーションが実行できない場合に返送される。 

 

表２-２０／ＪＪ-７０.２０ 

 

イリーガルエラー Code=00000001 

応答結果に含まれるパラメータ オプション／必須 参照 

なし   

 

 

2)オペレーションコードエラー 

 このエラーは、該当するオペレーションコードが認識できなかった場合に返送される。 

 

表２-２１／ＪＪ-７０.２０ 

 

オペレーションコードエラー Code=00000010 

応答結果に含まれるパラメータ オプション／必須 参照 

なし   

 

 

3)パラメータコードエラー 

このエラーは、該当するパラメータコードが認識できなかった場合に返送される。 

 

表２-２２／ＪＪ-７０.２０ 

 

パラメータコードエラー Code=00000011 

応答結果に含まれるパラメータ オプション／必須 参照 

なし   

 

 

4)パラメータエラー 

このエラーは、情報要素の内容が定義されていない値であった場合に返送される。 

 

表２-２３／ＪＪ-７０.２０ 

 

パラメータエラー Code=00000100 

応答結果に含まれるパラメータ オプション／必須 参照 

なし   
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5)パラメータ不足エラー 

 このエラーは、本来設定されるべきのパラメータ数が不足していた場合に返送される。 

 

表２-２４／ＪＪ-７０.２０ 

 

パラメータ不足エラー Code=00000100 

応答結果に含まれるパラメータ オプション／必須 参照 

なし   

 

 

2.4.4.6 パラメータ定義 

1) 着網番号〔タグ=10000001〕 

着網番号は宛先の網を識別する番号を示す。本パラメータは 2オクテットである。 

 

1

2

8 7 6 5 4 3 2 1
第 1 アドレス情報 第 2アドレス情報

第 3アドレス情報 第 4アドレス情報
 

 

図２-１９／ＪＪ-７０.２０ 

 

 a）アドレス情報 

0000：フィラー 

0001：ディジット 1 

0010：ディジット 2 

0011：ディジット 3 

0100：ディジット 4 

0101：ディジット 5 

0110：ディジット 6 

0111：ディジット 7 

1000：ディジット 8 

1001：ディジット 9 

1010：ディジット 0 

1011：コード 11 

1100：コード 12 

1101：コード 13 

1110：コード 14 

1111：予備 
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2) 着番号〔タグ=10000010〕 

宛先を表す番号で、MSNと NID、RONが設定される。本パラメータは可変長である。 

 

 8 7 6 5 4 3 2 1 

1 

2 

n 

番号種別 

第 1アドレス情報 第 2アドレス情報 

第 Nアドレス情報 フィラー（必要な場合）

・ 
・ 
・ 

・ 
・ 
・

 
 

図２-２０／ＪＪ-７０.２０ 

 

a）番号種別 

00000000：予備 

00000001：MSN 

00000010：NID 

00000011：RON 

00000100： 

・ ：予備 

11111111： 

e）アドレス情報 

0000：フィラー 

0001：ディジット 1 

0010：ディジット 2 

0011：ディジット 3 

0100：ディジット 4 

0101：ディジット 5 

0110：ディジット 6 

0111：ディジット 7 

1000：ディジット 8 

1001：ディジット 9 

1010：ディジット 0 

1011：コード 11 

1100：コード 12 

1101：コード 13 

1110：コード 14 

1111：予備 

 最上位桁のアドレス情報が最初に送られる。その後、アドレス情報が連続した 4 ビット

フィールドで送られる。 

f）フィラー 

 アドレス情報の桁数が奇数の場合、フィラーコード"0000"が最後のアドレス情報後に挿

入される。 
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3) 発網番号〔タグ=10000011〕 

 発網番号は送信元の網を識別する番号を示す。本パラメータのコーディングについては、着網番号〔タ

グ=10000001〕と同様である。 

 

4) 発番号〔タグ=10000100〕 

 送信元を表す番号で、MSN と NID が設定される。本パラメータのコーディングは着番号〔タグ

=10000011〕と同様である。 

 

5) ユーザパケット〔タグ=1000101〕 

ユーザパケットパラメータは、ユーザからのデータを示す。本パラメータは可変長である。 
 

 8 7 6 5 4 3 2 1 

1 

ユーザパケット 
・ 
・ 
ｎ  

 

図２-２１／ＪＪ-７０.２０ 

 

 

6) OK/NG〔タグ=10000110〕 

OK/NGパラメータは、要求された命令に対する処理結果を示す。本パラメータは 1オクテットである。 

 

8 7 6 5 4 3 2 1

1OK/NG  
 

図２-２２／ＪＪ-７０.２０ 

 

a）OK/NG 

00：NG 

01：OK 

10：REJECT 

11：予備 

 

2.5 シーケンス 

2.5.1 ローミング移動機からのパケット転送 

 図２-２３／ＪＪ-７０.２０  ローミング移動機からのパケット転送シーケンス 

(回線接続要求/応答信号の送受信を行う場合) 

 図２-２４／ＪＪ-７０.２０  ローミング移動機からのパケット転送シーケンス 

 (回線接続要求/応答信号の送受信を行わない場合) 
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2.5.2 ローミング移動機へのパケット転送 

 図２-２５／ＪＪ-７０.２０  ローミング移動機へのパケット転送シーケンス 

(回線接続要求/応答信号の送受信を行う場合) 

 図２-２６／ＪＪ-７０.２０  ローミング移動機へのパケット転送シーケンス 

(回線接続要求/応答信号の送受信を行わない場合)  

 

2.5.3 ローミング移動機からのパケット通信切断 

 図２-２７／ＪＪ-７０.２０  パケット通信終了シーケンス 

(回線接続要求/応答信号の送受信を行う場合)  

 図２-２８／ＪＪ-７０.２０  パケット通信終了シーケンス 

(回線接続要求/応答信号の送受信を行わない場合)  

 

2.5.4 ローミング移動機へのパケット通信切断 

 図２-２９／ＪＪ-７０.２０  NIMからのパケット通信終了シーケンス 

(回線接続要求/応答信号の送受信を行う場合のみ) 
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図２－２３／ＪＪ－７０．２０ ローミング移動機からのパケット転送シーケンス 

（回線接続要求／応答信号の送受信を行う場合）

ローミンローミンローミンローミング先網グ先網グ先網グ先網 ユーザホーム網ユーザホーム網ユーザホーム網ユーザホーム網 

MS 他データ通信網VPMSC GLR－T GLR-P GPMSC １ GPMSC ２ GPMSC 3 NIM 

認証 OK 

パケット通信登録要求

パケット認証要求 

パケット認証応答 

パケット通信登録応答 

パケット転送 
パケット転送（着網番号,着番号,発網番号,発番号,
ユーザデータ） 

パケット発信情報読出要求 
(MSI) 

パケット発信情報読出応答 
(移動機 LM情報,移動機認証情報,所有者 MSN)

パケット発信情報読出要求(MSN) 

パケット発信情報読出応答 
(加入者 LM 情報,加入者認証情報,発信情報,
パケット発信情報,NIDリスト所有 MSI) 

パケット通信登録要求 
(MSI) 

パケット通信登録応答

回線接続要求信号（着網番号,着番号,発網番号,発番号） 

回線接続応答信号（OK／NG） 

回線接続要求信号（着網番号 ,着番号 ,
発網番号,発番号） 

回線接続応答信号（OK／NG）

回線接続要求信号 

回線接続応答信号 

パケット転送（着網番号,着番号,
発網番号,発番号,ユーザデータ）

ユーザデータ ユーザデータ 

パケット転送（着網番号,着番号,
発網番号,発番号,ユーザデータ） 



 

 - 57 - ＪＪ－７０．２０ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図２－２４／ＪＪ－７０．２０ ローミング移動機からのパケット転送シーケンス 

（回線接続要求／応答信号の送受信を行わない場合）

ローミング先網ローミング先網ローミング先網ローミング先網 ユーザホーム網ユーザホーム網ユーザホーム網ユーザホーム網 

MS 他データ通信網VPMSC GLR－T GLR-P GPMSC １ GPMSC ２ GPMSC 3 NIM

認証 OK 

パケット通信登録要求 

パケット認証要求 

パケット認証応答 

パケット通信登録応答 

パケット転送 パケット転送（着網番号,着番号, 
発網番号,発番号,ユーザデータ） 

パケット発信情報読出要求 
(MSI) 

パケット発信情報読出応答 
(移動機 LM 情報,移動機認証情報,
所有者 MSN) 

パケット発信情報読出要求(MSN) 

パケット発信情報読出応答 
(加入者 LM 情報,加入者認証情報,発信情報,
パケット発信情報,NIDリスト所有 MSI) 

パケット通信登録要求 
(MSI) 

パケット通信登録応答

パケット転送 
（着網番号,着番号, 
発網番号,発番号, 
ユーザデータ）

ユーザデータ ユーザデータ 

 パケット転送 
（着網番号,着番号,
発網番号,発番号, 
ユーザデータ） 
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図２－２５／ＪＪ－７０．２０ ローミング移動機からのパケット転送シーケンス 

（回線接続要求／応答信号の送受信を行う場合）

MS VMSC VPMSC GLR-T GPMSC1 GPMSC2 HLR-P GPMSC3 NIM 他データ通信網 GLR-P 

ローミング先網 ユーザホーム網 

ユーザパケット 

アドレス変換 

通信開始通知 

パケット着信情報読出要求（MSN） 

パケット着信情報読出応答（RON） 
通信開始通知 
（着網番号、着番号、発網番号、発番号） 

通信開始通知 
（着網番号、着番号、発網番号、発番号） 

パケット着信情報読出要求（RON） 

パケット着信情報読出応答 
（MSN、所有 MSI、加入者 LM 情報、加入者認証 

情報、着信情報、パケット通信情報、NID リスト） 

パケット着信情報読出要求（所有 MSI） 

パケット着信情報読出応答（PAI、位置情報、移動機 
LM 情報、移動機認証情報、所有者 MSN） 

通信開始通知 
（着網番号、着番号、発網番号、発番号） 

一斉呼出指示 

一斉呼出 

パケット通信登録要求 
パケット発信情報読出要求（MSI） 

パケット発信情報読出応答 
（移動機 LM 情報、移動機認証情報、所有者 MSN） 

パケット発信情報読出要求（MSN） 

パケット発信情報読出応答 
（加入者 LM 情報、加入者認証情報、発信情報、 

パケット発信情報、NID リスト、所有 MSI） 

パケット認証応答 

パケット認証要求 

認証 OK 

パケット通信登録要求（MSI） 

パケット通信登録応答 

回線接続要求（着網番号、着番号、発網番号、発番号） 

パケット通信登録応答 

パケット転送 

回線接続要求（着網番号、着番号、発網番号、発番号） 
回線接続要求（着網番号、着番号、発網番号、発番号） 

ユーザパケット 

回線接続要求 

パケット転送（着網番号、着番号、発網番号 
発番号、ユーザパケット） 

パケット転送（着網番号、着番号、発網番号 
発番号、ユーザパケット） パケット転送（着網番号、着番号、発網番号 

発番号、ユーザパケット） 

回線接続応答（OK/NG） 
回線接続応答（OK/NG） 

回線接続応答（OK/NG） 
回線接続応答（OK/NG） 
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図２－２６／ＪＪ－７０．２０ ローミング移動機からのパケット転送シーケンス 

（回線接続要求／応答信号の送受信を行わない場合）

ローミング先網ローミング先網ローミング先網ローミング先網  ユーザホーム網ユーザホーム網ユーザホーム網ユーザホーム網  

MS 他データ通信網VPMSC GLR-T GLR-P GPMSC １  GPMSC ２  GPMSC 3 NIM

パケット通信登録要求  

パケット認証要求

パケット認証応答

パケット通信登録応答

パケット転送  

パケット発信情報読出要求 (MSI) 

パケット発信情報読出応答  
(移動機 LM 情報 ,移動機認証情報 ,所有者 MSN) 

パケット発信情報読出要求 (MSN) 

HLR-P 

パケット通信登録応答  

パケット通信登録要求（ＭＳＩ）  

VMSC 

一斉呼出  

一斉呼出指示  

パケット転送（着網番号 ,着番号 ,発網番号 ,発番号 ,
ユーザパケット）  

パケット着信情報読出応答 (PAI,位置情報 ,移動機  
LM 情報 ,移動機認証情報 ,所有者 MSN) 

パケット着信情報読出要求 (所有 MSI) 

パケット着信情報読出応答  
(MSN,所有者 MSI,加入者 LM 情報 ,加入者認証
情報 ,着信情報 ,パケット通信情報 ,NIDリスト )

パケット着信情報読出要求 (RON) 

パケット転送  
（着網番号 ,着番号 ,発網番号 ,発番号ユーザパケット）

パケット着信情報読出応答 (RON) 

パケット着信情報読出要求 (MSN) 

アドレス変換

ユーザパケット  

ユーザパケット

パケット転送  
（着網番号 ,着番号 ,発網番号 ,発番号ユーザパケット）

認証 OK 

パケット発信情報読出応答  
(加入者 LM 情報 ,加入者認証情報 ,発信情報 , 
パケット発信情報 ,NID リスト所有 MSI) 
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図２－２７／ＪＪ－７０．２０  パケット通信終了シーケンス 
（回線切断要求／確認信号の送受信を行う場合）

ローミング先網ローミング先網ローミング先網ローミング先網 ユーザホーム網ユーザホーム網ユーザホーム網ユーザホーム網 

MS 他データ通信網VPMSC GLR－T GLR-P GPMSC １ GPMSC ２ GPMSC 3 NIM 

パケット通信登録解除要求

パケット通信登録解除要求(MSI) 

パケット通信登録解除応答 

パケット通信登録解除要求(MSN) 

パケット通信登録解除応答 

回線切断応答（OK／NG） 

回線切断要求（着網番号,着 
番号,発網番号,発番号） 

回線切断応答（OK／NG） 

回線切断要求 

回線切断応答 

パケット通信登録解除応答

回線切断応答（OK／NG） 

回線切断要求（着網番号,着 
番号,発網番号,発番号） 

回線切断要求（着網番号,着番
号,発網番号,発番号） 

パケット通信中 
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図２－２８／ＪＪ－７０．２０  パケット通信終了シーケンス 
（回線切断要求／確認信号の送受信を行わない場合） 

ローミング先網ローミング先網ローミング先網ローミング先網 ユーザホーム網ユーザホーム網ユーザホーム網ユーザホーム網 

MS 他データ通信網VPMSC GLR－T GLR-P GPMSC １ GPMSC ２ GPMSC 3 NIM 

パケット通信中 

パケット通信登録解除応答

パケット通信登録解除要求

パケット通信登録解除要求(MSI) 

パケット通信登録解除応答 

パケット通信登録解除要求(MSN) 

パケット通信登録解除応答 
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図２－２９／ＪＪ－７０．２０ NIMのパケット通信終了シーケンス 
（回線切断要求／確認信号の送受信を行う場合のみ） 

ローミング先網ローミング先網ローミング先網ローミング先網 ユーザホーム網ユーザホーム網ユーザホーム網ユーザホーム網 

MS 他データ通信網 VPMSC GLR－T GLR-P GPMSC １ GPMSC ２ GPMSC 3 NIM 

パケット通信切断確認

パケット通信切断通知

パケット通信登録 
解除要求（MSI） 

パケット通信登録解除応答 

パケット通信登録解除応答 

回線切断応答（OK/NG） 
回線切断応答（OK/NG） 

パケット通信中 

回線切断応答（OK/NG） 
回線切断応答 

HLR-P 

回線切断要求（着網番号，着番号，発網番号，発番号）

パケット着信情報読出応答（PAI,位置情報,移
動機 LM情報,移動機認証情報,所有者 MSN） 

パケット通信登録解除要求（MSN）

パケット着信情報読出要求（MSI） 

パケット着信情報読出応答（MSN, 
所有 MSI,加入者 LM情報, 加入者認証
情報, パケット通信情報, 着信情報, 
NIDリスト） 

パケット着信情報読出要求（RON） 

回線切断要求（着網番号，着番号，発網番号，発番号）

回線切断要求（着網番号，着番号，発網番号，発番号）

パケット着信情報読出要求（MSN） 

パケット着信情報読出応答（RON） 

回線切断要求

切断要求発生 
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2.6 MAP手順の変更点（JJ-70.10 第３版） 

 PDC パケット通信機能を PDC システム上で実現するための「PDC ディジタル移動通信ノード間インタ

フェース（DMNI）移動通信応用部（MAP）信号方式 第 3版」に対する主な変更点について以下に示す。 

 

(1)位置登録 

(2)ユーザ位置登録 

(3)加入者データ変更 

(4)加入者データ移設 

 

 上記の各オペレーションに対し、PAI、パケット通信情報、NID リストのパラメータ追加を行う。詳細に

ついては、「PDC ディジタル移動通信ノード間インタフェース（DMNI）移動通信応用部（MAP）信号方式 第

４版」を参照すること。 
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第３章 Mobile IP機能 
3.1 概要 

 PDC パケットデータ通信方式は移動体通信における周波数有効利用を図るため複数のパケットデータ通

信ユーザが少数の無線通信路を共通に利用するランダムアクセスパケットデータ通信機能を実現するもの

である。また、パケット通信方式としては近年、急速の発展を続けているインターネット空間でのモビリ

ティ機能、即ち、通常のオフィス空間でネットワークに固定接続されているホスト端末がオフィス空間を

離れても、自分のネットワーク IP アドレスを変えることなく同様のインターネットパケットデータ通信を

可能とする機能を実現する。 

 

3.1.1 PDCパケットデータ通信Mobile  IP機能の構成 

 本方式は音声系 PDC ネットワークへの影響を極力少なくするため PDC システム移動制御機能の一部お

よび IP(Internet Protocol)ネットワークのモビリティ制御をインターネットの汎用技術（Mobile IP Protocol）

を用いて実現している。 PDC 音声通信とパケットデータ通信とのデュアルモード利用を可能とする構成は

図 3-1/JJ-70.20PDCパケットデータネットワーク構成に示す通り、mobile node、PDC移動機、PDCパケット

データエアインターフェースおよびMobile IPネットワーク（IPネットワーク）から構成される。 

 

 本方式での移動端末は、PDA 端末、汎用の DTE 型ノートパソコンのみならず、内部に LAN 構成を持つ

ような移動体（例えば、バス、航空機、船舶等）をも対象とすることから移動端末自体に交換機能を持つ

ことも予想して mobile node と呼称する。PDC 移動機、BS および BSC は PDC パケットデータ通信方式の

特徴の一つであるエアーインターフェース上でのマルチアクセス機能を実現する。PDC パケットデータ

ネットワークは通常のルータ等で構成される IP ネットワークであり、各ルータもしくはワークステーショ

ン等の構成要素に Mobile IP 機能を持たせることにより PDC パケットデータネットワークを含む広範なイ

ンターネット空間でのモビリティを実現する。また、他の事業者との相互接続はインターネット上での

ネットワーク接続が行われることにより、パケットデータ通信にかかわるローミングサービスを容易に提

供することが出来る。 
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図 3-1/JJ-70.20 PDCパケットデータネットワーク構成 
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 本方式では PDCの MSN、MSIと IPアドレスが直接的に関係しない。即ち、PDCパケットデータエアー

インターフェース機能を具備する移動機であれば、移動機を選ばない。 

 

（注） ３章「Mobile IP 編」の本文、図、シーケンス中では、無線系システムは BS、BSC で構成する方

式を採用した場合を示している。しかし、TTC で規定する PDC システムは本来 BSC を含まないの

で、「Mobile IP編」の BSCはオプションである。BSCを含む構成は、無線系システムを実現する一

例を示すにすぎず、PDCパケットデータ通信Mobile IP方式のコンセプトの理解を助けるために使用

されている。したがって BSCに関する他の構成および手順もまた可能である。 

 

3.1.2 サービスエリアに関する定義 

 移動局がパケット通信中にはゾーン以外に以下に示す論理的に規定されるエリア単位で制御が行われる。 

 

3.1.2.1 端末登録エリア 

 UPCH 上の LAPDM リンク、および Mobile  IP 登録状態を維持するエリアであり、構成単位はゾーン単

位とする。パケット通信中、またはパケット待ち受け中に本エリアをまたがって移動した mobile nodeは再

度Mobile IP登録を行う。 

 

3.1.2.2 パケット呼び出しエリア 

 パケット待ち受け中のユーザにパケット一斉呼び出し（パケットページング）を行うエリアで、構成単

位はゾーン単位とする。パケット待ち受け中に本エリアをまたがって移動した mobile node は自律的に使用

するチャネルの登録処理を行い、網側では mobile nodeが在圏するパケット呼び出しエリアを登録する。パ

ケット待ち受け中にパケット呼び出しエリア内を移動し、ゾーンをまたがってもパケットチャネルの登録

は行わない。ただし、パケット通信中および、パケット待ち受け中に端末登録エリアをまたがって移動し

た場合はMobile  IP登録処理を行う。 
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図 3-2/JJ-70.20 PDC-Pサービスエリア構成 

 

 

3.1.3 Mobile IPプロトコルの概要 

3.1.3.1 はじめに 

 インターネットは、インターネットサービス提供事業者（ISP＝Internet Service Provider）のポリシーに

従って個々の IP ネットワークが相互接続され、自由、且つ広範なグローバルネットワークを構成する。こ

れらのネットワークへのアクセスは専用回線および公衆電話網（回線交換方式で接続されるところの携帯

電話網を含む）および ISDN網などの回線交換方式通信回線からの NAS（Network Access Server）経由での

DHCP（Dynamic Host Configuration Protocol）プロトコルが一般に利用されている。しかしながら、イン

ターネット固有のネットワークアドレス（IP アドレス）を変更せずに自サブネット以外の接続点（point of 

attachment）からのインターネットアクセスは IPルーティング原理の制約からできなかった。一方、既存の

PDC 移動体通信方式はそれ自体に移動体管理機能を有しており、すでに、音声通話、高速データ通信機能

における移動制御方式として活用されているが回線交換方式のため無通信時間も１利用者に占有されてし

まうため周波数有効利用の点で難点があった。 

 

 インターネットプロトコルの標準化活動を進めている IETF(Internet Engineering Task Force)では、無線メ

ディアを含む全インターネット空間での完全なモビリティを実現するためにMobile IPプロトコルの仕様が

検討され、IP Mobility Support.RFC2002[1]として標準化作業が完了している。本プロトコルは今後発展が期

待されるマルチメディア移動体端末、携帯用 PC 端末もしくは PDA 端末に対する世界標準の移動制御プロ

トコルとして利用することが可能である。本方式を利用することによって万国共通のパケットデータネッ

トワーク空間を実現することが出来るのみならず、今後さらに発展するであろうインターネットプロトコ

ルと完全な整合を確保することが出来る。よって、本デジタル移動通信ノード間インターフェース仕様書

PDCパケットデータ通信（Mobile IP編）では、PDCパケットデータ通信方式のモビリティ機能を実現する

ためにMobile IPプロトコルのサブセットを利用することとし、その信号方式について規定する。 
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3.1.3.2 PDCパケットデータ通信方式（Mobile  IP編）の概要 

 本方式は既存のデジタル移動通信ノード間信号方式上に Mobile IP プロトコル[1]で定義される mobile 

node（移動体パケットデータホスト／ルータ）の移動管理機能を実現している。 

 本方式はホームルータ（オフィス内に置かれる固定端末アドレス、もしくはバーチャルホームアドレス

を管理するルータ）の home agent 機能、移動先のサービングルータの foreign agent 機能、mobile node

（Mobile IP機能を持つ移動体ルータ、ホストもしくは PDA端末等）および mobile nodeとサービングルー

タを接続するための PDC移動体通信ネットワークによって構成される。 

 

 mobile nodeがホームルータの接続を離れて PDCパケットデータネットワークからインターネット接続す

る場合、mobile node は PDC の移動機を通して Mobile IP 機能を持つサービングルータを発見し、その

foreign agentを経由して自分のホームルータへMobile IP登録要求を行う。ホームルータの home agentは当

該 mobile node が自分のホームネットワーク（通常、配下の LAN セグメント）に属していることの加入者

認証を行った後、Mobile IP 登録要求を中継した foreign agent のサービングルータの配下に在圏することを

mobility binding情報（foreign agentの IPアドレスを care-of addressとして含む）として記録・登録する。ま

た、サービングルータでは home agent からの登録応答を mobile node へ中継するとともに、自サービング

ルータ配下に該当 mobile nodeが在圏することを visitor listへ記録する。 

 

 インターネットでは一般にホームルータで定義されてネットワークへ公開したホームアドレスへ向けて

パケットが配信されてくるので、home agent ではそのパケットを mobility binding 情報をもとに在圏サービ

ングルータへのトンネルを形成して転送する。即ち、ホームルータへ到着した IP パケットを在圏サービン

グルータの foreign agentの IPアドレス（care-of address）を destination addressとする IPパケットにエンキャ

プスレートして転送し、在圏サービングルータでは、それをディキャプスレートし元の IP パケットを取り

出す。サービングルータでは visitor listの entry情報に従って、該当パケットを mobile nodeへ PDCエアー

インターフェースを通して送信する。 

 

 mobile nodeからの IPパケット送信は上記によらず、サービングルータ経由で直接インターネットへ転送

される。 

 

 mobile node がホームルータ配下の接続点（通常、オフィス内 LAN）に戻った場合、mobile node は

Mobile IP登録（解除）要求を home agentへ送信し、以後は通常のインターネットルーティング環境で動作

する。 

 

3.1.4 用語の定義 

3.1.4.1 Agent Advertisement 

 Mobile IPサービス提供可能な foreign agent、または home agentが mobile nodeからの agent solicitationメッ

セージに答えて、agent アドレス情報等を mobile node へ通知するための ICMP（Internet Control Message 

Protocol[５]）パケット。 

 

3.1.4.2 Agent Solicitation 

 mobile nodeがMobile IPサービス提供 agentアドレスを求めるために送信する ICMPパケット。 
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3.1.4.3 care-of address 

 ホームネットワークから離れている mobile nodeが接続中のサービングルータへインターネットからホー

ムルータへ着信したパケットを転送するための気付けアドレス。即ち、サービングルータの foreign agentア

ドレスである。 

 

3.1.4.4 foreign agent 

 移動網内における mobile nodeの point of attachmentとして mobile nodeからの登録要求を中継するととも

に、該当 mobile nodeの在圏 entry情報を visitor listに記録・保持する。ホームルータからのパケットをディ

キャプスレートすることにより、該当 mobile node宛パケットを抽出し、visitor listの entry情報に基づいて

PDCエアーインターフェースを通して mobile nodeへ転送する。 

 

3.1.4.5 home address 

 固定端末へアサインされた IP アドレス。インターネットへはこのアドレスがルーティング情報として公

開されており、インターネットからの該当 mobile node への着信 IP パケットはホームルータへ配信される。

インターネットでは一般に常に固定端末を接続しパケット受信機能を公開することを原則としているが、

バーチャルホームアドレス（固定接続していないが事実上ホームルータが仮想的にホームとなるアドレ

ス）の設定も可能である。 

 

3.1.4.6 home agent 

 ホームルータのMobile IP agent機能。mobile nodeからのMobile IP登録要求を処理し、mobility binding情

報を記録・保持する。ホームアドレス宛の IPパケットが到着すると、その mobility binding情報から該当パ

ケットを在圏サービングルータへ care-of address を宛先とする IP パケットによりエンキャプスレートして

転送する。 

 

3.1.4.7 ホームルータ 

 mobile node が移動していない時に接続されているルータ。home agent はホームルータ内もしくはその近

傍で機能する。バーチャルホームアドレスのホームでもある。 

 

3.1.4.8 mobility binding情報 

 home addressと care-of addressの組み合わせで、mobile nodeのMobile IP登録が有効な時間（Lifetime）、

home agentに記録・保持される情報。 

 

3.1.4.9 mobile node 

 移動用 PC端末、ルータ、または PDA装置等、point of attachmentを変えて移動する移動体端末装置。そ

の IP アドレスはオフィス等の固定端末で使用しているアドレスがそのまま使用できるのでアプリケーショ

ン等の変更を必要とせず、オフィスで利用しているソフトウェア環境がそのまま利用可能。また、binding

される IPアドレスはプレフィックスアドレス（インターネット内で実際にルーティングに使用される IPア

ドレス部分）でも可能なので移動設備にルータ等の交換機能を持つ装置を配置した場合は、その配下にサ

ブネットを構成することも可能である。 
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3.1.4.10 移動機 

 mobile nodeと PDCネットワークの間にあって、音声通話機能を実現するとともにパケットデータ通信利

用時には LAPDMリンクを形成し、mobile nodeへデータ伝送サービスを提供する。（mobile nodeが専用パ

ケットデータ端末として構成された場合には、移動機と同等のエアーインターフェース制御機能を含むも

のとする） 

 

3.1.4.11 サービングルータ 

 mobile nodeが移動している時に接続されているルータ。foreign agentはサービングルータ内もしくはその

近傍で機能する。 

 

3.1.4.12 Tunnel 

 home agentにおいて mobility bindingの存在している mobile nodeへの IPパケットがインターネットから

到着すると、在圏サービングルータの foreign agentへの care-of addressをその宛先にもつ IPパケットにエン

キャプスレート（ IP Encapsulation within IP [15]）し、foreign agentにおいてディキャプスレートすることに

より該当 IPパケットの転送通路を形成すること。 

 

3.1.4.13 バーチャルホームアドレス 

 ホームオフィス等の固定接続点を持たないが、PDC パケットデータネットワーク内でのモビリティを実

現するために、仮にホームルータへ登録した home address。mobility binding情報（Mobile IP登録されてい

ないとき）が存在しない場合、インターネットから到着する IPパケットは unreachableとなる。 

 

3.1.4.14 visitor list 

 foreign agent配下に在圏している mobile nodeのリスト。 

 

3.2 提供サービス 

3.2.1 移動機認証およびデータパスの確立 

 PDCパケット通信は mobile node（ノート PC等）から移動機へ PDCパケット通信の開始要求（物理的接

続等）を行うことで開始される。mobile node からパケット通信要求を受けた移動機は止まり木チャネルの

報知情報からパケット通信可能な UPCH を決定し、UPCH 上で移動機認証を行う。認証 OK であれば移動

機－BSC 間および BSC－サービングルータ間のネットワークインターフェースレイヤのデータリンクが確

立され、 mobile nodeからサービングルータまでのデータパスが確立される。 

 

（注１） mobile node－移動機間インターフェースおよび BSC－サービングルータ間のネットワークイン

ターフェースレイヤプロトコルはインプリメンターズマターとし、本仕様書の標準化範囲外とす

るが、データパスが確立されたのち何らかの要因により該データパスが切断された場合、移動機

はデータパス切断事象を mobile nodeへ通知する機能を具備すること。 
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図 3-3/JJ-70.20 データパスの確立 

 

 

3.2.2 Mobile IP登録 

 mobile node－サービングルータ間のデータパスが確立すると mobile nodeは Mobile IP登録を実行する。

Mobile IP登録は移動する mobile nodeがどのサービングルータに接続したかをホームルータに登録する手順

であり、mobile nodeが PDCパケット通信を開始する時、あるいは mobile nodeが移動し異なるサービング

ルータに接続を替える時、即ち、端末登録エリアをまたがって移動した時に実行される。Mobile IP 登録手

順のなかで mobile node加入者の IPレベルでの認証が行われる。 

 また、mobile node は Mobile IP 登録手順を実行する前に、すでに確立された mobile node－サービング

ルータ間のデータパスを通じて PPP（Point to Point Protocol[23]）コネクションを設定する。 
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図 3-4/JJ-70.20 Mobile IP登録 

 

 

3.2.3 IPパケット受信 

 mobile node宛ての IPパケットは、インターネット内を mobile nodeのホーム IPアドレスでルーティング

されてホームルータへ到達する。ホームルータでは mobility binding 情報に基づき、在圏サービングルータ

の foreign agentの IPアドレス（care-of address）を destination addressとする IPパケットによりエンキャプセ

レーションし、その IPトンネルを経由してサービングルータへ転送する。 

 

 在圏サービングルータでは到着したパケットをディキャプスレートすることにより mobile node 宛の IP

パケットを取り出し、visitor list の entry情報に基づき、サービングルータ－mobile node間データパスある

いは PPPコネクションにより PDCエアインターフェースを通じて mobile nodeへ送信する。 

 mobile node からエアーインターフェースを通したサービングルータまでのデータパスが切断されている

ときには、サービングルータ内の entry 情報のなかのデータパスの情報が消去されているため、サービング

ルータへ到着した着信パケットはサービングルータから BSCへ送出することが出来ないので unreachableと

なる。 

 

Mobile node 

移動機 
BS BSC Serving Router 

Foreign Agent 

visitor list作成 

Ｇ 

Internet 

Ｇ: Gateway Router 

移動中 

Ｇ 

Mobile IP 登録 

Mobile IP 登録 
Home Agent 

mobility biding情報 PPP コネクション 

注：申中の BSC は PDC パケット  
  データネットワークを実現  
  するための例とする。 

Home Router 
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図 3-5/JJ-70.20 IPパケット送受信 

 

 

3.2.4 IPパケット送信 

 mobile nodeからのパケット送信は、着信パケットの経路にかかわらず、サービングルータから宛先 IPア

ドレスによりそのままインターネットへルーティングされる。 

 

3.2.5 パケット通信中、パケット待ち受け中での音声着信 

 パケット通信中あるいはパケット待ち受け中の状態にある移動機に音声着信があると MSC は通常の音声

着信手順を実行する。BSC では配下のパケット呼び出しエリアに在圏し、パケット通信登録手順を完了し

た移動機について、UPCH 上での状態およびパケット呼び出しエリア在圏場所を管理しているので MSC か

らの音声着信通知であるページングメッセージを受信すると同管理情報をもとにパケット呼び出しエリア

を決定し、UPCH 上にも音声着信通知を送信する。UPCH 上で音声着信を通知された移動機は UPCH 上で

音声着信通知に対する応答を返送し、止まり木チャンネルへ移り通常の音声着信手順を実行する。 

 

IPd：デスティネーション IPアドレス 

Mobile node 
移動機 BS BSC Serving Router

Foreign Agent (IPc) 

visitor list entry 

Internet 

Ｇ: Gateway Router 

移動中 IPh 

IPh data IPc 

IPh data 

IP h data 

IPd data 

IPd data 

IPh：ホーム IPアドレス 
IPc：care-of address（気付け IPアドレス）  

Ｇ 

Ｇ 

Home Router 

IP トンネル 

Home Agent 

mobility binding PPP コネクション 

注：申中の BSC は PDC パケット  
データネットワークを実現  
するための例とする。 
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図 3-6/JJ-70.20 移動局の状態遷移図（参考） 

 

 

3.2.6 Mobile IP登録解除 

3.2.6.1 Lifetime経過時におけるMobile IP登録解除 

 Mobile IP登録時に該当のMobile IP登録が有効である時間を Lifetimeとして設定し、その Lifetimeが経過

しタイムアウトした時点で home agentの mobility bindingおよび foreign agentの visitor listから該当 mobile 

nodeの entry情報が消滅することでMobile IP登録が解除される。このとき、mobile nodeはホームルータの

固定接続点へ戻ったものとみなされる。（長時間の mobility binding の存在はなりすまし等のセキュリティ

攻撃を受けやすくなるため、mobile nodeは Lifetimeが経過する前に、再度、Mobile IP登録を行い秘密情報

等をリフレッシュする必要がある。） 
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・音声着信時  
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・通信中断  
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   端末登録エリア移行時（ﾊﾟｹｯﾄ通信登録） 
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3.2.6.2 mobile nodeがホームセグメントの固定接続点に戻った場合のMobile IP登録解除 

 実際に mobile node がホームルータへ戻った場合、mobile node は Lifetime=0 の Mobile IP 登録要求メッ

セージをホームルータへ送出することにより、ホームルータの mobility binding を解消する。なお、既存の

サービングルータの visitor list entry情報は Lifetimeタイムアウト時に自然消滅する。 

 

 このMobile IP登録解除は、mobile nodeがホームセグメントの固定接続点に戻らなくても mobile nodeの

利用者の意志で実行可能である。例えば、オフィスに自動応答プログラムを含む固定端末が設備されてい

る状況で mobile nodeの利用者が移動場所での対応が困難になった場合、上記と同様に Lifetime=0のMobile 

IP 登録要求メッセージをホームルータへ送出することにより mobility binding を解消し、ホームオフィス固

定端末での自動受信に切り替えることが出来る。 

 
 

図 3-7/JJ-70.20 Mobile IP登録解除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3.2.7 チャンネル切り替え 

3.2.7.1 端末登録エリア内チャンネル切り替え 

 端末登録エリア内でのチャンネル切り替えでは移動機および mobile node が接続している BSC および

サービングルータは変更されないため移動機から BSC へ、切り替え先 UPCH の周波数、CH 情報等を登録

するのみで、mobile IP登録状態、mobile node－サービングルータ間のデータパスおよび PPPコネクション

はそのまま維持される。 

 

 また、BSC ではチャンネル切り替えを行う移動機のパケット呼び出しエリア情報を更新し、最新のパ

ケット呼び出しエリア情報を保持する。BSC で移動機のパケット呼び出しエリアを保持することにより、

移動機がパケット待ち受け状態であっても BSC から移動機へパケット着信通知あるいは音声着信通知が可

能となる。 

Mobile node 
移動機 BS BSC Serving Router 

Home Router 

Ｇ 

Internet 

Gateway Routers 

移動中からホームへの帰着 
IPh 

visitor list entry は Lifetime が  
タイムアウトした時点で消滅する 

Ｇ 

Lifetime=0 の  
Mobile IP 登録要求 

Home Agent 

Foreign Agent 

visitor list entry 

注：申中の BSC は PDC パケット  
データネットワークを実現  
するための例とする。 

mobility binding 
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図 3-8/JJ-70.20 端末登録エリア内チャンネル切り替え 

 

 

3.2.7.2 端末登録エリア間チャンネル切り替え 

 移動機は止まり木チャンネルの報知情報を読みとることにより端末登録エリアをまたがるチャンネル切

り替えであることを判定すると、旧 BSC への LAPDM リンクを切断するとともに、端末登録エリアをまた

がるチャンネル切り替えが発生したことをデータパス切断情報として mobile nodeへ通知する。mobile node

はデータパス切断情報を検知してMobile IPプログラムを初期状態に置く。 

 

 端末登録エリア間のチャンネル切り替えでは移動機および mobile node が接続している BSC およびサー

ビングルータが変更されるため、移動機はチャンネル切り替え先 BSC に対して新たなパケット通信登録を

実行し、切り替え先 UPCH の周波数、CH 情報等を登録する。また、mobile node と切り替え先サービング

ルータ間でデータパスと PPPコネクションの再設定を行い、mobile node と切り替え先サービングルータお

よびホームルータ間で mobile IP登録の再登録を実行する。なお、チャンネル切り替え中に旧 BSCまで到着

した IPパケットは、TCP再送機能等上位レイヤーの機能によってリカバリーされる。 

 

 切り替え先 BSC では端末登録エリア間のチャンネル切り替えによって配下に移動してきた移動機のパ

ケット呼び出しエリア情報を新規に登録し、パケット呼び出しエリア情報を保持する。 
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Serving Router 
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BSC

・・・・ 

Serving Router ・・・・・・

・・・・ 
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Mobile node 
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登録 
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端末登録エリア 端末登録エリア 

注：申中の BSC は PDC パケット  
  データネットワークを実現  
  するための例とする。 

Home Router 
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図 3-9/JJ-70.20 端末登録エリア間チャンネル切り替え 

 

 

3.2.8 mobile nodeの PDC移動通信事業者間ローミング 

 mobile node が他事業者の PDC パケットデータネットワークへローミングする場合は、ローミング先で

サービングルータを発見し、その foreign agent を通して自ネットワークのホームルータの home agent に

Mobile IP登録を行う。ホームネットワークの home agentおよびローミング先網の foreign agentにはホーム

網内の Mobile IP 登録の場合と同様、mobility binding および visitor list entry情報が構成され、ホーム網の

ホームルータとローミング先網のサービングルータとの間のトンネルを通して、ローミング先網でのパ

ケット着信が可能となる。また、ローミング mobile node のパケット通信記録情報はローミング先網の在圏

サービングルータで作成し、ホーム網の事業者へ転送する。 
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注：申中の BSC は PDC パケット  
  データネットワークを実現  
  するための例とする。 
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図 3-10/JJ-70.20 mobile nodeの PDC移動通信事業者間ローミング 

 

 

3.3 ノード間信号方式 

3.3.1 移動機認証およびデータパスの確立 

3.3.1.1 手順の概要 

 mobile nodeが PDCパケット通信を開始する場合は、まずパケット通信に使用する移動機の認証が行われ、

次に移動機－BSC 間の LAPDM リンク、および BSC－サービングルータ間のネットワークインターフェー

スレイヤのリンク確立が行われる。以下に mobile nodeのパケット通信開始要求から、mobile node－サービ

ングルータ間のデータパスが確立されるまでの手順を示す。 

 

3.3.1.2 移動機認証 

 PDCパケット通信を開始する mobile nodeは、mobile node－移動機間インターフェースを通して移動機へ

パケットデータ通信開始要求を通知し、移動機はランダムアクセス方式により UPCH へパケット通信登録

要求を送信する。移動機からのパケット通信登録要求は BSC、MSC経由で HLRへ送信され、 HLRでは受

信したパケット通信登録要求メッセージに含まれる MSI、PAI から該当 MSI のパケット呼び出しエリア情

報の更新を行い、加入者、移動機認証キー、発信情報パラメータを含むパケット通信登録応答メッセージ

をMSCへ返送する。 

BSC 

Serving Router 

Home Router 

▽ ▽ 

BSC 
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Serving Router 

▽ ▽ 

・・・・ 
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ネットワーク A  
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G G G 
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mobile IP 登録 

注：申中の BSC は PDC パケットデータネットワークを実現するための例とする。 
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 MSCはパケット通信を要求した移動機が正当な PDC加入者、移動機であるかを認証するため認証乱数を

含む認証要求を移動機へ送信し、移動機は同認証乱数を用いて計算した認証演算結果を含む認証応答を返

送する。認証演算結果が MSC での演算結果と一致した場合、認証 OK とし、MSC から移動機へパケット

通信登録応答を送信する。なお、認証手順は音声通信と同様の手順とする。 

 

 移動機はパケット通信登録応答を受信すると移動機－BSC 間の LAPDM リンクの確立を行う。ただし、

認証 NGとなった場合はMSCから移動機へパケット通信登録応答拒否を返送する。 

 

（注１） 認証に関する詳細手順は、RCR STD-27B「付録１ デジタル方式自動車電話システムの認証及

び秘匿に関する標準規格」を参照のこと。ただし、参照については、RCR 規格委員会で決定され

る「デジタル方式自動車電話システムの認証及び秘匿に係わる標準規格の開示手続規則」に従う

こと。 

 

3.3.1.3 データパス確立手順 

 移動機はパケット通信登録応答（UI フレーム）を受信すると、BSC へ SABME フレームを送信する。

BSC は SABME フレームを受信すると BSC－サービングルータ間のネットワークインターフェースレイ

ヤーコネクションを確立し、移動機に UA フレームを返送して BSC－移動機間の LAPDM リンクを確立す

る。また、移動機は LAPDM リンクが確立されると mobile node－移動機間インターフェースによって

mobile node へパケット通信が可であることを通知する。以上により mobile node－サービングルータ間の

データパスの確立が完了する。 

 

 BSC では移動機とのセッション確立過程で LAPDM アドレスとなる短縮移動機識別子（SMSI）をアサイ

ンし、さらに MSC からのパケット通信登録応答を移動機へ返送する際に、該当 MSI のパケット呼び出し

エリア、移動機の UPCH上での状態（パケット通信モード）を新規に登録する。 

 

（注１） BSC とサービングルータ間のネットワークインターフェースレイヤに使用するプロトコルはイ

ンプリメンターズマターとし、本仕様の標準化対象外とする。 

 

3.3.2 Mobile IP登録 

3.3.2.1 手順の概要 

 移動機認証および mobile node－サービングルータ間のデータパス確立が完了すると、mobile node は

Mobile IPプロトコルに基づくMobile IP登録手順を実行し、接続するサービングルータをホームルータに登

録するとともに IPレベルでの mobile nodeの認証を行う。 

 

3.3.2.2 PPPリンクの設定 

 mobile node は、移動機からパケット通信可通知を受信し、mobile node－サービングルータ間のデータパ

スが確立されたことを認識すると、PPPプロトコルを起動し mobile node－サービングルータ間に PPP コネ

クションを設定する。 また、PPP プロトコルを使用することにより PPP プロトコルで定義される各種オプ

ション機能により TCP/IP のみならず X.25、CNLP、IPX 等のマルチプロトコルの利用が容易に可能となる

他、ICPC[12]で定義される TCP/IPヘッダ圧縮機能を利用することが可能となる。 
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3.3.2.3 foreign agent／home agentアドレスの取得 

 mobile nodeは在圏エリアでMobile IP機能を提供している foreign agentアドレス他の agent情報を知るた

めに ICMP Router Discovery（RFC-1256）の ICMP router solicitation Messageを送信する。foreign agentは同

メッセージに対して ICMP router advertisement Messageを返送し、foreign agentアドレスおよびMobile IP登

録オプション情報を通知する。なお、同 ICMP router advertisement Message で得られたアドレスが自分の

ホームルータである場合、mobile nodeは自分がホームネットワークへ戻ったことを自動認識する。 

 

（注１） ICMP Router Discovery プロトコル（RFC-1256）では常態における一定時間間隔での

Advertisement Message（パケット）送出を規定しているが、PDCエアーインターフェース上での帯

域有効利用の観点から ICMP Router Discovery プロトコル（RFC-1256）のサブセットである

solicitation/advertisementの交換による foreign agent address取得方式を規定する。 

 

 なお、mobile nodeが既にサービングルータが提供する foreign agentアドレスおよびMobile IPオプション

情報を保持している場合にはこの動作を省略することが出来る。さらに、mobile nodeが PDCパケットデー

タネットワークから受けようとするMobile IPサービスが基本部分のみである場合、mobile nodeは同様に同

上の動作を省略することが出来る。この場合、mobile nodeは次項のMobile IP登録要求メッセージの宛先と

して、マルチアドレスである 224.0.0.11を使用する。 

 

3.3.2.4 Mobile IP登録要求／応答メッセージ（IPパケット）の送受信 

 mobile nodeは foreign agent宛に以下の情報を含むMobile IP登録要求メッセージを送信する； 

 

・UDP Source Port: 可変 Destination Port: 434 

・Type １ (Registration Request) 

・Flag bits 詳細次章 

・Lifetime 

・ホームアドレス 

・home agent address 

・care-of address 

・Identification 

・Extensions Mobile-Home Authentication Extension必須 

 

 foreign agent では Mobile IP 登録要求メッセージの内容を記録するとともに同 IP パケットヘッダの

Source/Destination addressをそれぞれ、foreign agent/home agent addressに変えて転送する。 

 

 home agent では同 Mobile IP登録要求メッセージに含まれるホームアドレスを持つMobile IP加入者を認

証し、OKであれば、ホームアドレス、care-of addressおよび Lifetime等の情報を mobility bindingとして登

録するとともに、Mobile IP登録応答メッセージを foreign agentに対して返送する。なお、Lifetimeは mobile 

node からの要求値が受け入れ可能であればその値を、home agent の規定値を越えている場合には規定値に

下げて返送する。この場合 foreign agentおよび mobile nodeは home agentによって変更された Lifetimeをそ

のまま受け入れなければならない。Mobile IP登録応答メッセージの内容は以下のとおり； 
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・UDP Source Port: 可変 

 Destination Port: 登録要求のコピー 

・Type ３ (Registration Reply) 

・Code ０: 登録許可、１: 複数登録許可、他: 登録不許可 

・Lifetime 

・ホームアドレス 

・home agent 

・Identification 

・Extensions Mobile-Home Authentication Extension必須 

 

 foreign agentでは返送されたMobile IP登録応答メッセージの Codeが許可であれば、以下の情報を visitor 

listに entryとして記録する； 

 

・link-layer source address 

・ホームアドレス 

・UDP Source Port 

・home agent address 

・Lifetime 

・Identification 

 

 また、許可、不許可にかかわらず IPヘッダの Source/Destination addressをそれぞれ foreign agent/ホームア

ドレスに変更して mobile nodeへ転送する。 

 

3.3.2.5 Mobile IP登録要求メッセージの再送 

 mobile nodeはMobile IP登録要求メッセージ送信後一定時間（T1秒）経過してもMobile IP登録応答メッ

セージを受信できない場合、Mobile IP 登録要求メッセージを再送信するが、このときの Identification 情報

には再送信するためのMobile IP登録要求メッセージ作成時点の時刻を挿入する。 

 

3.3.3 Mobile IP認証 

3.3.3.1 手順の概要 

 Mobile IPプロトコルにおける認証はMobile IP登録要求／応答メッセージ（IPパケット）の Identification、

mobile node－Home Authentication Extensionにより行われる。Identificationは受信されたメッセージが、まさ

にこの時点で生成されたものである（過去のメッセージを盗聴コピーしたものでない）ことを保証するた

めの表示で、メッセージ生成時点の日時刻情報手順を用いる。また、 mobile node－Home Authentication 

Extension はパスワードを実際に送ることなく、それと同等の認証機能およびメッセージインテグリティを

保証するものである。 

 

（注） Identification の設定方法にはこの他に乱数を用いた方法もある。この方式は IBM の特許が関係し

ていることから、本仕様書では時刻情報方式を規定する。 
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3.3.3.2 Identificationの生成・処理 

 mobile node は現在の日時刻情報を Mobile IP 登録要求メッセージの Identification フィールドに Network 

Time Protocol[14]のフォーム（64bits）により挿入する。その低位 32 bits は秒数以下の単位であるが、もし

mobile node で精度の高い時刻が得られない場合には乱数値でもよい。home agent ではこの時刻情報が自分

の持つ時刻に十分に近いことを判定する。このために mobile nodeおよび home agentの時計は適当に同期し

ていなければならない。 

 

 Mobile IP 登録要求メッセージの Identification が home agent に受け入れられた場合、home agent はその

Identification 全体を Mobile IP 登録応答メッセージの Identification フィールドにコピーして返送する。もし

受け入れられる範囲外であった場合、home agentは低位 32bitsのみをコピーし、高位 32bitsには home agent

の現在時刻情報を挿入する。mobile nodeは rejection code（133）によって時刻不一致が通知されるので、こ

の高位 bits情報を用いることにより時刻の同期を取ることが出来る。 

 

3.3.3.3 mobile node－Home Authentication Extensionの生成・処理 

 本 extensionは以下の要素から構成される。 

 

・Type   32 

・Length   本 extensionのバイト長 

・SPI   Security Parameter Index（4バイト） 

・Authenticator  CRC-16（2バイト） または、MD5 Digest情報（16バイト） 

 

 Authenticator は CRC-16 または MD5（RFC-1321）アルゴリズムにより計算された Digest 情報を挿入する。

計算の対象となる要素は； 

 

・共通秘密情報  mobile nodeと home agentが共通に保持する情報 

   （user-id、passwordなど任意に選択された秘密情報） 

・payload   登録要求または応答データ（前項の Identificationを含む） 

・本 Authentication Extensionより前に出現するすべての extensionデータ 

・本 extensionの Typeおよび length。 

 

 共通秘密情報以外のデータはMobile IP登録要求／応答メッセージとして送信され、home agentでは受信

された Mobile IP 登録要求メッセージから同上のデータ＋共通秘密情報を加えて CRC-16 または MD5 の

Digest 計算処理を行い一致すれば認証 OK とする。SPIは各種の暗号化技術が使われる場合、それらの内容

を指示する IDとして擬似ランダム符号が指定される。 

 

3.3.4 IPパケット受信 

3.3.4.1 手順の概要 

 ホームルータでは同ルータ配下のホーム IP アドレスをネットワークへルーティング情報にて公開してい

るので、mobile node 宛の IP パケットは先ずホームルータへ到達する。ホームルータでは home agent の

mobility binding情報に基づいて、在圏サービングルータへの care-of addressを用いて転送する。（これをト

ンネルと呼称する） home agent内に mobility bindingが存在しない場合は、mobile node が移動中ではない

ので通常の IPルーティングにより自ホームネットワークへ配信する。 
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3.3.4.2 Mobile IP登録完了状態での IPパケット受信（mobility bindingが存在する） 

 ホームルータで受信した IP パケットの Destination アドレスが mobile node 宛てのホームアドレスであり、

且つ home agent内に mobility bindingが存在する場合、home agentは mobile nodeの mobility binding情報か

ら在圏サービングルータ 配下の foreign agent の care-of address をパケットヘッダの Destinationアドレスと

する IP パケットにエンキャプセレーションしデータグラムのトンネルを構成する。エンキャプスレーショ

ンの方式はMobile IP登録情報の Flag bitsに従う。 

 

 foreign agent が自分あての care-of address でカプセル化（エンキャプセレーション）されたパケットを受

信すると、foreign agent はカプセル化されたパケット内のデスティネーションアドレスと visitor list 中の

ホームアドレスとを比較する。カプセル化されたパケット内のデスティネーションアドレスが visitor list 上

にない場合は、その IP パケットを転送せず破棄する。カプセル化された受信パケット内のディスティネー

ションアドレスがエントリーされている mobile node への IP パケットであればカプセル化を解除（ディ

キャプセレーション）し、visitor list の entry情報にもとづいて mobile nodeへ転送する。 

 

 なお、BSC ではサービングルータから着信パケットが転送されてくると、パケットを着信する移動機の

UPCH 上での状態を確認し、パケット待ち受けモードである場合は BSC 内に登録されている該当移動機の

パケット呼び出しエリアを検索し、登録されているパケット呼び出しエリア内の UPCH にパケットページ

ングを送信する。パケット待ち受け中の移動機はパケットページングを受信するとパケット通信を行う

チャンネルの登録を行うためにパケットチャンネル登録要求を送信しパケット通信中モードに遷移する。 

 

 MSCはパケット通信中モードに遷移する移動機を認証し、認証 OKであれば BSCへパケットチャンネル

登録応答を送信する。また、HLR ではパケットチャンネル登録要求メッセージの受信により該当移動機の

パケット呼び出しエリア情報を更新する。 また、BSC はパケット通信中モードに遷移する移動機へパケッ

トチャンネル登録応答を送信すると該当移動機のパケット呼び出しエリアおよび移動機の状態をパケット

通信中モードに更新し、サービングルータから転送されてきた着信パケットを移動機へ転送する。 

 

3.3.4.3 Mobile IP登録を行っていない状態での受信（mobility bindingが存在しない） 

 Mobile IP 登録が行われていない状態では home agent 内に mobility bindingが存在しないためホームルー

タのルーティング情報はオフィス内固定端末へのルーティング情報へ戻されており、着信パケットは通常

のホームホストアドレスで配信される。なお、バーチャルホームアドレスの場合にはルーティング先がな

いので unreachableとなる。 

 

3.3.4.4 エンキャプスレーション手順（ IP in IP Tunneling [15]） 

 Mobile IP プロトコルではホームルータからサービングルータへのトンネルを構成するにあたり IP in IP 

Tunneling[14]、Generic Routing Encapsulation （RFC-1701 [9]）およびMinimal Encapsulation within IP（RFC-

2004 [16]）の３種類のエンキャプスレーション手順を規定している。mobile nodeは foreign agent が公開す

る情報で当該 agent がサポートするエンキャプスレーション手順を知り、Mobile IP 登録要求メッセージ送

信時にエンキャプセレーション手順を指定する。本仕様書では IP in IP Tunneling[15]を規定し、他の手順の

サポートはオプションとする。 

 

 オリジナルパケットは Destination  addressが care-of addressである Outer IP Headerによりエンキャプス

レーションする。Tunnel Header はオプションとするが、使用する場合は IP Authentication Header[2]とする。 
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                                             +----------------------------+ 

                                             |       Outer IP Header      | 

                                             +----------------------------+ 

                                             |        Tunnel Headers      | 

     +---------------------------+           +----------------------------+ 

     |           IP Header       |           |       Inner IP Header      | 

     +---------------------------+    ====>  +----------------------------+ 

     |                           |           |                            | 

     |         IP Payload        |           |          IP Payload        | 

     |                           |           |                            | 

     +---------------------------+           +----------------------------+ 

 

図 3-11/JJ-70.20 IP in IPエンキャプスレーション 

 

 home agentはエンキャプスレーションを実施するときに inner IPパケットの TTL(Time to Live)を 1減算す

る。その結果 TTL が 0 となった場合にはエンキャプスレーション処理を行わない。（パケットを消去する

と共に ICMPエラーメッセージを発信もとへ送信する。）foreign agent においてディキャプスレーションす

る場合には TTL を減算処理せずに転送する。トンネル転送処理中に発生した ICMP エラーメッセージは出

来る限り発信元へ転送する。 

 

3.3.5 IPパケット送信 

 mobile node からのパケット送信は着信パケットの経路に関わらず、サービングルータを経由して通常の

IPルーティングによって転送される。 

 

3.3.6 パケット通信モード、パケット待ち受けモードでの音声着信 

3.3.6.1 パケット通信モードでの音声着信 

 MSC はパケット通信中の移動機宛に音声着信があると通常の音声着信手順で着信処理を実行する。BSC

は MSC からページングメッセージを受信すると該当ページングエリアのページングチャンネル上にページ

ングメッセージを送信する。また、BSC ではページングで呼び出す移動機がパケット通信モードまたはパ

ケット待ち受けモードであるか否かを検索し、パケット通信モードであれば、移動機がチャンネル登録し

ている UPCH上にも UPCH音声着信通知メッセージを送信し音声着信を通知する。 

 

 移動機は UPCH 上で UPCH 音声着信通知メッセージを受信すると、予め設定されているパケット通信中

における音声着信許容／拒否オプションに従って、UPCH 音声着信応答メッセージを UPCH 上に返送する。 

 

 移動機がパケット通信モードにおいても音声着信を許容する設定になっている場合は UPCH 音声着信応

答で音声着信許容表示を返送し、止まり木チャンネルへ移行し通常の音声着信手順を実行する。 UPCH 音

声着信応答で音声着信許容表示を受信した BSC は、UPCH 上への UPCH 音声着信通知の再送を停止して

LAPDM プロセスを消去し、BSC–サービングルータ間のネットワークインターフェースレイヤのリンクを

切断する。 
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 また、音声着信を拒否する設定になっている場合は UPCH 音声着信応答で音声着信拒否表示を返送しパ

ケット通信を継続する。 UPCH 音声着信応答で音声着信拒否表示を受信した BSC は MSC へページングレ

スポンス（音声着信拒否）を送信し、MSC では発ユーザへパケット通信中を通知するガイダンス送信を行

うなどの処理を実行する。 

 

（注） MSC でページングレスポンス（音声着信拒否）を受信した後の処理はインプリメンターズマター

とする。 

 

3.3.6.2 パケット待ち受けモードでの音声着信 

 パケット待ち受けモードの移動機宛に音声着信があると MSC は通常の音声着信手順で着信処理を実行す

る。BSCは MSCからページングメッセージを受信すると該当ページングエリアのページングチャンネル上

にページングメッセージを送信するとともにページングで呼び出す移動機がパケット待ち受けモードであ

れば、BSC に登録されているパケット呼び出しエリアの UPCH 上にも UPCH 音声着信通知メッセージを送

信し音声着信を通知する。 

 

 移動機は UPCH 上で UPCH 音声着信通知メッセージを受信すると、予め設定されているパケット通信中

における音声着信許容／拒否オプションに従って、UPCH 音声着信応答メッセージを UPCH 上に返送する。

なお、以降の着信手順はパケット通信モードでの音声着信と同様である。 

 

3.3.7 Mobile IP登録解除 

3.3.7.1 Lifetime タイムアウトによる解除 

 Mobile IP登録時にMobile IP登録が有効である時間を Lifetimeとして設定し、その Lifetimeが経過した時

点で home agentの mobility bindingおよび foreign agentの visitor listからの entry情報が消滅する。このとき、

mobile nodeはホームルータの固定接続点へ戻ったものとみなされる。（長時間の mobility bindingの存在は、

なりすまし等のセキュリティ攻撃を受けやすくなるため、mobile node は Lifetime が経過する前に、再度、

Mobile IP 登録を行い秘密情報等をリフレッシュする必要がある。なお、Lifetime は 900 秒をデフォルト値

とする。） 

 

 foreign agentの visitor listから mobile nodeの entry情報が消滅すると、サービングルータは BSCとの間の

ネットワークインタフェースレイヤのリンクを切断し、BSC は該当の移動機に対してパケット切断要求を

送信し、MSC へパケット通信解除要求を送信する。また BSC は BSC 内に登録されているパケット呼び出

しエリアおよび移動機の UPCH上での状態を消去し LAPDMリンクを解放する。 

 

 BSCからパケット通信解除要求を受信した MSCは HLR へパケット通信解除要求を送信し、HLR では該

当移動機のパケット呼び出しエリア情報を消去し HLR から MSC へパケット通信解除応答を送信し、MSC

は BSCへパケット通信解除要求を送信する。 

 

 移動機はパケット通信切断要求を受信すると LAPDM プロセスを解放しパケット通信切断確認を送信す

る。また、mobile nodeへ mobile node－移動機間インターフェースを通してパケット通信不可通知を行う。 

 

 なお、ホームアドレスがバーチャルホームアドレスの場合には Lifetime のタイムアウトにより Mobile IP

登録が解除されると着信パケットの転送先が無くなるので home agent においてすべての着信パケットを廃

棄し ICMPメッセージを送信もとへ返送する。 
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3.3.7.2 mobile nodeがホームへ戻った場合の解除 

 home agentも foreign agentと同様、ICMP Router Discovery機能をもつので mobile nodeがホームセグメン

トに接続されたとき、mobile nodeからの ICMP router solicitation messageに対して advertisement messageで

応答する。mobile nodeは自分の home agentアドレスと ICMP router advertisement messageで応答された IPア

ドレスを比較することにより、一致すればホームへ戻ったものと判定する。なお、物理的条件等（LAN 接

続と無線接続の違い等）からこのような判定を必要としない場合（人為的な操作を介在させる等）は、こ

の動作は不要である。 

 

 ホームへ戻った mobile node は Lifetime=０の Mobile IP 登録要求を home agent へ送出することにより、

mobility bindingを解消する。 なお、 foreign agentの visitor listの entry情報は Lifetime経過時に自然消滅す

る。 

 

 foreign agentの visitor listから mobile nodeの entry情報が消滅した後の手順は前項と同様の手順とする。 

 

3.3.8 チャンネル切り替え 

3.3.8.1 手順の概要 

 移動機が端末登録エリア内を移動して UPCH を切り替える場合は使用するパケットチャンネルの再登録

を行うパケットチャンネル登録手順のみが実行され、mobile node－サービングルータ間のデータパス、

Mobile IP登録状態は維持される。一方、移動機が端末登録エリアをまたがって移動し UPCHを切り替える

場合は mobile node－サービングルータ間のデータパスの再設定を行うためにパケット通信登録手順を実行

し、さらにMobile IPの再登録を実行する。 

 

3.3.8.2 端末登録エリア内チャンネル切り替え手順（パケットチャンネル登録） 

 移動機は UPCH のチャンネル切り替えが必要であると認識すると、切り替え先 UPCH 上でパケットチャ

ンネル登録要求を送出する。BSCはパケットチャンネル登録要求を受信すると SMSI（MSI）と UPCHの組

み合わせリストの変更を行い、該当 MSI のパケット呼び出しエリア情報の更新を行う。ただし、mobile 

nodeとサービングルータ間のデータパス、およびMobile IP登録はそのまま継続する。 

 

 MSCは BSCからパケットチャンネル登録要求を受信すると、移動機の認証およびパケット呼び出しエリ

ア情報更新を行うために HLRへパケットチャンネル登録要求メッセージ送信し、HLRでは受信したパケッ

ト通信登録要求メッセージに含まれる MSI、PAI から該当 MSI のパケット呼び出しエリア情報の更新を行

い、加入者認証キー、移動機認証キーパラメータを含むパケットチャンネル登録応答メッセージを返送す

る。 

 

 MSCでは HLRからパケットチャンネル登録応答メッセージを受信すると認証手順を実行し、認証 OKで

あると移動機へパケットチャンネル登録応答を返送しチャンネル切り替えを完了する。 
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3.3.8.3 端末登録エリア間チャンネル切り替え手順（パケット通信登録） 

 移動機はチャンネル切り替え先を実行する際に端末登録エリアをまたがると認識すると旧 UPCH 上の

LAPDM リンクを切断する。BSC は同 LAPDM の切断に呼応してサービングルータとのネットワークイン

ターフェースレイヤーコネクションを切断し、該当移動機のパケット呼び出しエリア情報、パケット通信

モード／パケット待ち受けモードの状態情報を消去する。さらに BSC は MSC に対してパケット通信登録

解除要求を送信し、MSC は HLR へパケット通信解除要求し該当移動機のパケット呼び出しエリア情報を

消去し、パケット通信解除応答を HLRからMSC、MSCから BSCへ送信する。 

 

 また、移動機はエアーインターフェースにおいてリンク切断が発生したことを移動機－mobile node 間の

インターフェースによって mobile nodeへ通知する。 

 

 移動機は旧 UPCH上の切断処理を終了した段階で mobile node側から引き続きパケット通信開始要求を検

出すると、切り替え先 UPCH へパケット通信登録を送信する。以降、パケット通信開始時のパケット通信

登録手順と同様に認証を行い mobile node－サービングルータ間のデータパスが確立された後、通常の

Mobile IP登録を実行する。 

 

3.3.9 mobile nodeの事業者間ローミング 

3.3.9.1 手順の概要 

 Mobile IP プロトコルは全世界共通のプロトコルであるため、ローミング先網に在圏する mobile node か

らホーム網のホームルータへ網間Mobile IP登録を行えば容易にローミングを実現することができる。なお、

ローミングサービス提供に際して、他事業者管理の mobile node に対してローミングを許容しない場合は、

ローミングイン mobile node からホーム網への Mobile IP 登録の規制が必要となるが、これはパケットフィ

ルタリング等の通常のインターネット技術で規制可能なことから mobile node のローミングを規制する手順

は本書の規定範囲外とする。 

 

3.3.9.2 網間Mobile IP登録手順 

 網間で実行する Mobile IP 登録手順も網内で実行する Mobile IP 登録手順と同様である。また、PDC パ

ケット通信を行うための移動機のローミング手順は、音声通信の網間ローミング手順と同様である。 

 

3.3.10 IPパケット通信記録情報転送 

 mobile nodeの IPパケット通信記録情報はサービングルータで記録しアカウンティングサーバで集計する。

本機能はインプリメンターズマターとし本仕様書の範囲外とする。ただし、mobile node が網間ローミング

をした場合にはローミング先網のサービングルータで以下の情報を取得しホーム網へ通知することとす

る； 
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－ホーム IPアドレス 

－Mobile IP登録要求メッセージ 

－Mobile IP登録応答メッセージ 

－Mobile IP登録開始時間 

－Mobile IP登録終了時間（Lifetime終了時間） 

－送信パケット数 

－受信パケット数 

－送信オクテット数 

－受信オクテット数 

 

（参考：NAS(Network Access Server)－アカウントサーバ間の情報転送プロトコル（RADIUS）の技術開発が

IETF において進行中であり、サービングルータ－アカウントサーバ間プロトコルとして利用可能であ

る。） 

 

3.4 Mobile IP信号フォーマット 

3.4.1 プロトコルアーキテクチャ 

 各ノード間のプロトコルアーキテクチャーは図 3-12/JJ-70.20のとおり。 

 

 

図 3-12/JJ-70.20 PDCパケットデータネットワーク（Mobile IP編）アーキテクチャー 

 

 

3.4.1.1 mobile node（DTE）－サービングルータ間（ネットワークインターフェースレイヤー） 

 mobile node （DTE）－サービングルータ間のネットワークインターフェースレイヤプロトコルとして

PPPプロトコルを使用する。 

 

3.4.1.2 mobile node（DTE）－サービングルータ－ホームルータ間（ネットワークアプリケーション） 

 IPレベルでのモビリティを管理するため、mobile node（DTE ）- サービングルータ - ホームルータ間で

Mobile IPプロトコルを使用する。 

 

3.4.1.3 移動機 - BSC間（エアーインターフェース） 

 無線区間は PDCパケットデータ通信機能の仕様を含む、ARIB  STD-27に準拠する。 

 

PPP(IP) 

STD-27 L1 

LAPDM 

BS または BSC Serving Router Home Router 

Mobile IP  

protocol 

MM RT CC 

Mobile IP protocol 

LAPDM 

TCP/UDP 

Mobile IP   
protocol 

TCP/UDP 

Mobile IP protocol 

TCP/UDP TCP/UDP 

IP IP PPP(IP) 

ネットワーク  
インタフェース層 

物理層 物理層 物理層 物理層 

Application 

PPP(HDLC) 

PPP(IP)  

(HDLC) 
ネットワーク  
インタフェース層 

ネットワーク  
インタフェース層 

ネットワーク  
インタフェース層 

Mobile node PDC 移動機 

PPP(IP) 
MM RT CC 

PPP(IP) PPP(IP) 

物理層 物理層 STD-27 L1 

IP 

TCP/UDP 

Application 

Host 

物理層 

ネットワーク  
インタフェース層 

注：図中の BSC は PDC パケットデータネットワークを実現するための例とする。 
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3.4.1.4 サービングルータ - ホームルータ間（ネットワークレイヤー） 

 サービングルータ 以降インターネットへ至るネットワークレイヤープロトコルは IP を基本とするが、

mobile node（DTE）－サービングルータ間のネットワークインターフェースレイヤーとして PPP プロトコ

ルを利用することにより、CLNP をはじめとする各種汎用プロトコルの伝送が可能である。TCP/UDP－IP

以外のプロトコルの利用はインプリメンターズマターとする。また、BSC - サービングルータ間、サービ

ングルータ - ホームルータ間それぞれの区間の物理層、ネットワークインターフェース層のプロトコルは

インプリメンターズマターとする。 

 

3.4.2 Agent Solicitation/Advertisementメッセージフォーマット 

3.4.2.1 Agent Solicitationメッセージフォーマット 

 Agent Solicitationメッセージ（ICMPパケット）フォーマットを図 3-13/JJ-70.20に示す。 

 

0 1 2 3 

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ －－－ 

| Protocol | PPP Header 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 1 

|Version| IHL |Type of Service| Total Length | IP Header 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

| Identification |Flags| Fragment Offset | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|  Time to Live |    Protocol   | Header Checksum | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

| Source Address | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

| Destination Address | 20 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－  

|      Type     |       Code     |           Checksum            | ICMP Router 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ Solicitation 

| Reserved | Message 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 8 

 

計 29 

 

図 3-13/JJ-70.20 ICMP Router Solicitation Message Format 
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(a) PPPヘッダ詳細     

      

 Protocol  0x21 （IP） ただし、PPPヘッダは PFC(Protocol Field 

 Compression)-onおよび ACFC-onにて使用する。 

      

(b) IPヘッダ詳細     

      

 Version  4 （IP version番号） 

     

 IHL  5 （Internet Header Length in 32bits word) 

      

 Type Of Service 0x00 （通常）  

      

 Total Length 18 （IPヘッダを含むデータ長） 

      

 Identification 可変 （fragments実施時の ID）  

      

 Flags 3ビット 000 Bit 0: reserved must be 0 

    Bit 1: Fragment可＝0 Fragment不可＝1 

    Bit 2: Last Fragment＝0 More Fragment＝1 

      

 Fragment Offset オフセット値   

      

 Time to Live 1   

      

 Protocol  0x00 （ICMP）  

      

 Header Checksum 計算結果   

      

 Source Address Home Address   

      

 Destination Address 224.0.0.11   

      

(c) ICMP Router Solicitation Message詳細   

      

 Type  10   

      

 Code  0   

      

 Checksum  計算結果 （ICMPタイプから始まる ICMPメッセージの 16 

  ビットの 1の補数の和の 1の補数） 

      

 reserved  0 （受信側では無視される） 
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3.4.2.2 Agent Advertisementメッセージフォーマット 

 Agent Advertisementメッセージ（ICMPパケット）フォーマットを図 3-14/JJ-70.20に示す。 

 

 0                   1                   2                   3 

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 

                                                |    Protocol   | PPP Header 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 1 

|Version|  IHL  |Type of Service|          Total Length         |   IP Header 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|         Identification        |Flags|     Fragment Offset     | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|  Time to Live |    Protocol    |        Header Checksum       | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                        Source Address                         | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                      Destination Address                      |        20 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 

|      Type      |      Code     |           Checksum           | ICMP Adver- 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+   tisement 

|    Num Addrs   |ADDr Entry Size|           Lifetime           |    Message 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－  8 

|      Type      |     Length    |        Sequence Number       |   Mobile 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+   Service 

|      Registration Lifetime    |R|B|H|F|M|G|V|    reserved     | Extension 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                       care-of address                         |        12 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 

 

計     41 

図 3-14/JJ-70.20 Agent Advertisement Message Format 
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(a) PPPヘッダ詳細   

    

Protocol 0x21 （IP） ただし、PPPヘッダは PFC(Protocol Field Compression)-on

   および ACFC-onにて使用する。 

    

(b) IPヘッダ詳細   

    

Version 4 （IP version番号） 

    

IHL 5 （Internet Header Length in 32bits word） 

    

Type Of Service 0x00 （通常）  

    

Total Length 40 （IPヘッダを含むデータ長（バイト）） 

    

Identification 可変 （fragments実施時の ID） 

    

Flags  3ビット 000 Bit 0: reserved must be 0 

  Bit 1: Fragment可＝0 Fragment不可＝1 

  Bit 2: Last Fragment＝0 More Fragment＝1 

    

Fragment Offset オフセット値  

    

Time to Live 1   

    

Protocol 0x00 （ICMP）  

    

Header Checksum 計算結果   

    

Source Address サービングルータ Address 

    

Destination Address Agent Solicitationの Source Address 

    

(c) ICMP Router Advertisement Message詳細 

    

Type 9   

    

Code 16   

    

Checksum 計算結果 （ICMP タイプから始まる ICMP メッセージの 16 ビットの 1 の補数

の和の 1の補数） 

    

Num Addr 0 （このメッセージで広告される Router  addressの数） 
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Addr Entry Size 2 （各ルータアドレス毎の情報ワード(32bits)数） 

    

Lifetime 可変 （Router Advertisementが有効である時間） 

    

(d) Mobile Service Extension詳細 

    

Type 16   

    

Length 10   

    

Sequence Number 可変 （該当 foreign agentが立ち上がってから送信した Agent Advertisement

  メッセージの総数） 

    

Registration Lifetime 900 デフォルト（Mobile IP登録要求で提供される Lifetimeの値、なお、 

  オール 1は無限時間） 

    

R Registration Bit 0；該 foreign agent経由のMobile IP登録不要 

 1；登録必須  

    

B Busy Bit 0；登録受け付け可 （Fビットがセットされていない場合、Bビットは常に 0）

 1；受け付け不可  

    

H home agent Bit 0；home agent機能を提供しない 

 1；提供する  

    

F foreign agent Bit 0；foreign agent機能を提供しない 

 1；提供する  

    

M Minimal encapsulation Bit  0；Minimal encapsulationを提供しない 

  1；提供する 

    

G GRE encapsulation Bit  0；GRE encapsulationを提供しない 

  1；提供する 

    

V Van Jacobson Bit 0；VJヘッダ圧縮を提供しない 

 1；提供する  

    

reserved オール 0   

    

care-of address foreign agentの care-of address 

 

（注）各情報ビットのアンダーバー表示は推奨値を示す。 
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3.4.3 Mobile IPプロトコルメッセージフォーマット 

3.4.3.1 Mobile IP登録要求メッセージフォーマット 

 Mobile IP登録要求メッセージフォーマットを図 3-15/JJ-70.20に示す。 

 

 0                   1                   2                   3 

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 

                                               |     Protocol   |  PPP Header 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－ 1 

|Version|  IHL  |Type of Service|          Total Length         |  IP Header 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|        Identification         |Flags|     Fragment Offset     | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|  Time to Live |    Protocol   |        Header Checksum        | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                        Source Address                         | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                     Destination Address                       |      20 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－  

|          Source Port          |        Destination Port       |  UDP Header 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|             Length            |            Checksum           |       8 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 

|     Type      |S|B|D|M|G|V|rsv|            Lifetime           |  mobile-IP 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ registration 

|                         Home  Address                         | request 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

 

図 3-15/JJ-70.20 Registration Request Format（１／２） 
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 0                   1                   2                   3 

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 

|                           Home Agent                          | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                        Care of Address                        | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                                                               | 

+                         Identification                        + 

|                                                               |      24 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 

|      Type      |    Length    |             SPI･･･                mobile-IP 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  Mobile-Home 

         ･･･SPI(cont.)          |        Authenticator ･･･         Authentication 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

                       ･･･Authenticator･･･ 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

                       ･･･Authenticator･･･ 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

                       ･･･Authenticator･･･ 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

       ･･･Authenticator         |                                       22 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+                －－－ 

 

                                                             計        75 

図 3-15/JJ-70.20 Registration Request Format（２／２） 
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(a) PPPヘッダ詳細   

    

Protocol 21 （IP） ただし、PPPヘッダは PFC(Protocol Field Compression)-on

 および ACFC-onにて使用する。 

    

(b) IPヘッダ詳細   

    

Version 4 （IP version番号） 

    

IHL 5 （Internet Header Length in 32bits word) 

    

Type Of Service 0x00 （通常）  

    

Total Length 74 （IPヘッダを含むデータ長（バイト）） 

    

Identification 可変 （fragments実施時の ID） 

    

Flags  3ビット 000 Bit 0: reserved must be 0 

  Bit 1: Fragment可＝0 Fragment不可＝1 

  Bit 2: Last Fragment＝0 More Fragment＝1 

    

Fragment Offset 可変   

    

Time to Live 64   

    

Protocol 17 （UDP）  

    

Header Checksum 計算結果   
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Source Address  Home Address 登録要求パケットがサービングルータで処理され、 

ホームルータへ送出されるときは foreign agent address

 が挿入される。 

   

Destination Address サービングルータ (foreign agent) addressサービングルータで処理され、 

ホームルータ(foreign agent address)へ送出されるときは 

ホームルータ(agent) addressがオリジナル registration 

messageからコピーされる。 

   

(c) UDPヘッダ詳細  

   

Source Port 任意  （発信元ポート番号） 

   

Destination Port 434  

   

Length 54  （UDPヘッダを含むデータ長（バイト）） 

   

Checksum 計算結果  
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(d) Mobile IP登録要求メッセージ詳細 

   

Type 1 （登録要求） 

   

SSimultaneous 0；すでに登録されている mobility bindingを保持することを要求しない 

Bindings 1；要求する 

   

BBroadcast datagrams 0；ホームネットワークにおけるすべてのブロードキャストパケットを転送する 

 ことを要求しない 

 1；要求する 

   

DDecapsulation by 0；mobile node内で care-of address宛のパケットをデーキャプスレーションしない

mobile node 1；する  

   

MMinimal encapsulation 0；minimal encapsulationを要求しない 

 1；要求する 

   

GGRE encapsulation 0；GRE（Generic Routing Encapsulation）を要求しない 

 1；要求する 

   

revd reserve bits すべて 0を挿入する。 

   

Lifetime 900 （mobile IP登録の有効時間、0は登録解除要求、オール 1は無限時間）

   

Home Address mobile nodeのホーム address 

   

home agent  home agent address 

   

Care-of address トンネルの終端 IP address 

   

Identification mobile nodeで生成する 64ビットの時刻情報、成りすまし攻撃を排除するために 

 利用する。詳細は 3.9(2)項参照 

   

（注）各情報ビットのアンダーバー表示は推奨値を示す。 

   

(e) Mobile－Home認証 Extension詳細 

   

Type 32  

   

Length 20 (Extensionのバイト長） 

   

SPI 曖昧な 0以外の数値 （Security Parameter Index） 

   

Authenticator 3.9(3)項により生成された digest情報（2または 16バイト） 
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3.4.3.2 Mobile IP登録応答メッセージフォーマット 

 Mobile IP登録応答メッセージフォーマットを図 3-16/JJ-70.20に示す。 

 

 0                   1                   2                   3 

 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 

                                               |    Protocol    |  PPP Header 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－        1 

|Version|  IHL  |Type of Service|          Total Length         |   IP Header 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|         Identification        |Flags|     Fragment Offset     | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|  Time to Live |   Protocol   |        Header Checksum         | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                         Source Address                        | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                      Destination Address                      |             20 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－  

|           Source Port        |        Destination Port        |    UDP Header 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|             Length           |            Checksum            |              8 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 

|      Type      |     Code    |            Lifetime            |  mobile-IP 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ registration 

|                          Home  Address                        | reply 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                            Home Agent                         | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

 

図 3-16/JJ-70.20 Registration Reply Message Format（１／２） 
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0                   1                   2                   3 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                                                               | 

+                        Identification                         + 

|                                                               |             20 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 

|      Type      |     Length     |               SPI･･･               mobile-IP 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  Mobile-Home 

・・・SPI(cont.) | Authenticator・・・ 

Authentication 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

･･･Authenticator･･･ 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

･･･Authenticator･･･ 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

･･･Authenticator･･･ 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

･･･Authenticator        |                                         22 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+                 －－－ 

計        71 

 

図 3-16/JJ-70.20 Registration Reply Message Format（２／２） 
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(a) PPPヘッダ詳細   

    

Protocol 21 （IP） ただし、PPPヘッダは PFC(Protocol Field Compression)-on 

 および ACFC-onにて使用する。 

    

(b) IPヘッダ詳細   

    

Version 4 （IP version番号） 

    

IHL 5 （Internet Header Length in 32bits word) 

    

Type Of Service 0x00 （通常）  

    

Total Length 70 （IPヘッダを含むデータ長（バイト）） 

    

Identification 000 （fragments実施時の ID） 

    

Flags  3ビット 000 Bit 0: reserved must be 0 

Bit 1: Fragment可＝0 Fragment不可＝1 

Bit 2: Last Fragment＝0 More Fragment＝1 

    

Fragment Offset オフセット値  

    

Time to Live 64   

    

Protocol 17 （UDP）  

    

Header Checksum 計算結果   

    

Source Address 登録要求 IPパケットの Destination Addressをコピーする 

    

Destination Address 登録要求 IPパケットの Source Addressをコピーする 

    

(c) UDPヘッダ詳細   

    

Source Port 任意 （発信元（home agent)ポート番号） 

    

Destination Port 登録要求 IPパケットの Source port番号をコピーする 

    

Length 50 （UDPヘッダを含むデータ長（バイト）） 

    

Checksum 計算結果   
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(d) mobile IP登録応答メッセージ詳細 

   

Type 3 （登録応答） 

   

Code Registration successful: 

   

0 registration accepted 

1 registration accepted,,but simultaneous mobility bindings unsupported 

   

Registration denied by the foreign agent: 

   

64 reason unspecified 

65 administratively prohibited 

66 insufficient resources 

67 mobile node failed authentication 

68 home agent failed authentication 

69 requested Lifetime too long 

70 poorly formed Request 

71 poorly formed Reply 

72 requested encapsulation unavailable 

73 requested Van Jacobson compression unavailable 

80 home network unreachable (ICMP error received) 

81 home agent host unreachable (ICMP error received) 

82 home agent port unreachable (ICMP error received) 

88 home agent unreachable (other ICMP error received) 

   

Registration denied by the home agent: 

   

128 reason unspecified 

129 administratively prohibited 

130 insufficient resources 

131 mobile node failed authentication 

132 foreign agent failed authentication 

133 registration Identification mismatch 

134 poorly formed Request 

135 too many simultaneous mobility bindings 

136 unknown home agent address 
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Lifetime 900  （デフォルト） mobile IP登録の有効時間（秒単位）を指定する。0は 

登録解除要求、オール 1は無限時間。 

Home Address mobile node address 

   

home agent  home agent address 

   

Identification 登録メッセージからのコピー mobile nodeにおいて送出した登録要求の

I Dとの比較に使用する。 

   

(e) Mobile－Home認証 Extension詳細 

   

Type 32  

   

Length 20 （length field以降 Extensionのバイト長） 

   

SPI 曖昧な 0以外の数値 （Security Parameter Index） 

   

Authenticator 3.9(3)項により生成された digest情報（16バイト） 
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3.4.4 IP in IP パケットフォーマット 

 ホームルータ（home agent）からサービングルータ（foreign agent）へ着信 IPパケットを転送する場合に

使用する。 

 

(a) Outer IPヘッダ詳細 

   

Version 4 （IP version番号） 

   

IHL 5 （IP Header Length in 32 bits words) 

   

Type Of Service inner IPヘッダからのコピー 

   

Total Length 40 + データ長 （IPヘッダを含むデータ長） 

   

Identification 可変 （fragments実施時の ID） 

   

Flags 3ビット 000 Bit 0: reserved must be 0 

Bit 1: Fragment可＝0 Fragment不可＝1 

Bit 2: Last Fragment＝0 More Fragment＝1 

   

Fragment Offset オフセット値 

   

Time to Live 64 トンネルで inner IPパケットを運ぶために必要な値 

   

Protocol 4 encapsulation protocol 

   

Header Checksum 計算結果  
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0                   1                   2                   3 

0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 2 3 4 5 6 7 8 9 0 1 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－ 

|Version|  IHL  |Type of Service|         Total Length          | Outer 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ IP Header 

|         Identification        |Flags|     Fragment Offset     | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|  Time to Live |    Protocol   |       Header Checksum         | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                        Source Address                         | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                     Destination Address                       |         20 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－  

|Version|  IHL  |Type of Service|         Total Length          | Inner 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ IP Header 

|        Identification         |Flags|     Fragment Offset     | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|  Time to Live |    Protocol   |       Header Checksum         | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                         Source Address                        | 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

|                      Destination Address                      |         20 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+  －－－  

                          データ（payload）・・・ 

+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+-+ 

 

計      40 

＋ データ 

図 3-17/JJ-70.20 IP in IP Packet Format 

 

Source Address home agent address （トンネルのスタートポイント） 

   

Destination Address foreign agent address （トンネルのエンドポイント） 

   

データ（payload） inner IPパケットで運ばれてきたデータ 
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3.5 MAPオペレーション 

 Mobile IP編のために追加するMAP標準オペレーション、MAP標準パラメータを規定する。 

 

3.5.1 標準オペレーション一覧 

3.5.1.1 パケット通信登録 

 

表 3-1/JJ-70.20 パケット通信登録 

 

パケット通信登録 Timer=0 class=1 code=00000100 

起動時に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 
MSN 
MSI 
PAI 
PRN 

 必須 
必須 
必須 
必須 

JJ-70.10参照 
JJ-70.10参照 

3.5.2.3 
JJ-70.10参照 

応答結果に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 
発信情報 
加入者認証キー 
移動機認証キー 

 必須 
必須 
必須 

JJ-70.10参照 
JJ-70.10参照 
JJ-70.10参照 

リンクするオペレーション    
無し    

エラー   参考 
イリーガル 
メモリーエラー 

  JJ-70.10参照 
JJ-70.10参照 

 

 



 

 - 107 - ＪＪ－７０．２０ 

3.5.1.2 パケット通信登録解除 

 

表 3-2/JJ-70.20 パケット通信登録解除 

 

パケット通信登録 Timer=0 class=1 code=00000100 

起動時に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 
MSN 
MSI 

 必須 
必須 

JJ-70.10参照 
JJ-70.10参照 

応答結果に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 
加入者認証キー 
移動機認証キー 

 必須 
必須 

JJ-70.10参照 
JJ-70.10参照 

リンクするオペレーション    
無し    

エラー   参考 
イリーガル 
メモリーエラー 

  JJ-70.10参照 
JJ-70.10参照 
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3.5.1.3 パケットチャンネル登録 

 

表 3-3/JJ-70.20 パケットチャンネル登録 

 

パケットチャネル登録 Timer=0 class=1 code=00000110 

起動時に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 
MSN 
MSI 
PAI 
PRN 

 必須 
必須 
必須 
必須 

JJ-70.10参照 
JJ-70.10参照 

3.5.2.3 
JJ-70.10参照 

応答結果に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 
発信情報 
加入者認証キー 
移動機認証キー 

 必須 
必須 
必須 

JJ-70.10参照 
JJ-70.10参照 
JJ-70.10参照 

リンクするオペレーション    
無し    

エラー   参考 
イリーガル 
メモリーエラー 

  JJ-70.10参照 
JJ-70.10参照 
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3.5.1.4 網間位置登録 

 

表 3-4/JJ-70.20 網間位置登録 

 

網間位置登録 Timer=6 class=1 code=11100001 

起動時に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 

MSN 

MSI 

PON 

GLR番号 

 必須 

必須 

必須 

必須 

JJ-70.10参照 

JJ-70.10参照 

JJ-70.10参照 

JJ-70.10参照 

応答結果に含まれるパラメータ  必須／オプション 参考 

発信情報 

着信情報 

加入者認証キー 

移動機認証キー 

移動機情報 

パケット通信情報 

NIDリスト 

 必須 

必須 

必須 

必須 

必須 

オプション 

オプション 

JJ-70.10参照 

JJ-70.10参照 

JJ-70.10参照 

JJ-70.10参照 

JJ-70.10参照 

3.5.2.4 

3.5.2.1 

リンクするオペレーション    

無し    

エラー   参考 

イリーガル 

メモリーエラー 

  JJ-70.10参照 

JJ-70.10参照 
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3.5.2 標準パラメータ一覧 

3.5.2.1 NIDリスト [タグコード=10011111+00111111] 

 NIDリストは NIDのセットを含む。 

 

3.5.2.2 NID [タグコード=10011111+01000000] 

 NIDはパケット通信をする NIMを識別する番号である。本パラメータは可変長である。 

 

第1アドレス情報

第3アドレス情報第4アドレス情報

第2アドレス情報

12345678

1

2
 

 

図 3-18/JJ-70.20  NIDパラメータフィールド 

 

 アドレス情報のコーディングはMSNのアドレス情報のデジットのコーディングに従う。 

 

3.5.2.3 PAI [タグコード=10011111+01000001] 

 PAI は移動機が在圏するパケット通信エリアを識別する番号である。本パラメータは 2 オクテットであ

る。 

 

12345678

1

2
PAI

 
 

図 3-19/JJ-70.20 PAIパラメータフィールド 

 

3.5.2.4 パケット通信情報 [タグコード=10011111+00111110] 

 加入者のパケット通信に関する情報を示す。本パラメータは 1オクテットである。 

 

12345678

1

i)　パケット通信許容／非許容表示 
　0：パケット通信非許容 
　1：パケット通信許容

i)

 
 

図 3-20/JJ-70.20 パケット通信情報パラメータフィールド 
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3.6 シーケンス 

3.6.1 Mobile IP登録／ IPパケット送・受信／ Mobile IP解除シーケンス 

 Mobile IP登録／ IPパケット送・受信／ Mobile IP解除シーケンスを図 3-21/JJ-70.20に示す。 

 

3.6.2 網側からのMobile IP登録解除シーケンス  

 網側からのMobile IP登録解除シーケンスを図 3-22/JJ-70.20に示す。 

 

3.6.3 パケット待ち受け中のパケット着信シーケンス 

 パケット待ち受け中のパケット着信シーケンス図 3-23/JJ-70.20を示す。 

 

3.6.4 端末登録エリア間チャンネル切り替えシーケンス 

 高速モード時の端末登録エリア間チャンネル切り替えシーケンスを図 3-24/JJ-70.20 に示す。また、通常

モード時の端末登録エリア間チャンネル切り替えシーケンスを図 3-25/JJ-70.20に示す。 

 

3.6.5 端末登録エリア内チャンネル切り替えシーケンス 

 高速モード時の端末登録エリア内チャンネル切り替えシーケンスを図 3-26/JJ-70.20 に示す。また、通常

モード時の端末登録エリア内チャンネル切り替えシーケンスを図 3-27/JJ-70.20に示す。 

 

3.6.6 パケット通信中音声着信シーケンス 

 パケット通信中音声着信シーケンスを図 3-28/JJ-70.20に示す。 

 

3.6.7 パケット待ち受け中音声着信シーケンス 

 パケット待ち受け中音声着信シーケンスを図 3-29/JJ-70.20に示す。 

 

3.6.8 パケット通信中／パケット待ち受け中 音声着信拒否シーケンス（参考） 

 参考として、パケット通信中／パケット待ち受け中 音声着信拒否シーケンスを図 3-30/JJ-70.20 に示す。 

 

3.6.9 Mobile nodeの事業者間ローミングシーケンス 

 Mobile nodeの事業者間ローミングシーケンスを図 3-31/JJ-70.20に示す。 
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mobile node  
(DTE) 移動機 BSC＊1 MSC 

Serving  
Router 

Home  
Router 

Gateway  
Router 

Gateway  
Router 

Router Corresponding  
node 

パケット通信開始要求
UI（－、パケット通信登録要求、－）

UI（－、認証要求、－）

UI（－、認証応答、－）

UI（－、パケット通信登録応答、－）

パケット通信可通知

PPP コネクション設定

(ICMP Router Solicitation)

(ICMP Router  Advertisement)

Mobile IP 登録要求 

Mobile IP 登録応答 
mobile IP 加入者認証

SABME 

UA 

パケット通信停止要求

パケット通信不可通知

UI（－、パケット通信登録解除要求、－）

UI（－、認証要求、－）＊2

UI（－、認証応答、－）＊2

UI（－、パケット通信登録解除応答、－）

内／外インターネット

移動機認証 

移動機認証 

HLR-(P/T) 

パケット通信登録要求

認証要求 

認証応答 

パケット通信登録応答

BSC－Serving Router間リンク確立

ユーザデータ（IPパケット）

ユーザデータ(IP in IP)

パケット通信登録解除要求

パケット通信登録解除応答

認証要求＊2 

認証応答＊2 

BSC－Serving Router間リンク解放

ユーザデータ（IPパケット）

パケット通信登録要求

パケット通信登録応答

パケット通信登録解除要求

パケット通信登録解除応答

他事業者パケットデータ 
ネットワーク 

＊2：パケット通信登録解除の際の認証手順はオプションとする。

図 3-21/JJ-70.20 Mobile IP 登録シーケンス／パケット送・受信シーケンス／mobile node 側からの Mobile IP 登録解除シーケンス 

＊1：BSC は PDC パケットデータネットワークを実現するための例とする。

mobile node－移動機間
インタフェースで通知
する。 BSC－Serving Router間のネットワー 

クインターフェースレイヤのプロトコ 
ルは事業者固有とする。Serving  
Routerはリンクを特定するための情報 
を記録する。 

Mobile IP登録が完了すると 
Home Agentにmobility  
bindingが、Foreign Agentに
visitor list enty情報が生成さ 
れる。

パケット通信中／待ち受けモード 
で音声着信を可能ﾆするために、 
UPCH在圏エリアの登録を行う。 

チャネル情報、パケット
呼び出しエリア、移動機
の状態を新規登録する。

mobile nodeはmobile IP登録
応答待ちタイムアウト時、
同一のMobile IP登録要求
メッセージを再送する。 
 

パケットはインターネットを構成す 
るISPのルーティングポリシーに従 
いGateway Routerを中継して送受信 
される。また、Gateway Router以降 
は自律システム(AS)内の統一ルーテ
ィングプロトコルで宛先（この場合 
Home Router）Routerへ到達する。 

Home Routerに到着したパケ 
ットはmobility binding情報に
よりCare-of addressのIPパケ 
ットにエンキャプセレーショ
ンされてServing Routerへ転 
送される。 

送信パケットはHome Routerを中継
せずにそのまま、Gatewayを経由し 
て送信される。なお、パケットの宛 
先が自IPパケット網内の場合は、自
律システム(AS)内の統一ルーティン
グプロトコルで宛先Routerへ到達す
る。

mobile node-Serving Router間
は常時リンクが設定されている 
ので、Serving Routerへ到達／ 
送りだすパケットはそのリンク 
を中継して運ばれる。 

チャネル情報、パケット
呼び出しエリア、移動機
の状態を消去する。

visitor list entry情報のlink-layer  
source addressを消去し、visitor list 
enty情報はライフタイムがタイムア 
ウトした時点で消去する。

・PPPを使用。  
・ICMP Router Solicitation/  
Advertisementはmobile 
nodeがmobile IP登録に必要
な情報を保持している場合 
は不要。 

UPCH 在圏エリアの 
登録解除 
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mobile node  
(DTE) 移動機 BSC＊ MSC 

Serving  
Router 

Home  

Router 

Gateway  

Router 

Gateway  

Router 

Home  
Router 

Corresponding  

node 

パケット通信不可通知 

内／外インターネット

HLR-(P/T) 

BSC－Serving Router間リンク解放 

他事業者パケットデータ 
ネットワーク 

UI（－、パケット通信切断要求、－） 

UI（－、パケット通信切断確認、－） 

パケット通信不可通知 

BSC－Serving Router間リンク解放

UI（－、パケット通信切断要求、－） 

UI（－、パケット通信切断確認、－） 

パケット通信中 

パケット通信中 

a) Lifetime タイムアウトによる Mobile IP 登録解除 

c) BSC 起動による Mobile IP 登録解除 

b) Lifetime =0 の Mobile IP 登録要求メッセージ送信による Mobile IP 登録解除 

パケット通信中 

Mobile IP登録要求（Lifetime =0） 

Mobile IP加入者認証 

Mobile IP登録応答（Lifetime =0） 

BSC－Serving Router間リンク解放

パケット通信不可通知 

UI（－、パケット通信切断確認、－） 

図 3-22/JJ-70.20 網側からの Mobile IP 登録解除シーケンス 

パケット通信登録解除要求 
パケット通信登録解除要求 

パケット通信登録解除応答 
パケット通信登録解除応答 

パケット通信登録解除要求 
パケット通信登録解除要求

パケット通信登録解除応答 
パケット通信登録解除応答 

パケット通信登録解除要求
パケット通信登録解除要求

パケット通信登録解除応答 
パケット通信登録解除応答 

＊：BSC は PDC パケットデータネットワークを実現するための例とする。

UI（－、パケット通信切断要求、－） 

チャネル情報、パケット 
呼び出しエリア、移動機 
の状態を消去する。 

チャネル情報、パケット 
呼び出しエリア、移動機 
の状態を消去する。 

BSC起動によって 
Serving Routerと 
のリンクを切断す
るケース 

チャネル情報、パケット 
呼び出しエリア、移動機 
の状態を消去する。 

UPCH在圏エリアの 
登録解除 

UPCH在圏エリアの
登録解除

UPCH在圏エリアの
登録解除

Home Agent の 
mobility binding を 
消去する。

Serving Router－BSC間のリンク 
を切断し、PPPリンクプロセスと
visitor list entry情報も消去する。 

visitor list entry情報のlink-layer  
source addressを消去し、visitor list 
enty情報はライフタイムがタイムア
ウトした時点で消去する。 

Serving RouterにてLifetimeがタ 
イムアウトするとBSCとのリン 
クを切断する。また、PPPリン 
クプロセスとvisitor list entry情報 
も消去する。

BSC－Serving Router間のリンク 
が障害等で切断された場合にも 
同様のシーケンス手順でパケッ 
ト通信が切断される。

BSC－Serving Router間のリンク 
が障害等で切断された場合にも 
同様のシーケンス手順でパケッ 
ト通信が切断される。 
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mobile node  
(DTE) 

移動機 AMSC 
Home  
Router 

Gateway  
Router 

Corresponding  
node 

内／外インターネット 

BSC＊1 
Serving  
Router HLR-(P/T) 

認証要求＊2 UI（－、認証要求、－）＊2 

認証応答＊2 

UI（パケットページング、－、－） 

UI（－、パケットチャネル登録要求、－） 
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UI（－、パケットチャネル登録応答、－） 

着信ユーザパケット 

着信ユーザパケット 

移動機認証 

＊1：BSC は PDC パケットデータネットワークを実現するための例とする。  
＊2：認証手順はオプションとする。 

図 3-23/JJ-70.20 パケット待ち受け中時のパケット着信シーケンス 

パケット着信ユーザがパケット 
待ち受け状態である場合、着信 
ユーザの在圏しているパケット 
呼び出しエリアに UPCH 上でパ 
ケットページングを実行する。 

チャネル情報、パ
ケット呼び出しエ

リア、移動機の状
態を更新する。 

パケット通信中／待ち受け中 
で音声着信を可能にするため 
に、UPCH 在圏エリアの更新 
を行う。 
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図 3-24/JJ-70.20 端末登録エリア間チャネル切り替えシーケンス（高速モード時） 

パケット通信登録解除要求 パケット通信登録解除要求 

パケット通信登録解除応答 パケット通信登録解除応答 

＊：BSCはPDCパケットデータネットワークを  
  実現するための例とします。 

新規mobile IP  
登録開始 

パケット通信中／待ち受けモード
で音声着信を可能 にするため
UPCH 在圏エリアの登録を行う。

チャネル情報、パケット呼び出 
しエリア、移動機の状態を新規 
登録する。 

チャネル情報、パケット呼 
び出しエリア、移動機の状 
態を消去する。 

チャネル切り替えの実蚕を移動機が自律_ 
的に判断し、ゾーン情報通知から、切り 
替え先UPCHが端末登録エリアをまたが 
ると認識する。 

visitor list entry情報のlink-layer  
source addressを消去し、サービ 
ングルータ内でライフタイムがタ 
イムアウトした時点でvisitor list  
entry情報を消去する。 

UPCH在圏エリアの  
登録解除 
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パケット通信登録応答 

パケット通信登録応答 
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図 3-25/JJ-70.20 端末登録エリア間チャネル切り替えシーケンス（通常モード時） 

パケット通信登録解除要求 パケット通信登録解除要求 

パケット通信登録解除応答 パケット通信登録解除応答 

＊：BSCはPDCパケットデータネットワークを
  実現するための例とします。 

新規mobile IP  
登録開始 

チャネル切り替えの実蚕を移動機が自律_ 
的に判断し、報知チャネルから、切り替 
え先UPCHが端末登録エリアをまたがる 
と認識する。 

チャネル情報、パケット呼 
び出しエリア、移動機の状 
態を消去する。 

パケット通信中／待ち受けモード
で音声着信を可能 にするために
UPCH 在圏エリアの登録を行う。

チャネル情報、パケット呼び出 
しエリア、移動機の状態を新規 
登録する。 

visitor list entry情報のlink-layer  
source addressを消去し、サービ 
ングルータ内でライフタイムがタ 
イムアウトした時点でvisitor list  
entry情報を消去する。 

UPCH在圏エリアの  
登録解除 
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UI（－、パケットチャネル登録要求、－） 

UI（－、認証要求、－）＊2 

UI（－、認証応答、－）＊2 

UI（－、パケットチャネル登録応答、－） 

内／外インターネット 

BSC＊1 
（新）Serving  
Router 

UI（ゾーン情報要求、－、－） 

UI（ゾーン情報通知、－、－） 

（旧）Serving  
Router 

移動機認証 

HLR-(P/T) 

パケットチャネル登録要求 
パケットチャネル登録要求 

パケットチャネル登録応答 

パケットチャネル登録応答 

認証要求＊2 

認証応答＊2 

パケット通信中 

パケット通信中 

＊1：BSCはPDCパケットデータネットワークを実現するための例とする。  
＊2：認証手順はオプションとする 

図 3-26/JJ-70.20 端末登録エリア内チャネル切り替えシーケンス（高速モード時） 

パケット通信中／待ち受け 
中で音声着信を可能 にする 
ために、UPCH在圏エリア 
の更新を行う。 

チャネル情報、パ 
ケット呼び出しエ 
リア、移動機の状 
態を更新する。 

チャネル切り替えの実蚕を移動機が自律_ 
的に判断し、ゾーン情報通知から、切り 
替え先UPCHが端末登録エリアをまたがら 
ないと認識する。 
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mobile node  
(DTE) 

移動機 MSC 
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Gateway  
Router 

Corresponding  
node 

UI（－、パケットチャネル登録要求、－） 

UI（－、認証要求、－）＊2 

UI（－、認証応答、－）＊2 

UI（－、パケットチャネル登録応答、－） 

内／外インターネット 

BSC＊1 
（新）Serving  
Router 

（旧）Serving  
Router 

移動機認証 

HLR-(P/T) 

 パケットチャネル登録要求 パケットチャネル登録要求 

パケットチャネル登録応答 

パケットチャネル登録応答 

認証要求＊2 

認証応答＊2 

パケット通信中 

パケット通信中 

図 3-27/JJ-70.20 端末登録エリア内チャネル切り替えシーケンス（通常モード時） 

＊1：BSCはPDCパケットデータネットワークを実現するための例とする。  
＊2：認証手順はオプションとする 

パケット通信中／待ち受け 
中で音声着信を可能 にする 
ために、UPCH在圏エリア 
の更新を行う。 

チャネル情報、パ 
ケット呼び出しエ 
リア、移動機の状 
態を更新する。 

チャネル切り替えの実蚕を移動機が自律_ 
的に判断し、報知チャネルから、切り替 
え先UPCHが端末登録エリアをまたがら 
ないと認識する。 



 

 - 119 - ＪＪ－７０．２０ 

 

mobile node  
(DTE) 

移動機 AMSC 
Home  
Router 

Gateway  
Router 

Corresponding  
node 

内／外インターネット 
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BSC-Serving Router間リンク切断 

UI（着信無線状態報告、－、－） 
ページングレスポンス 

認証要求 UI（－、認証要求、－） 

UI（－、認証応答、－） 認証応答 

チャネル割当要求 UI（無線チャネル指定、－、－） 
チャネル割当応答 SABME 

UA 
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I（－、－、SETUP） 

I（－、－、ALERT） 
ALERT CPG 

I（－、－、CONN） 
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音声通信 

UI（－、パケット通信切断要求、－） 

UI（－、パケット通信切断確認、－） 

認証 

[音声着信許容] 

UI（UPCH音声着信通知、－、－） 

UI（UPCH音声着信応答、－、－） 

図 3-28/JJ-70.20 パケット通信中音声着信シーケンス 

パケット通信登録解除要求 パケット通信登録解除要求 

パケット通信登録解除応答 パケット通信登録解除応答 

＊：BSCはPDCパケットデータネットワークを  
  実現するための例とする。 

着信ユーザがパケット通信 
中である場合は、チャネル 
登録されているUPCH上に 
RTメッセージ「UPCH音 
声着信通知」を送信する。 

音声着信を許容する場合 
は、UPCH上のLAPDMリ 
ンクを解放し、共通アク 
セスチャネル上に「着信 
無線状態報告」を送信す 
る。 

着信ユーザが在圏して 
いるエリアを制御する 
BSCへ「ページング」 
メッセージを送出す 
る。 

チャネル情報、パケット 
呼び出しエリア、移動機 
の状態を消去する。 

visitor list entry情報のlink-layer  
source addressを消去し、visitor list  
enty情報はライフタイムがタイムア 
ウトした時点で消去する。 

UPCH在圏エリアの  
登録解除 
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チャネル割当要求 UI（無線チャネル指定、－、－） 

チャネル割当応答 SABME 
UA 

SETUP 
I（－、－、SETUP） 

I（－、－、ALERT） 
ALERT CPG 
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[音声着信許容] 

UI（UPCH 音声着信通知、－、－） 

UI（UPCH 音声着信応答、－、－） 

図 3-29/JJ-70.20 パケット待ち受け中音声着信シーケンス 

パケット通信登録解除要求 パケット通信登録解除要求 

パケット通信登録解除応答 パケット通信登録解除応答 

＊：BSC は PDC パケットデータネットワークを  
  実現するための例とする。 

着信ユーザがパケット待ち受け 
中である場合は、ユーザが在圏 
しているパケット呼び出しエリ 
アの UPCH 上に RT メッセージ 
「UPCH 音声着信通知」を送信 
する。 

音声着信を許容する場合 
は、UPCH 上の LAPDM リ 
ンクを解放し、共通アク 
セスチャネル上に「着信 
無線状態報告」を送信す 
る。 

着信ユーザが在圏して 
いるエリアを制御する 
BSC へ「ページング」 
メッセージを送出す 
る。 

チャネル情報、パケット 
呼び出しエリア、移動機 
の状態を消去する。 

visitor list entry 情報の link-layer  
source address を消去し、visitor list  
enty 情報はライフタイムがタイムア 
ウトした時点で消去する。 

UPCH 在圏エリアの  
登録解除 
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図 3-30/JJ-70.20 パケット通信中／パケット待ち受け中 音声着信拒否シーケンス（参考） 

＊：BSC は PDC パケットデータネットワークを実現するための例とする。

着信ユーザが在圏して 
いるエリアを制御する 
BSC へ「ページング」 
メッセージを送出す 
る。 
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パケット通信登録要求 

認証要求 

認証応答 

パケット通信登録応答 
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ユーザデータ(IP in IP) 
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図 3-31/JJ-70.20 Mobile node の事業者間ローミングシーケンス 

＊1：BSC は PDC パケットデータネットワークを実現するための例とする。  
＊2：認証手順はオプションとする。 

mobile node－移動機 
間インターフェース 
で通知する。 

BSC－Serving Router 間のネット 
ワークインターフェースレイヤの 
プロトコルは事業者固有とする。 
Serving Router はリンクを特定す 
るための情報を記録する。 

Mobile IP 登録が完了する 
と Home Router に mobility  
binding が、Serving  
Router に visitor list  
enty 情報が生成される。 

 

パケット通信中／待ち受けモー 
ドで音声着信を可能ﾆするため 
に UPCH 在圏エリアを HLR/ 
GLR に登録する。 

パケット呼び出しエ 
リア、移動機の状態 
を新規登録する。 

Mobile IP 登録要求メッセージの 
Destination Address によって  
mobile node のローミングを許容 
するネットワークか否かをフィル 
ターリングする。 

チャネル情報、パケット 
呼び出しエリア、移動機 
の状態を消去する。 

visitor list entry 情報の link-  
layer source address を消去し、  
visitor list enty 情報はライフタイム 
がタイムアウトした時点で消去する。 

・PPP を利用。  
・ICMP Router Solicitation/  
advertisement は mobile node  
が mobile IP 登録に必要な情 
報を保持している場合は不要。 

UPCH 在圏エリアの  
登録解除 
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